
        
            
                
            
        

    



















































お兄ちゃんだけど愛さえあれば関係ないよねっ⑧






鈴木大輔




ＭＦ文庫Ｊ







本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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デート・オア・アライブ
 （反省会編）





猿渡銀兵衛春臣の諸事情







デート・オア・アライブ









　猿さ渡わたり銀ぎん兵べ衛え春はる臣おみの話をしよう。

　梅雨明け後の夏休み前。僕と彼女と学生寮の面々とが巻き起こした、ちょっとした騒動の話である。






　　　　＊







　僕こと姫ひめの小路こうじ秋あき人とは、自分の人生においてひとつだけルールを課している。

　それすなわち、

〝約束は必ず守る〟

　──という、文化的・社会的な人間生活を送るうえで、おそらくもっとも基本であり根本になるであろうルールだ。

　なんだそんなことか、と思われるかもしれないけど、簡単でシンプルなことほど得てして守れないのが世の常。少なくとも僕の周りには『約束はひとつ残らず守ってきた』と豪語する人はいない反面、気軽に交わした口約束を『社交辞令』のひとことで笑い捨てる人を山ほど見てきた。

　もちろん人間にとって『嘘うそ』というものが生きる上での潤滑剤であり、必需品であることは論じるまでもない。僕自身、大きな嘘も小さな嘘も数限りなくついてきた。そもそも小説家という仕事自体が、いかに上手に嘘をついてお金をもらうか腐心する職業なわけで、僕という人間は構造上、嘘をつく仕様になっている、と言っていい。

　だけどこと『約束』についてだけは、嘘をついたことはない。

　たとえ見かけの上では『気軽な口約束』に見えても、僕は必ずそれを守る。そしてそのルールを守っているという誇りがあるからこそ、僕は多少なりとも胸を張ってお天てん道とう様さまの下を歩けるのだ。

　まあ逆に言うと、約束の怖さをそれなりに知ってるつもりなので、そもそも約束をあまり交わさない、交わしたとしても大きな約束は交わさない、というのはある。『いつか必ず妹を取り返す』という約束がほとんど唯一の例外で、ある意味その約束を果たすためにエネルギーを割きすぎたゆえに、僕はあまり約束をしない人間になった、と言えるのかもしれない。もしもその状況で毎日のように何かの約束をしていたら、たぶん身がもたなかったろうしね。

　さて閑話休題。

　そんな僕ではあるけど、たまには約束を交わす。

　そして交わした以上、必ず守る。

　というわけで、僕はそろそろ約束を守ることにしたのだった。






　　　　＊







「え？　デート？　僕と？」

　七月のとある日。

　僕は銀ぎん兵べ衛えに話しかけて、その旨を申し出た。

「な、なんでまた僕と？　いったいどういう風の吹き回しだい？」

「風の吹き回しも何も」

　僕は首をかしげながら、

「このあいだ約束したじゃないか。ほら、メガネのコンテストの時にさ」

「あー……ああ。うん。あれのことか。うん」

　銀兵衛の口ぶりは、たったいまその事実を思い出したかのようなそれである。

　一応の説明をしておくと、さる先日、妹の秋あき子こが視力の悪いにもかかわらずメガネをかけていないことに関して注意をして、だけど極端なメガネ嫌いの秋子はなんだかんだと理由をつけてメガネをかけない方向に持っていこうとするので、仕方ないのでメガネコンテストを開催することで秋子のメガネ嫌いを少しでも改善しようと試みた結果、いつの間にか優勝者には僕とデートする権利が与えられることになった──という、分かったような分からないような、いかにも僕たちらしい展開があった末、見事に銀ぎん兵べ衛えが優勝して権利を勝ち取った、という次第である。

　いやはや。

　説明はしてみたものの謎の展開だ。

　僕ら学生寮の面々のことを知らない人に聞かせたら、首を三回転ぐらいはひねりそうな超展開。小説のプロットとして提出したら間違いなくボツを出されるだろうな、ってレベルだよね。

「仕事のスケジュールは相変わらずヤバめなんだけど、それでも休日にちょっと息抜きするぐらいの時間は取れそうでさ。なので今のうちに約束を果たしておこうと思って」

「そうか。うん。なるほどそうか」

　猿さ渡わたり銀兵衛春はる臣おみ、僕にとってただひとりの親友は、しきりに頷うなずいて、

「そういうことであれば急な申し出も頷けるけど。いやしかしいくらなんでも急じゃないかな？　僕の方にも心の準備、もとい、スケジュールの調整がいろいろあってだね。なにせこう見えても決してヒマではないものでね、うん」

「もちろんこっちは無理を言える立場じゃないからさ。できるだけ銀兵衛のスケジュールは尊重するよ。と言ってもさっきも言ったとおり、僕のスケジュールもカツカツだから。今回を逃すと、けっこう長い先まで予定を空けられないかもしれないんで。そのことは先に謝っておくよ」

「いや、気にしないでくれたまえ。確かに僕はヒマではないが、一日やそこらの時間を取る分には不自由しない。その程度には余裕をもってスケジュールを組むのが本道というものだろうしね」

「う。そう言われると返す言葉もない。スイマセン」

「いや、いいんだ秋あき人と。別に君を責めているわけじゃない。ただ──」

　銀兵衛は複雑そうな顔をして、

「なんというかこう、ゲームの商品としてデートをしてもらう、などという流れはいささか不本意というか、それこそ本道ではないというか。確かに僕と君は親友同士であり、気楽な間柄でいられることは間違いなくプラスなことではあるんだが、しかしだね秋人、やはりこう、仮にもデートというからには、それなりの手順というか、格式が必要だと思うわけだよ」

「はあ。格式ですか」

「そうだとも。そもそもデートの申し出のやり方からして、秋あき人とのそれは義務的というか日常のタスクをこなしているだけ感があるというか、いわゆる情緒がないと思うわけだ。情緒だよ情緒？　日本人が世界に誇るべき文化。それをおろそかにして君は何とするつもりだ。君のような男がいるからこの国はダメになるんだ」

「……なんか壮大なところまで脱線してない？」

「そんなことはない。これはとても重要な問題だよ」

　両手を腰に当て、憤然として銀ぎん兵べ衛え。

「君のやっていることはね秋人、いわばインスタントラーメンにお湯を入れているようなものなんだよ。君はデートの際の食事にカップラーメンを用意したりするのかい？　しないだろう？」

「いや、言ってる意味がいまいち……」

「つまりこういうことさ。デートはすでにして始まっている」

　びしっ、と指を僕に突きつけて銀兵衛。
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「デートの当日に何をするか、ということだけが問題なんじゃない。どこへ行くか計画を立てたり、着ていく服を何にするかあれこれ悩んだり、そういったこともまたデートの範はん疇ちゆうに含まれる。むろん、デートに誘うことそのものもデートのうちだ。いやむしろ最初が肝心という言葉もあるとおり、デートにおいてもっとも大事な要素とさえ言っていい。誘い方ひとつでデートは素敵なものにもなるし、退屈なものにもなる」

「な、なるほど。言われてみれば確かに」

「家に帰るまでが遠足、という言葉があるけれど、デートは終わるその瞬間までがデートだ。そのことをよく覚えておくように」

「分かった。覚えておくよ。でもちょっとめんどくさいなあ
 」

「何か言ったかい？」

「いやなにも。ええとそれで？　けっきょく返事はまだなんだけど、どうなの？」

「どうなのとは？」

「デートだよ。都合がよくないなら、また別の機会に声をかけるけど。ていうか、だいぶ僕はやり方を失敗しちゃったみたいだし、先送りにした方がいいような気も」

「馬鹿を言いたまえ」

　銀ぎん兵べ衛えは憤然として、

「思い立ったが吉日という言葉もあるだろう？　そしてまた鉄は熱いうちに打てという言葉もある。いまこの機会を逃すのは、商家である猿さ渡わたり家の人間として恥ずかしいことだ。一族郎党から袋だたきにされても文句を言えない失態だよ。なので当然、僕は秋あき人との提案を受け入れる。君の方こそ、いまさら申し出を取り下げるなんてことは、よもやないだろうね？」






　　　　＊







　というわけで、そういう運びとなった。

　長年の親友である銀兵衛とのデートがこれにて大決定である。

　時間はなんとしてでもつくるし、貧相な懐ふところ事情についてもこの際は見て見ぬふりをして、なるべくパーッと遊ぶことにしよう。せっかくの機会だ、どうせならガッツリと気分転換とリフレッシュの時間に充あてたいところだよね。銀兵衛が相手なら僕もわりと気楽に遊ぶことができるだろうし。

　さて、そんなこんなで方針は決まったわけだけど。この手の話を内密にしておくとロクな目に遭あわない、というのは経験則からも明らか。学生寮の他の仲間たちに報告しておく義務がある、のだけど。

「銀ぎん兵べ衛えさんとデートですか？　ええ、ぜんぜん良いんじゃないでしょうか」

　さっそくその日の夕食の席でその旨を伝えると、妹の秋あき子こはにこにこ笑って頷うなずいた。

「というか良いも悪いもありませんよ。お兄ちゃんと銀兵衛さんがデートするのは規定路線といいますか、ごく単純に当然の権利ですし。言ってみれば当選した宝くじの賞金が支払われるのと同じで、支払われなければ筋が通らないというものです。ねえみなさん、そうですよね？」

「ええそうね。今回に限っては姫ひめの小路こうじさんの意見を支持するわ」

　那な須す原はらさんが、揚げ出し豆腐のカニあんかけを頬ほお張ばりながら秋子の意見に同意して、

「全員が納得したルールに乗っ取った勝負に勝った上で権利を得たのだから、わたくしたち外野が文句をつける筋合いはないわ。心置きなくデートを楽しんできて頂ちよう戴だい」

「もちろんあたしも賛成だぜ」

　さらに会長さんも大笑して、

「むしろいつになったらお前さんたちふたりがデートするのか、心の中でやきもきしてたぐらいだよ。ぎんぎんにせよ姫小路秋あき人とにせよ、ここぞという時に思い切りの足りねえタイプに見えるしな。いっそのことあたしがデートの企画を立ててやろうかと思ってたくらいだし、むしろこれで肩の荷がひとつおりた気がする、ってなもんよ」

「ありさもぜんぜん問題ありません」

　最後にはありさも大まじめな顔で、

「というか、ありさはその勝負──メガネコンテスト、ですか？　その時にはまだこの学生寮にいなかったので。そんなありさがあれこれ言うのは、筋がちがう話です。筋がちがうのは、よくないことです」

　そんなこんなで反対らしい反対もなく、僕と銀兵衛のデートの案件は承認されてしまったのだった。

「むしろ銀兵衛さんに注文を出したいのですけど。やるからにはしっかりやってくださいね？　仮にもわたしの将来の夫であるお兄ちゃんとデートするんですから、それなりの内容と格式が問われます。お兄ちゃんに恥をかかせたり、お兄ちゃんを退屈させたりするようなことがあれば、わたしはお兄ちゃんの妹としてそれなりの対応を取らせてもらいますから」

「姫小路さん、そんなプレッシャーをぎんぎんにかけるものではないわ。というかわたくしとしては、むしろあっきーの方を心配しているのよ。あっきーの方こそいかにも朴ぼく念ねん仁じんの風ふう体ていだから、ぎんぎんをちゃんとリードできるのかとても不安ね。おそらく今回は、様々な局面においてぎんぎんのかわいい姿が連発されることでしょうから、あっきーにはそれらをきちんを余さず隅々まで引き出して映像に記録する義務が生じるのだけど、彼の顔を見るかぎり、まったくもってその使命感に燃えている感じがしないのよ。千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスだというのに困ったものだわ」

「あたしとしちゃあ、ぎんぎんも姫ひめの小路こうじ秋あき人ともどっちも心配だねぇ。あたしだったら間違いなく、こういうチャンスがあれば確実に相手を食っちまうだろうけど、このふたりはどっちもひでえ奥手だからな。ヤることヤらずにのこのこ帰ってきそうで今から戦々恐々としてるよ。あたしゃそんな草食動物を部下には持ちたくねえもんなー」

「ええと、ええと、ありさは特に心配とかしていませんし、要望をつけるとかそういうこともありませんけど、とにかくケンカをせず、楽しく遊んできてもらえればと思います。よくない雰囲気になって帰ってくるのがいちばんよくないことだと思うので、秋人にいさまも銀ぎん兵べ衛えねえさまも、仲よく遊んできてください」

　四者四様、表現の仕方はいろいろだけど。銀兵衛の背中を押そうとしている様子は共通しているようだ。

「兄をよろしくお願いします銀兵衛さん」

「がんばってねぎんぎん」

「気張ってこいよ。応援してるぜ」

「銀兵衛ねえさま。ファイトですよっ」

「──ま、待った。ちょっと待ってくれたまえよ」

　あわてたのは当の銀兵衛である。

「どうしてみんなそんな風に僕の後押しをするんだい？　普通ならもっとこう、みんなしていろいろクレームをつけてくるのがパターンなんじゃないか？　そもそもこんなにあっさり承認されたことからして意外だというのに……」

　正直僕もそう思った。

　他の連中はまだしも、少なくとも秋あき子こに関しては何かと難癖をつけてきて、あたかも小こ姑じゆうとめのように振る舞うのだろうと想定してたのに。それがまさか、そろいもそろって僕と銀兵衛とのデートを推奨するなんて。

「率直にいまの僕の気持ちを言うと、きわめて不安だよ。もっとひと悶もん着ちやくもふた悶着もあった末に、ようやくデートを許可される的な流れであれば納得できただろうに。まさかのお咎とがめなしだなんて」

「何を言ってるんですか銀兵衛さん」

　秋子は涼しい顔で、

「最初に言ったとおり、銀ぎん兵べ衛えさんはそもそもお兄ちゃんとデートをする権利を持っているんですから。それを邪魔するに値するだけの大義名分がわたしにはありません。もちろんわたしもお兄ちゃんとデートしたいですし、むしろデートするなら将来のお嫁さんであるわたしが先でしょとは思いますけど、今回ばかりは譲ります。そして譲ったからにはちゃんと楽しんできてもらいませんと。銀兵衛さんの楽しみはこの際、お兄ちゃんの楽しみにもなるわけですから。お仕事で忙しそうなお兄ちゃんにとっては、こういう時こそ息抜きのチャンスなわけですし。なのでお願いしますね銀兵衛さん？」

「ま、ますます怪しい。秋あき子こくんが秋あき人とを僕に託すかのような発言を？　そんなのは秋子くんのキャラじゃない。いったい君に何が起きたというのか……」

「……銀兵衛さんの中で、わたしってどんなキャラになってるんです？」

「ともかくこれは罠わなだ。そうとしか思えない。みんなして僕をおとしいれようとする卑劣なトラップだ。僕は断じてそんなものには引っかからないぞ。ああ断じてね」

「はあ」

　秋子は『どうします？』という目を、僕と銀兵衛以外に向ける。

　那な須す原はらさん、会長さん、ありさの三人は、お互いに視線を交わし合って、

「よっしゃわかった。ぎんぎん、ちょっとこっちに来な。あー姫ひめの小路こうじ秋人、お前さんはいい。そこで待ってろ」

　会長さんが女性陣に招集をかけ、みんなで部屋の隅っこの方に固まり、なにやら内緒話を始めた。

　うん。

　なんか久しぶりだなこの光景。






「ちょっと銀兵衛さん。どうしていちいち疑問を投げかけるんですか。おいしい話なんですからおとなしく受け入れてくださいよ」



「そうは言うが秋子くん、僕としては何やら危険を感じずにはいられないよ。こんな展開は変だ。どうみても不自然だ。とても尋常とは思えない」



「別に罠など仕掛けていないわ。だから安心してデートを楽しんでくることね。まあどうしても不安で心配だというなら、わたくしがあなたの代わりに権利を譲り受けて、あっきーとのデートを楽しんできてもいいのだけれど」



「馬鹿を言いたまえ。せっかく手に入れた権利をタダで手放すなんて、猿さ渡わたり家の人間としてあるまじきことだよ。あのメガネコンテストでは僕だって身体を張ったんだ。慣れない猫の鳴き真ま似ねまでして──ああもうせっかく忘れていたのに思い出してしまったじゃないか。君たちは本当にひどい人たちだな！」



「なんにせよあたしらは罠なんて張っちゃいねえ。言葉どおり、お前さんと姫小路秋人にはデートを楽しんできてもらいたいんだよ。それを疑うなんざ、お前さんってやつはなんとも友とも達だち甲が斐いのない女じゃねえか、なあおい？」



「友達甲斐なんてなくて結構だよ。僕にはたったひとりの親友がいればそれで十分なんだからね。……いやそんなことはともかく、とにかく君たちが何もないと主張すればするほどあやしさが増すという事実は捨てがたい。石橋はよく叩たたいて渡れ、叩きすぎて割れてもよしとせよ、というのが我が家の家訓なんだ。その家訓に従うかぎり、僕は君たちの言葉を鵜う呑のみにはしない。これは決定事項だ」



「銀ぎん兵べ衛えねえさま……ありさは本当に、銀兵衛ねえさまと秋あき人とにいさまが楽しくデートしてくれればいいな、と思っています。ありさの言うこと、信じてもらえませんか……？」



「くっ、出たねありさくんの純じゆん真しん無む垢くな上目遣い……！　普段の僕ならあっさり騙だまされるかもしれないし、むしろ進んで自分から騙されにいってもいいくらいだけど、今回ばかりはそうもいかないね。たとえありさくんの懇願であってもだ」






　まあこうなったからには仕方がない。

　ひとりハブられた僕は、内容の聞き取れないボソボソ会話をＢＧＭにしつつ、夕食の続きをゆっくり楽しむことにしようかな。

　……お。美う味まいな今日の竜田揚げ。






「とにかく僕は、今のままではデートをすることができない旨をこの場で主張させてもらうよ。明らかに何かの企たくらみの匂いがする」



「別に罠わななんざ仕掛けてねえってのになあ。普通にデートを楽しんできてくれりゃそれでいい話なのに、疑うたぐり深ぶかいやつだぜ」



「罠ではないとしても、何かしら思おも惑わくはあるのだろう？　それを聞かせてもらおうじゃないか」



「思惑なんて何もねえよ──って言いたいところだが。その点はまあ、いい勘してやがるな、って褒ほめてやろうかね。実を言えば思惑はあるんだわ」



「ほら見たまえ、やっぱり何かあるじゃないか。さあ包み隠さず話してもらおう。君たちが何を企んでいるのか」



「企んでるってほどじゃないんですよ銀兵衛さん。わたしたちは本当に、銀兵衛さんとお兄ちゃんにデートしてきてもらいたいんです。それもきちんとしたデートをです」



「きちんとしたデート？　というかむしろ、きちんとしてないデートとは一体どういうものなんだい？　ちょっと想像がつかないのだけど」



「つまりそこなのよぎんぎん。わたくしたちはこういう心配をしているの──あっきーは本当にちゃんとしたデートをすることができるのか、って」



「え？　どういう意味だい？」



「こう言ってはなんですけど、秋人にいさまって、ああいう人ですから。自分では常識人だと思っているところがありますけど、ぜったいに普通じゃなくて」



「まあそれには同意するよ。あの男には確かにそういうところがある。……で？　それが一体どんな風に話につながってくるんだい？」



「要するにこういうことだ。姫ひめの小路こうじ秋あき人とは本当にちゃんとしたデートができるのか──いやそもそも、あの野郎はちゃんとオトコとして機能してるのかどうか。そのへんがどうも心配なんだよねぇ、あたしらはさ」



「ど、どういうことだい？」



「むしろぎんぎん、あなたはどう考えてるのかしら？　長年の付き合いがあることをいつも前面に出してくるからには、当然気づいているのよね？　少なくともわたくしは、あっきーと出会ってからこれまでというもの、彼が女性に興味を示した場面を一度たりとも目にしたことがないわ。この学生寮にはわたくしを始めとする、よりどりみどりのきれいどころがそろっているにもかかわらず、よ？　これは明らかに常じよう軌きを逸いつした事態じゃないかしら」



「いやそんな、常軌を逸しているだなんて大げさな……」



「大げさなんかじゃありませんよ銀ぎん兵べ衛えさん。わたしも那な須す原はらさんの意見に同意します。お兄ちゃんは明らかに変です。普通じゃないです。だからといってもちろん、わたしのお兄ちゃんに対する愛が変わることはありませんが、それでも心配はせざるを得ないというか。だって普通、女子五人の男子一人で同じ屋根の下で暮らしてたら、もうちょっとこう、何かあるものじゃないですか常識的に考えて。ハーレムですよハーレム？　食べたい放題のやりたい放題ですよ？　なのにお兄ちゃんはそういう行動に出ないばかりか、気配すらこれっぽちも出してないじゃないですか。むしろわたしたち、女あつかいされてないみたいな、そんな感じありません？」



「そ、それは……うむ確かに。あるね、間違いなく」



「そうでしょう？　ましてこの学生寮には、わたしという将来の妻がいっしょに暮らしてるわけですから。おはようのキスとおやすみのキスはもちろんのこと、いっしょにお風呂に入って身体の洗いっこをしたりとか、夜よ這ばいをしたりされたりとか、そういうことがもっと頻ひん繁ぱんに起こってもいいと思うんですよ常識的に考えて。そうは思いませんか銀兵衛さん？」



「いやそれはないだろう」



「うそん!?
 」



「ありさは、秋人にいさまのことが心配です。たとえば鷹たかノの宮みやの家でいっしょに住んでいた六年間、にいさまには浮いた話がひとつもなかったです。それと、大人の男の人が読む本とかビデオとかも、ぜんぜん持ってなかったです。父さまも母さまも、そのことはよく心配していました。『秋人くんは男として本当にだいじょうぶなのか？　このままありさと結婚させるにしてもその点だけは気がかりだ、一度かかりつけの医者に診みせた方がいいかもしれんな』……みたいな感じで」



「そ、そこまで心配するのは大げさなんじゃないかなさすがに。小中高と僕は秋人をそばから見ていたけど、仲間の男子連中とそれなりにその手の話題はしていた──ように思うよ、おそらくだけど。僕が直接会話に加わっていたわけではないけど」






　──なんだろう。

　声は聞き取れないんだけど、それどころかみんな僕に背中を向けてるから表情さえ見えないんだけど、そこはかとなく僕の悪口を言われてるような気がする。いやもちろん気のせいだとは思うけどね。うん、たぶん。きっと。






「とにかく、お兄ちゃんはちょっとおかしいです。女性に対してあっさりしすぎています。あれは朴ぼく念ねん仁じんと呼べる範囲を超えています」



「同意だわ。本当に生殖器がついてるのかどうか不安になるレベルよね」



「それについてはあたしが実戦で確かめてみりゃ手っ取り早いんだが、無む理り矢や理りどうこうってのは趣味じゃねえ。かといって、あれだけ性欲のない男が相手だと、さすがのあたしの口く説どきも切れ味が鈍にぶるってもんだ。正味の話、ちっと手詰まりなんだよな」



「ありさも、とても残念ですけど、秋あき人とにいさまからはまだ一人前の女の人として見られてないです。なのでどうすることもできないです」



「そこで銀ぎん兵べ衛えさんの出番なわけです」



「……なんとなく読めてきたぞ？　どうも話がおかしいと思ったらそういうことか。つまり君たちは僕を生いけ贄にえにするつもりなんだな？　この五人の中でも比較的安全パイと思われる僕を矢や面おもてに立てて、秋人の反応を見極めようというんだね？　そうして秋人を攻略するための手がかりを得ようとしてるんだ。どうせ僕が何をしようとも、秋人を落とせるようなことはない、だけど今後の対策を練るためのサンプルとするには十分に足りる、と──」



「いえいえ何を言ってるんですか銀兵衛さん。そんなことあるわけないじゃないですか」



「そうよぎんぎん。疑うのはよくないわ。わたくしたち友達でしょう？」



「こういう時に口から出てくる友達という単語ほど信用できないものはないね。それにどうせ君たち、僕に隠れてこそこそデートについてくるつもりだろう？」



「いえいえまさかー。考えすぎですよー。ねえ那な須す原はらさん？」



「姫ひめの小路こうじさんの言うとおりよ。とはいえ、わたくしたちが遊びに行く先と、ぎんぎんたちのデートしに行く先が、たまたま被ってしまうようなケースも、可能性としてはあり得ることだものね。その場合は仕方ないわよね」



「なんという白々しい……」



「なんにせよぎんぎん、今回お前さんにはいろんな使命が託されてるからよ。その自覚を十分に持って、気張ってデートに励んでくれや。姫小路秋人を攻略する特攻隊として、遠慮せずいろんなことを試してきてくれ。骨はあたしたちが拾ってやる」



「ごめん被こうむるよ。なぜ僕が君たちのために実験台を務めなければならない？　勘弁してもらいたいものだね」



「でも銀兵衛ねえさま。なんだかんだ言っても、とてもうきうきしているように見えます。どんな状況であっても秋人にいさまとデートすることが楽しみだ、という顔をしています」



「うっ。そ、そんなことはない。言いがかりはよしてくれたまえ」



「というか銀ぎん兵べ衛えさん、やっぱりわたしに権利を譲りません？　わたしだったら、お兄ちゃんとデートするためなら生いけ贄にえになろうと実験台になろうと本望です。むしろ銀兵衛さんみたいに渋る人には、お兄ちゃんとデートしてほしくないです」



「そんなの知ったことじゃないよ。君の勝手を僕に押しつけないでくれたまえ」



「そもそもあっきーがあんな風に育ってしまったのは、ぎんぎんの責任でもあるのよ。なにせ六年間もいっしょにいたんだから、いくらでもあっきーを矯きよう正せいする時間はあったはずじゃないの。にもかかわらずこの体ていたらく……ええやはり、ぎんぎんには責任を取ってもらって、心置きなくいろんなことを試してもらう必要があるわ。骨はわたくしたちが拾ってあげるから」



「いやだから勝手なことを言わないでくれたまえよ！　とにかく僕は──」






　議論はなおも続き、僕は待ちぼうけを食らっている。

　うーん、かなり紛糾してるみたいだな。

　食事はとっくに食べ終わってしまったし、そろそろ部屋に戻りたいんだけど……それが許される雰囲気でもないよなあ。

　仕方ないので食べ終わった食器の片付けを始めた。

　ついでに洗い物を済ませ、食器の水気をぬぐって食器棚に戻し、食後のお茶を淹いれて一服し、一服では足りなくておかわりして、それでも終わらないからお茶菓子でも探しに行こうか、というところまできてようやく。

　難航した話し合いが一段落し、みんなぞろぞろと自分の席に戻ってきた。

「……ええとそれで？　話はまとまったの？」

「渋々ながら、やむを得ず、だけどね」

　銀兵衛が仏頂面で腕組みしながら、

「こうなったら毒を食らわば皿まで、というやつさ。この際だから僕は開き直ることにする。生け贄も実験動物も上等だ。こんなチャンスはどうせ二度と来るまいし、やれるだけのことを徹底的にやってやろうじゃないか。ああやってやるとも！」

「な、なんかヤケクソになってない銀兵衛？　だいじょうぶ？」

「だいじょうぶだ、問題ない。僕は至って平常心だ。平常心でありながらも、僕の反骨精神はかつてなく盛り上がっている。僕という人間が本気になったらどれほどのことができるのか、みんなに思い知らせてやる必要があるんだ。ああそうとも、僕だってやればできるということを知って、みんな後悔すればいい。もうどうなっても知らないぞ」

　なにやら興奮しているご様子の銀ぎん兵べ衛えである。

　冷静が身上の彼女がここまで感情をあらわにするのは、ちょっと珍しい。

「……ええとそれで？　けっきょくデートはするの？　しないの？」

「しないわけがないだろう！　もちろんするともさ！　デート当日まで首を洗って待ってるがいいよ秋あき人と！」

「あ、うん。はい。よろしくお願いします」

　何だかよく分からないテンションで押し切られてしまった。

　ともあれ。

　こうして僕と銀兵衛のデートは公式に承認され、あとは実現の運びを待つばかり、になったと思ったのだけど……






　　　　＊







　翌日。銀兵衛が僕の部屋を訪ねてきた。

　両手に山ほどの書籍を抱えて。

「さあ秋人。始めようか」

　テーブルの上にドサッとそいつを置き、僕の対面にドカッと座りながら。鼻息も荒く、銀色の親友はそう宣言した。

「……始める？　って何を？」

「そんなの決まっているだろう。デートの計画と立案だよ」

　と言いながら、さっそく書籍をぱらぱらとめくり始める銀兵衛。見れば、彼女が持ち込んだブツのほとんどは、何かしらのガイドブックのようである。

　本のタイトルは、





『ふたりで行きたいカフェ』

『絶対満足宣言デートコース』

『誰にも教えたくないレストラン百選』





　……などなど。

「言ったはずだよ。デートはすでに始まっているのだと」

　銀兵衛は手に取った『特選スイーツ☆いま話題のパティシエたち』のページを手早くめくりながら、

「入念な準備とイメージトレーニングがあってこそ、初めてデートは完璧なものとなりうる。大したプランも持たず、当日になって適当に行き先を決め、なんとなくそれっぽいことをやって、それをもってデートとするなどは論外。徒と手しゆ空くう拳けんで生死を賭けた戦いに臨のぞむのに等しい愚行だ。やはりあらゆる資料をあたり、あらゆる選択肢を考慮して、最善の選択肢を選び出すのが王道であり、正道というものだろう。秋あき人と、君もそう思うよね？」

「えっ？　ああうんそうだね。うん、もちろんそうだとも」

　当日になって適当に行き先を決め、なんとなくそれっぽいことをやって、それをもってデートとしようとしていた、とはちょっと言えない。

　いやでも、肩かた肘ひじ張らないのも悪くないんじゃないかな？

　近所の商店街に行って、普段は入らない店を冷やかしたり、たこ焼きでも買ってそこらをぶらぶらしながら、疲れたら公園のベンチで横になる──とか。けっこう王道で正道だし、しかもハズレもないんじゃない？　適当の行き当たりばったりにこそ、普段は味わえない楽しみがあると思うのだけど。

「さあ秋人、なにをぼやぼやしているんだい？　君も僕が持ち込んだ資料を熟読して、デートの計画に思いを馳はせたまえ。そして最善の選択を僕と模索しようじゃないか」

　……ま、今の銀ぎん兵べ衛えに言ってもしょうがないか。

『デート』という単語に過剰に反応し、がんじがらめになって、すっかり視野が狭くなってる、というかテンパってるもんな。でなきゃクールが売りの彼女が、こんな斜め上をいく行動を取ったりはしない。

「ほら秋人、この『東京デートすぺしゃるナビ』から読むといい。おすすめのデートスポットの解説がていねいに、それでいて分かりやすく記されている。入門編としては、まずまず最適なはずだ」

「あ、うん。ありがと」

　礼を言って差し出された本を受け取り、ぱらぱらとめくってみる。

　なるほど、デザインといいレイアウトといい、なかなかに完成度の高いムック本だ。だけどいまいち頭に入ってこない。

「秋人。たとえばここなんかどうだい？」

「サンシャイン60
 ？　まあすっごい有名スポットだよね。定番中の定番というか」

「うむ。展望台や水族館もあるし、ショッピングもできれば食事もできる。まずまず完璧と言っていい総合娯ご楽らく施設だ。しかも近いから気軽に行ける」

「いいんじゃない？　僕は賛成だよ」

「いやでも待ちたまえ。悪くはないが、まだ他にも選択肢はたくさんある。それらをもう少し検討してみよう」

「そっか。まあそうだよね、その方がいいよね」

「たとえば秋あき人と、ここなんかはどうかな？　ホテルメトロポリタン」

「ほうほうどれどれ……ふうん、けっこう大きなホテルなんだね。写真を見ると中もきれいそうだし」

「うむ。おしゃれな飲食店も多く入居しているし、すぐそばには東とう武ぶも西せい武ぶもある。非常に応用力の高い、さまざまな用途に向いたデートスポットだと言えるね」

「いいんじゃない？　僕はぜんぜん問題ないよ」

「いやでも待ちたまえ。よい場所には違いないけど、ちょっと大人向けすぎるかもしれないね。小こ粋いきなバーとか、夜に向いた施設が多い。まだ僕たちには早かろう」

「そうかな？　別にあれでしょ、他にもいろいろ若い人向けのスポットとかもあるんじゃないの？　大人向けの方には行かずにそっちへ行けばいいんじゃ？」

「一理あるが、そもそも一カ所ですべて済ませられてしまうのも、それはそれで味気ない。やはりもっとピンポイントなプランを練った方がいいような気がしてきた」

「はあ。なるほど」

「ほら秋人、こんなのも悪くないんじゃないかな？」

「えーと何々……へえ、自じ由ゆう学がく園えん明みよう日にち館かん？　何かの学校なの？」

「うむ。とある有名な建築家が手がけた建物で、重要文化財にも指定されている。いまでも現役で利用されていて、結婚式やコンサートなどにも使われるそうだよ」

「へえ、そうなのか。知らなかった。写真を見る限りじゃ、けっこうよさそうな感じだね。ちょっと見てみたい気もするな」

「そうだろう、そうだろう」

「じゃ、ここで決まり？」

「いや、ちょっと待ちたまえ。確かにスポットの質的には問題ないのだけど、ちょっと近場すぎるのが問題だね。せっかくのデートなんだ、あまりに手近で済ませては情緒に欠ける。もう少し別の案を考えてみよう」

「……あのさ銀ぎん兵べ衛え。さっきは近くて気軽に行けるのがいい、的なこと言ってなかった？　ていうかなんでさっきから池いけ袋ぶくろの近辺ばかり？」

「なにか不満でもあるのかい？　いいじゃないか池袋の近辺。秋人は嫌いなのかい？」

「いやぜんぜん嫌いじゃないけど」

　そんなこんなで、ふたりしてあーだこーだと検討を進めたのだけど。

　これが一向に決まる気配がしない。

　銀ぎん兵べ衛えがあれこれ提案し、僕がそれを吟味して賛成するのだけど、最終的には他ならぬ銀兵衛自身が却下し、また次の案を出して──以下はエンドレスである。

　参った。

　この展開は予想していなかった。

　いくら山ほどの資料を抱えてきたからといっても、そこは猿さ渡わたり銀兵衛春はる臣おみ。その理知的な頭脳で手早く情報を整理し、最善の策を選んで僕はそれに文句なく頷うなずくだけ、ぐらいのつもりでいたんだけど。まったく真逆だよねこれじゃ。感情を廃して冷徹に合理的な選択をする、それが本来の彼女の姿なはずなのに。

「ほら秋あき人と。たとえばこんなのはどうだい？」

「んー。そうだね。いいと思うよ。じゃあそれにする？」

「いや待ちたまえ。よくよく考えるとここはベタすぎて手て垢あかがついたデートコースに思える。やはり別の候補を探そう」

「あ、うん。そうね」

「とすると、こんなのはどうだい？　なかなかに小こ洒落じやれたスポットだと思うのだけど」

「うん、いいね。すごくいい。それでいいんじゃない？」

「ふむ。だけどよくよく考えると、ここは予算をオーバーしてしまう可能性が大だね。やはり他の選択肢をあたった方がよさそうだ」

「え、うん。そっか。まあギンがそう言うならそれで」

「むむっ？　秋人、これなんかはどうだい？　ものすごく掘り出し物だと思うのだけど。おしゃれっぽさといい、レア度といい、それでいて予算的にもお値打ちという、非のつけどころのない物件だよ」

「え、ほんとに？　あ、ほんとだいいね、これはすっごい穴場っぽい。これだったら確かに文句なしだ。どうみても間違いのない選択だよ。よし決まりだね、じゃあ今度の休みの日にでもここへ行くということで──」

「落ち着きたまえ秋人。慌てるなんとやらはもらいが少ない、と言うだろう？　急せいては事をし損じる。もっときちんと検討して、あらゆる可能性を考慮した上で決定を下さないと、後になって後悔するのがオチだ」

「いや……もう十分すぎるほど検討を重ねてると思うけど……」

「なにか言ったかい？」

「いえ別に。何でもないです、はい」

　とまあそんな具合である。

　彼女と僕のふたりだけの話し合いで、なおかつここまで結論が出ないとは、ちょっと新鮮な驚きだ。

　けっこう衝突もする僕らだけど、なんだかんだでお互いの妥協点を素早く見み出いだし、適当かつ具合のいい加減で結論を出すことにかけては、ちょっと他に類を見ないくらいのコンビネーションを発揮できるはずなんだけどな。今回に限ってはどうもその神じん通つう力りきが失われてしまってるらしい。

　そう。

　ここまで噛かみ合わないのは本当に久しぶりだ。僕と銀ぎん兵べ衛えが出会ったいちばん最初のころぐらいまでさかのぼるだろうね、このズレっぷりは。

「……ふむ。今日のところはこのくらいかな」

　その後、けっこう長い間さらに吟味を重ねてから、銀兵衛は持ち込んだ資料を片付けて立ち上がり、

「今日はこのあたりで失礼するよ。明日にでもまた別の資料を持ち込んで、君の部屋で会議をするからそのつもりで」

「……え。まだやるの……？」

「なにか言ったかい？」

「いやなにも」

「そうか。それならいい。ああちなみに秋あき人と、明日の会議は君も何かしら資料を持ち込んでくれたまえよ？　僕も可能な限りの資料は集めてくるが、やはり一人よりも二人でやった方が効率はいい。それと、明日は君もきちんと検討会に参加するようにね？　今日の君は僕の見る限り、まだまだ真剣さが足りなかったように思える。最高のプランを見出すためにも、君の活躍には期待しているよ」






　　　　＊







「正直ちょっと予想外でした」

　数日後、学生寮の食堂にて。

　秋あき子こは腕組みをしつつ嘆息する。

「まさか銀兵衛さんが、ここまで熱心に、ひたむきに、デートの計画に取り組むとは思ってなかったです。見通しが甘かったですね」

　テーブルを囲っているのは、秋子、那な須す原はらさん、会長さん、ありさ、そして僕の五人。銀兵衛は所用で出かけているゆえ、彼女がいないうちにみんなで状況の整理を、ということで集まったのだけど、

「わたくしも同感よ」

　続いて那な須す原はらさんが、ほんのわずかだけ眉み間けんにしわを寄せながら、

「どうせぎんぎんのことだから、あれだけせっついても大したことはできないだろう、と思っていたのだけど。思いのほかアクティブに動いているわね。せいぜい重い腰をほんの少し浮かせる程度が関の山、と高をくくっていたのに」

「行動は相変わらず斜め上だけどな」

　と、今度は会長さんが肩をすくめながら、

「ほんとぎんぎんは、この手のことに関しては奥手というか、徹底して不向きというか。生徒会の仕事なんかは小憎らしいぐらい完璧にこなしやがるのに、男が絡むことはからっきしなんだよなあ。つっても斜め上なりに、いまのぎんぎんは真まっ直すぐに突っ走ってやがるよな。まあ、あたしらがそう仕向けたんだが」

「銀ぎん兵べ衛えねえさまの、これまでにない姿だと思います」

　ありさはひどく感心したように、

「銀兵衛ねえさまは美人で頭もよくて、料理とか掃除とかもきっちりこなせますし。それに年下のありさが言うのも変ですけど、とても可愛かわいらしい人です。その銀兵衛ねえさまが、最近はすごく生き生きしているというか。切せつ羽ぱ詰つまった顔でずっとあたふたしてる感じではありますけど、でも普段のクールさがいい意味でなくなってきて……はい、やっぱりありさはそう思います。いまの銀兵衛ねえさまは、いい感じです」

「で、実際のところどうなんですか？」

　秋あき子こが僕に話を向けて、

「お兄ちゃん的に、いまの銀兵衛さんはどんな感じなんでしょうか」

「うーん。どういう感じかと言われても」

「たとえば具体的に、お兄ちゃんと銀兵衛さんはどんな話をしたりしてるんです？　デートの計画とか、毎日練ったりしてるんですよね？」

「まあそうだね。練ってるね」

「じゃあそれを聞かせてください。具体的に」

「そうだなあ……」

　銀兵衛の名誉に関わることのような気がするから、話すべきかどうかちょっと迷うけど。でも学生寮のみんなはひとつ屋根の下で暮らす仲間同士だし、円滑な人間関係を築くためにも情報の開示はしておいた方がいいだろう。

「たとえば今日なんかは、デートに着ていく服をどうするか、っていう話をしたね。けっこう長い間」

「なるほど。着ていく服の相談ですか」

「うん。ワンピースにするかブラウスにするか、スカートにするかショートパンツにするか、サンダルにするかミュールにするか、とか。そんな話をね、延々と。バッグを持っていくかポシェットで済ませるか、帽子をかぶっていくかいかないか、とかさ」

「でもそれ自体はわりと普通ですよね？　むしろわたしがお兄ちゃんとデートする時も、きっと同じ相談をすると思います」

「で、そのうち話が脱線していってさ。どれだけ考えても結論が出ないから、いっそのこと新しい服を買ってしまおうか、みたいな。で、その服もいっしょに買いに行こうか、っていう話になるんだけど、それってもうデートじゃん、っていう本末転倒的な展開になりそうだったりとか」

「あーなるほど、それは……いえ、でもそれだって不思議な話じゃないですよ？　銀ぎん兵べ衛えさんの気持ちはよく分かります。わたしだって同じ状況になったらうんと迷うと思いますし、だったらいっそのこと、って考えるかもしれません。銀兵衛さんの乙女心、わたし分かります」
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「で、そっからさらに話が二転三転してさ。いっそのことパーティー用のドレスを着ていこうとか、逆にむしろ全力の普段着ってことでパジャマを着ていこうとか、祭りでもないのに浴衣を着ていこうか、みたいな話まで出てきてさ。最終的にはどんな結論になったと思う？」

「ええと、どうなったんでしょう？」

「学校の制服を着ていくことになった。銀ぎん兵べ衛えだけじゃなくて僕も。その方が高校生らしくていいだろうとか何とか、そんな感じで」

「……ん。んん？　ええ……？」

　眉をハの字にして、とても微妙そうな顔をつくる秋あき子こ。分かる。僕も銀兵衛から結論を聞かされた時は同じ顔になったから。

「いいんじゃないかしら別に」

　とフォローしたのは、大の銀兵衛ファンである那な須す原はらさんで、

「むしろそういうとんちんかんなところがあるからこそ、ぎんぎんの可愛かわいらしさが引き立つというものでしょう。驚くには値しないし、不思議がることもないわ。まして批判的な口調で語るのは論外というものよ」

「ちなみにこの間は、銀兵衛とおやつの話をしたんだけどさ」

「おやつ？　というと、昼の三時に食べるあれのことかしら。デートの話ではなくて？」

「うん。デートに持っていくおやつの話ね」

「好きなものを持っていけばいいんじゃないかしら。もしくはデートに行った先で適当な店に入って、ケーキでもなんでも食べるといいわ。というよりむしろ、そういう行動こそがデートと呼ばれるべきものでしょう」

「うん、そうだね。那須原さんはまったく正しいことを言ってると思う。おやつがほしいなら好きなものを買っていけばいいし、グミを持っていくかアメを持っていくかで一時間も悩まなくていいと思うし、そもそもおやつは三百円まで、みたいな制限をつける必要もないと思うんだ」

「……グミを持っていくかアメを持っていくかで一時間も悩んで、なおかつおやつは三百円までという制限をつけたというの？　ぎんぎんが？」

「うん。残念ながら」

「なんとまあ……まさしく残念ね。ぎんぎんがそんなことを言い出すなんて」

「だよね？　そう思うよね？　僕は付き合いが長いからさ、銀兵衛のとんちんかんなところは何度も見てきてるんだけど、でもそれにしても、今回のはズバ抜けてた感じがするね。正直その発想はなかったっていうか──」

「そうね、まったくだわ。わたくしたちは高校生なのだし、少なくとも千円相当のおやつを持ち込むのは当然でしょうに」

「え？　突っ込みどころそこ？」

「ちょっとボケてみただけよ。そんな天地がひっくり返ったみたいな顔でわたくしをまじまじと見つめないで頂ちよう戴だい。……ええそうね、分かってるわ。わたくしとしても認めざるを得ないでしょうね。確かに近ごろのぎんぎんの行動は、ちょっと目に余るくらい残念な感じであると」

「なんにせよテンパってるのは確かだわな」

　そこで会長さんが割って入ってきて、

「テンパってるというか、舞い上がってるというか、自分を見失ってるというか。自分が何をやってるのかいまいち把握してない、ってな感じはあるのかもしれねえ。一心不乱に突き進む時には、まあよくあるこった」

「でもなんというか、もうちょっとこう、落ち着きなさいよって思うんですけど」

「んな正論をいま言ったって逆効果になるのがオチだぜ。そもそも自分がテンパってるってことからして否定するだろうからな、奴やつこさん」

「ですよねえ……いったいどうしたものやら」

「いいんじゃねえか別に、放っておけばよ。これまでクールでお澄まし顔してたやつが、ある意味化けの皮が剥はがれて素の顔を出してきた、ってこったろ？　人間の成長ってやつはそういう時にこそ為なされるんじゃねえのかい？　下手に止めるのはぎんぎんに対してむしろ悪いってもんだぜ」

「そりゃまあ、そういう言い方をすればそうかもしれないですけど。でも放っておくってのはちょっと……」

「いいや、放っておけって。人間、失敗して恥かいてこそナンボってもんよ。ぎんぎんってやつは、進んで恥をかく度胸はねえし、かといって下手に元からのスペックが高いもんだから、これまで死ぬほどの赤っ恥ってやつは経験したことがねえはずだ。この際、あいつにそれを与えてやろうや。もちろん意地悪で言ってるわけじゃねえぜ？　こいつは純粋な親心ってやつよ」

「うーん、言ってることは分かるんですけど」

「ま、お前さんにとっては面倒かもしれんが、ちょっくら付き合ってやるこった。つーかお前さん、あいつの親友なんだろ？　だったらなおさらぎんぎんが一皮むけるために協力してやれや。……ん？　『ぎんぎん』で『一皮むける』ってのはなんかエロいな。うん、期せずして上う手まい組み合わせのセリフを口にできて、あたしゃ満足だぜ」

「何の話かぜんぜん分からなくなりましたよねいきなり。せっかくちょっといい話っぽい流れになってたのに」

「ありさは、いまの銀ぎん兵べ衛えねえさまでもぜんぜん問題ないと思う派です」

　さらにありさが遠慮がちに話に乗ってきて、

「というよりむしろ、いまの方がだんぜんいいとさえ思っています。なぜなら銀兵衛ねえさまは、きれいで頭もよくて、見た目も神秘的だから、ちょっととっつきにくいところはあると思うんですけど、最近の銀兵衛ねえさまはそういうところが減ってきて、親しみやすい感じになってきていると思うからです。そのことはたぶん、銀兵衛ねえさまにとっていいことのはずです」

「ふうん、とっつきにくいか。まあ確かにね、昔からあいつはそういうところがあったからなあ。どっから見ても普通とはちがうから、どうしてもそういう扱いになりがちなんだよね。当人はともかく周りがさ」

「そうですそうなんです。その通りです」

「で、ありさは銀兵衛のことをそういう風に見てた、ってわけだね。とっつきにくくて扱いにくいやつだ、みたいな」

「そ、そういうわけではないです。ありさが言っているのはあくまでも一般論です。ありさは銀兵衛ねえさまのことが好きですし、お世話にもなってますし、とっつきにくいとも思ってないです。そういう方向に持っていこうとするにいさまは、ひどいです」

「あはは、ごめんごめん。でもそうか、ありさはプラス方向に考えてるわけだな。それと会長さんも」

　そして秋あき子こと那な須す原はらさんも、条件付きながらいまの銀兵衛を前向きに捉えている節ふしがある。より正確には、ちょっとした畏い怖ふにも似た感情、といったあたりだろうか。

「眠れる獅し子しに火をつけちゃったんですかねえ……」

　ぽつりともらした秋子の言葉が、たぶんこの場の空気をもっとも上手に言い表していたんじゃないかと思う。

「なんにせよ、だ」

　会長さんが一同を見渡して、

「こういう展開になったのは必然でもあるし、望ましいことでもある。その上ぎんぎんはルールに則のつとって権利を行使してるわけだから、それに横から口出ししたり手出ししたりするのは野暮である以前にルール違反だ。ここは可能な限りの外側から、傍観者の立場で、様子を見守ることにしようや」

　異論は誰からも出なかった。

　まあここまでの流れを考えれば当然だろう。『異論が出ない』というだけで『積極的な賛成』ではないだろうけど、かといって他の選択も取りづらい。僕を含めた全員が今日の事態を予測できず、むしろ火に油を注いできたのだから。

「というわけでよろしく頼むぜ姫ひめの小路こうじ秋あき人と。今回に限っちゃ、あたしら外野は大人しくしておくからよ。きっちりぎんぎんを女にしてやってくれ」

「……話がずいぶん大きくなってません？　僕ら普通にデートしてくるだけですけど」

「おうよ十分さ。それでも奴やつこさんにとっちゃ、女になるかならないかの瀬せ戸と際ぎわなんだろうからよ。ま、なんにせよせっかくの休日なんだ。しっかり楽しんできてくれや。な？」






　　　　＊







　そんなわけで迎えた、デート当日。

　僕はとある私鉄沿線の駅前に来ていた。

　時刻は午前十時。

　都内からはやや離れたこのあたりは空気も澄み、芋を洗うような人混みとも縁遠い。とはいえ休日だけあって、家族連れや若い男女の姿が目立つ。僕と同じく誰かと待ち合わせしているらしき人たちも多いみたいだ。もっとも、休日に学生服姿、それもクラブ活動に励んでいる様子もない僕が手持ちぶさたに突っ立っているのは、残念ながらとても悪目立ちする。

　そう。待ち合わせである。

　僕と銀ぎん兵べ衛えがデートするのに、である。

　同じ学生寮に住んでいて、お互いの部屋と部屋の距離も十メートル足らずしか離れていないのに、である。

『デートの始まりは、何はなくとも待ち合わせ。これに尽きる』

　銀兵衛の主張はこうだ。

『待ち合わせはデートの縮図なんだ。待ち合わせの一時間前に到着して、今日のデートがどんなものになるか思いを馳はせつつ、期待と不安とに身を焦がすこと。うっかり電車の乗り継ぎを間違えて遅刻して、時計と睨にらめっこしながら今か今かと到着をやきもきすること。

　遅刻して土下座せんばかりに謝ること。逆にそれを笑って許すこと──これらはすべて、デートの神髄であり、醍だい醐ご味みであり、これらを経験しないのは炭酸の抜けたコーラを飲むのと同じことさ。きっかけはどうあれ、曲がりなりにもデートをするからには、やはり基本中の基本は押さえておかないとね』

　……正直、彼女の言ってることは半分くらいしか同意できなかった。

　むしろ学生寮を別々の時間に出るなんていう小細工をするより、ふたりでいっしょに寮を出て、道中を楽しみながら目的地に向かう方が、よっぽど実があると思うし、何よりデートらしいと思うんだけどな。とはいえこの件に関しては銀ぎん兵べ衛えが強硬に主張したことだし、今日は彼女のための一日なので、当然ながら従ったわけだけど。

　まあそれはそれとして。

　ちょっと遅くない？

　そろそろ待ち合わせの時間を十五分ぐらい過ぎてるんだけど……他の人ならともかく、几き帳ちよう面めんな銀兵衛が遅刻だなんて超レアケースだぞ？　さてはこっちに来る途中でなにかアクシデントでもあったのか？　さっきメールは出しておいたけど反応もないし……ええい、こんなことならやっぱ、ふたりでいっしょに出かけた方がよかったんじゃ、

「ごめん秋あき人と！　遅くなった！」

　とその時、聞きなじんだ声がした。

　声の方に目を向ければ、制服姿の親友が息を切らせて駆けつけてくるところで、

「どうしたの銀兵衛。心配したじゃんか」

「す、すまない。こんな失態を演じるつもりは毛頭なかったのだけど……ご覧の通り、待ち合わせの時間を大幅に過ぎてしまった。伏してお詫わびする」
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「いやいや気にしてないから。それより珍しいね銀兵衛が遅刻なんて。いつもの君なら時間ぴったりに来るか、もしくはかなり余裕をもって来るかのどっちかなのに。ひょっとして電車が止まっちゃったとか？」

「いや、完全なる人災だよ。まったくもって僕の責任だ。誰かや何かのせいではない。ゆえに謝らなければいけない。ごめんね秋あき人と」

　言いつつ、銀ぎん兵べ衛えはちらちらとこちらを見てくる。

「……？」

　なんだろう。何か言いたげな視線、にみえるけど。言いたいことは基本的にハッキリ言ってくる彼女だけに、こういう持って回ったような態度を取るのは珍しいことだ。

　さては何かあるのだろうか？

　注意深く、それでいて素早く、銀兵衛の様子を確認する。

　当初の予定どおり、彼女が身に纏まとっているのは聖リリアナ学園の制服。足下はいつものスニーカーに白のソックスで、今から登校するのだと言われてもまったく違和感がない。ひとつだけいつもと違うのは、肩から袈け裟さがけに提さげた革製のポシェットで、だけどこれは何度か見たことのある銀兵衛の私物。何か言いたげな視線の理由とは考えづらい。

　はて？　じゃあ特に変わったところはないんじゃ？

　と首をひねりかけたところで気づいた。

　銀兵衛の顔が、なにか違う。

　より具体的には眉、まつげ、目元、ほっぺた、のあたり。六年前からの推移を逐ちく一いち知っている彼女の顔のパーツたちが、いつもよりもわずかに鮮やかで、くっきりしてるように見えるような見えないような──

　あ。

　そうかそういうことか。

　あまりにも想定の埒らち外がいすぎて、気づくのに時間が掛かっちゃったよ。

「ねえ銀兵衛」

「な、なんだい秋人？」

「ひょっとしてメイク、してる？」

　途端、親友の表情がたちまち明るくなった。

　と同時に、ほのかに染めたほっぺを指でかきながら、

「う、うむ。そうなんだ。なにせ成り行きや形はどうであれ、これはれっきとしたデートだからね。たとえ慣れ親しんだ君が相手でも、最大限にきちんと身み繕づくろいを整えて臨のぞむ必要がある。いわゆるドレスコードというやつだよ、うん」

「ド、ドレスコードときたか……」

　言われてみればなるほど、と思わなくもないけど。正直その発想はなかったというか。だって、今日はお互いに学校の制服を着てくることになってたわけだよ？　パーティーでもあるまいし、まさかそんなのは意識しないよね普通？

「ところで秋あき人とは、何かしらドレスコード的なものを意識した格好で、今日という日に臨のぞんでくれているのかな？」

「えっ？」

「見たところ、普段学校に行く時の格好と何も変わらない様子だけど。それはあくまでも僕の目から見た話だからね。きっと秋人のことだから、僕が気づいてないところで何かをしているに違いない」

「あー……ええと」

　銀ぎん兵べ衛えの口ぶりは『それをしている』ことが前提なものであり、信じて疑わない無邪気な表情を見るにつけ、こっちとしては大変に居心地の悪いものを覚えるというか。いや、僕に落ち度はないと思うんだけどな。たぶんだけど。

「うん。さすがは銀兵衛だね」

　とはいえ口ごもってばかりもいられない。

　とっさに僕は知恵を巡らせて、

「そこに気づくとは目の付けどころがいい。確かに僕はパッと見、いつもと何も変わってないように見えるかもしれない。だけどそれはあくまでも表向きのこと。実際には今日という日のために、きちんとした準備と用意をもって臨んでいるわけだよ」

「うむ、やはりそうだったか。それで？　具体的にはどのような？」

「心さ」

　僕は胸を張って、

「ドレスコードが意味するものってさ、どんな服を着ていくかとか、どんな時計をしてどんな靴を履いていくかじゃなくて、要は心構えだと思うわけだよ」

「ふむふむ？」

「むしろ何らかの場に臨むための心構えを作るために、身につけるものを調整する、それがドレスコードの意味するところだと思うわけで。外側ばかりに気を取られていると、かえって足下をすくわれて、本質を見失うというか」

「なるほど。論理的な考え方だね」

「でもって気構えってものはさ、表に出すより何より、内に秘めるものだと思うんだな。いわゆる江戸っ子の粋いき、ってやつかな。人目につくところはあえて当たり障さわりのないものにして、人目につかないところにたっぷり手間もお金もかける、みたいな。で、その究極が心構えというわけだよ」

「うんうん。なるほどなるほど」

「さて、その上で訊きこうじゃないか銀ぎん兵べ衛え。今日の僕の具合はどんな感じだい？　何かしらいつもと違う雰囲気が、そこはかとなく感じられるような、そんな風に思わないか？」

「なるほど、言われてみればそんな気がしてきた。表情がきりりと引き締まっているような、内からにじみ出る鋭気を抑えきれないような……昼ひる行灯あんどんの典型たる君が、ついに本来の輝きを取り戻したかのような。そう、なんだか六年前の君を思い起こさせるよ。あのころの君はもっと、抜き身の刀みたいな空気を纏まとっていたものだ」

「はは……六年前の僕がどうだったかは別として、まあつまりそういうことだよ。銀兵衛も見抜いた通り、今日の僕はひと味ちがうぜ？」

「うむ。納得した。どうやら今日は期待してよさそうだね、秋あき人との活躍に」

　こくこくと頷うなずき、大変満足した様子の銀兵衛だった。

　いやー。

　なんとか上う手まくごまかすことはできたけど、なんか自分からハードルをあげちゃったような気がしなくもないというか。その場しのぎには成功したものの、この先はけっこう苦労しそうな予感。

「それにしても銀兵衛がメイクねえ」

「な、なんだい？　どこかおかしなところでもあるのかい？」

「いやぜんぜん。おかしくはないんだけど」

　実際、彼女がほどこしたメイクはごくごく上品でおとなしいものだ。元の素材のよさを決して崩さないよう、最低限に、それでいて効率よく施ほどこされている。むしろお手本のようなメイクと言っていい。

「ふふん。研究したのさ」

　銀兵衛は鼻高々に、

「最低限のメイクで最大限の効率を発揮できるよう、実に入念な研究をね。あまり女あつかいされない傾向のある僕だけれど、その気になればこのくらいは朝飯前なのだよ。猿さ渡わたり家の次期当主という肩書きをなめてもらっては困る」

「そっかそっか。いや確かにね、初めてにしてはかなりいいと思うよ。僕はそういう方面にくわしくはないけど、それでもちゃんとわかるもんな、銀兵衛のメイクが立派なものだ、ってことは」

「うむうむ。そうだろう、そうだろう」

「正直、銀兵衛はすっぴんでもかなりいい線いってると思うけどさ。料理といっしょで、素材にはちゃんと手を加えないと、光るものも光らないというか。しかも銀ぎん兵べ衛えは料理が上う手まいからなんだろうね、自分をよりよく生かす術、みたいなものをちゃんと心得てる気がするよ。初めての実践で、しかも薄いメイクでそれだけ結果を出すってのは、ちょっと並大抵のことじゃないと思う」

「ふふふ。よく分かってるじゃないか秋あき人と。これまで君の僕に対する評価は不当に低いものと言わざるを得なかったけど、これでようやく正当な評価を受けることに──」

「でもごめん銀兵衛」

　僕は苦笑いして、

「せっかくのメイクだし、元はちゃんとしたものだってのは分かるんだけど。思いっきりメイクが崩れちゃってるよ」

「へっ？」

「たぶん焦って走ってきたからだろうね。けっこう汗をかいちゃって、思わず腕でぬぐっちゃった、みたいな。そんな崩れ方」

「──ッ!?
 」

　たちまち顔を真っ赤にする銀兵衛。

　ごめんよ親友。でも言わないわけにもいかなかったんだ。その顔のままこれ以上人前で恥をかかせるわけにはいかなかったし。

「さ、最悪だ……」

　銀兵衛は手鏡で自分のメイクを確認し、赤い顔を青色に変えて、それから棒で突かれたアルマジロみたいに顔を覆いながら、

「研究に研究を重ねたせっかくのメイクが、遅刻するほど時間をかけて入念に施ほどこしてきたメイクが、まさかこんな初歩的な形で……穴があったら入りたい気分とはまさにこのことだ。穴がなければ今すぐ自分で掘りたい気分だ。なぜこの場にスコップを持参してこなかったのか、僕は一生後悔するだろう。まさしく絵に描いたような、痛つう恨こんのミステイクだ……！」

「いやいや。そんな大げさな」

「大げさなどではないよ。始まりの出だしからこんな験げんが悪いのは、僕のやる気と意気込みをくじくのに十分すぎる。こうなっては他の選択肢はない。もはや今日のデートは取りやめるしか道はない」

「いやいやちょっとちょっと。落ち着けよギン」

「僕はこの上なく落ち着いているよ。その上で結論を下すと、僕は取り返しのつかない失敗を犯した。もはやいかなる手段をもってしてもこの失敗を挽ばん回かいすることは叶かなわないだろう。さらばだ秋あき人と。もはや再び顔を合わせることもあるまい」

「やっぱ落ち着いてないじゃんか全然！」

　その後、圧倒的な悲嘆に暮れる銀ぎん兵べ衛えをどうにかなだめすかし、手近な化粧室へ連れて行ってメイクを直させるまでにかかった時間がおよそ三十分。

「……すまない秋人。どうやら取り乱してしまったようだ」

　我に返った銀兵衛が、水をやり忘れた花みたいにしょげ返って、

「全力で気合いを入れたつもりが、まさかこんなことになるとはね。やはり慣れないことをするべきじゃなかったんだ……」

　ただでさえ小さな身体を、銀兵衛はさらに縮こまらせている。

　そんな親友の姿を見せられちゃ、フォローしないわけにはいかない。

「気楽に行こうよ、気楽に」

　僕はなるたけ明るく笑って、

「ミスなんて誰にだってあるしさ。銀兵衛にだってあるし、もちろん僕にだってある。でもって今日はたまたま、銀兵衛にその順番が回ってきた、ってだけのことだよ。僕に順番が回ってこなかったのはたまたま運が良かったから、ってだけのことでさ」

「うう……本当にそうだろうか……」

「ああもちろんそうだよ。そんなの疑うまでもない。ていうかさ、僕らはもう長い付き合いなんだ。いつもとはちょっと違う感じでお出かけするからって、そんな気負わなくてもいいと思うよ。リラックスリラックス。テイクイットイージー」

「うう……」

　それでもまだしょぼくれていた銀兵衛だけど、ようやく踏ん切りがついたらしく、

「……分かったよ秋人。君の言うとおりだ。少なくともここで気落ちして立ち直らないというルートだけは避けなければならない。それに関しては疑いようがないしね」

「うんうんその通り。分かってもらえてうれしいよ」

「だけどね秋人」

　と言って、なぜかジト目で見てくる銀兵衛。

「君の理屈はよく分かるし、僕は立ち直りもしよう。だがどうにもこう、僕はすんなり納得しがたいものがある」

「？　というと？」

「僕だけが先ほどからあたふたして、君は普段どおりに落ち着いている。この状況は不公平だと思わないかい？」

　銀兵衛はほっぺたを膨らませて、

「僕は今日という日を待ち望み、意気込んで、可能な限り襟えりを正して臨のぞんでいる。なのに君ときたら、お昼ご飯に立ち食いそば屋にでも入るかのような気楽さだ。これはきわめてバランスの悪い状況だと言わざるを得ないね」

「いや、そんなこと言われてもなあ……銀ぎん兵べ衛えも僕も両方浮き足だっていたら、そもそもデートがめちゃくちゃになっちゃうと思うんだけど。むしろこっちがなるべくいつも通りでいることによって、全体的なバランスを取っていると言えるんじゃない？」

「それはまあ、そうかもしれないが」

　くちびるを尖とがらせる銀兵衛。

「いや、だが理屈では分かっていても、やはり納得はしがたいものがある。まったくもって僕は損した気分だ。いわゆる独り相撲というやつだ」

「あはは……」

　どう返せばいいものやら。

　下手なことを言えばヤブヘビになりそうだし。

「いや、だけど僕はこのスタイルを貫くぞ」

　反応に困っていると、銀兵衛はすねた表情をきりりと引き締めて、

「相方がこんなザマなだけに、僕がしっかりしなければデートらしいデートを構築することができなくなる。空回り上等、こうなったら思うままに、徹底的に突っ走ってやろうじゃないか。猿さ渡わたり銀兵衛春はる臣おみという人間の生き様を、今日という今日こそは示してやらねばならないのだよ」

「あ、うん。そうだね。その通り」

「さあ行こう秋あき人と。今日という一日は決して長くない。刹せつ那なのひとときを余さず堪能するべく、最善を尽くそうじゃないか」

　とまあ、最後の方はほとんど銀兵衛の独り言になっていたけど。

　なんにせよ最終的に、彼女はひとりで納得してくれたらしい。

（いやはや。しかしまあ、なんというか……）

　決然とした表情で先に歩き出した銀兵衛の後ろ姿を見ながら、僕は思ったものだ。

　なんせデートが始まる前からこの調子なんだ。今日一日はかなりの覚悟をしておかないと、この先大変なことになるぞ──ってね。
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　とある私鉄沿線の駅前から、歩くこと数百メートル。

　そこに僕らが今日という日を過ごす予定の遊園地が、ずどんと鎮座している。

　三十万平方メートルほどの敷地面積は、メジャーどころに比べれば決して大きくはないものの、限られたスペースにアトラクションがところ狭しと並んでいる様は、この遊園地の歴史ある由緒とも相まってなかなかに壮観だ。そのことは遊園地を外から眺めているだけでもよく分かる。

「ほらほら、見てくれたまえよ秋あき人と。あそこに駄菓子屋さんがある。……ふむ、ずいぶんと興味深い品しな揃ぞろえだね。あのような品質と単価で経営が成り立つとはとても思えないが、今日まで存続している以上は何かしらのロジックが存在するのだろう。ああ、ちなみに僕は駄菓子の類たぐいは決して嫌いではないよ？　むしろ大好きさ。というわけで、ちょっとあのお店を見学しよう」

　ちなみにこの遊園地の目玉は、凝りに凝ったジェットコースター系のアトラクションで、一風変わった発想の、それでいて決して色物に落ちたりはしない娯ご楽らくを来場客に提供し続けている。また定番中の定番であるお化け屋敷などもチャチなつくりとは対極にある、小さなお子様に体験させたらトラウマ確実な恐怖をまき散らすスポットとして有名であり、吊つり橋ばし効果を狙ったカップルを筆頭に来客が後を絶たないと聞く。

「ほうほう、あれを見たまえ秋人。ちょっとしたおやつを商う店のようだけど、たこ焼きにお好み焼き、大判焼きにソフトクリームと、実にツボを押さえた品揃えだね。チェーン店でもフランチャイズでもないあの手の個人商店が、いったいどのようにして生き延びているのか、僕は昔から興味があった。というわけであそこに寄ろう。そして様々な商品を購入して、その経営の秘密に迫ろうじゃないか」

　なおこの遊園地の客層は、見事なほどまんべんなく分かれており、男性と女性を問わず、お子さんやお年寄りも、さらにはリア充から非リア充も隔てなく、遊園地のそこかしこでつかの間の休息を満喫している。その様子はいわゆる文化のモザイクを形成し、あたかも西洋と東洋とアラブ世界を結んだ古都イスタンブールのように、雑多な空気と、それと同時に活気とが、渾こん然ぜん一いつ体たいとなって迫ってくるのを感じる──のだそうだ。ネットには確かにそう書いてあった。

「むむむ。秋人、あれを見たまえ。婦人服がずらりとディスプレイされているからには服を商う店なのだろうけど、いささかデザインが地味で古すぎるものばかりが、あたかも狙い澄ましたかのように並んでいるじゃないか。一体ああいった店は誰が利用するのだろうね？　収益をどうやって得ているのか、正直僕にはまったく見えてこないよ。なによりほら、あれだよ、所狭しと張り出されている閉店セールのビラだ。あれはどう考えても不可解だね。だって、陽ひに焼けて色が薄くなってしまっているじゃないか。あれほど色あせるには数ヶ月、いや下手をすれば年単位の時間が掛かっているはずだよ。つまりその期間ずっと閉店セールをやっていることになる。これは明らかな矛盾だ。きっとあの店には何か秘密があるにちがいない。さっそく調査に入らないと」

「いや、あのさ銀ぎん兵べ衛え」

　さすがにそろそろ突っ込んでおこう。

　そう決めて僕は呆あきれ顔で、

「いいかげん遊園地に行かない？　さっきからずっと寄り道してばかりじゃんか」

　そうなのだ。

　駅前を出発してから小一時間。歩くこと数百メートルで到着するはずの場所はいまだ遠く、僕らはそのはるか手前の、地元密着型の商店街において、足止めを余よ儀ぎなくされているのだった。

　いやまあ、余儀なくされているというか、単純に銀兵衛が引っかかっちゃってるんだけどさ。それも自ら進んで。何日も前からさんざん時間を使って研究して、それでようやくこの遊園地で遊ぶことに決めたのに。これじゃあ本末転倒というかなんというか。

「君の言うことはもっともだが、しかしだね秋あき人と」

　だけど銀兵衛はくちびるを尖とがらせて、

「これだけ興味深い対象を放置したままでいるのは、猿さ渡わたり家の人間にとって恥ずべきことだよ。まさか見逃すわけにはいかない」

「でもさー。こんな感じの商店街だったら、ぶっちゃけ学生寮の近くにもあるじゃん。しかも銀兵衛、食材の買い出しなんかのためにしょっちゅうそこへ行ってるじゃん。ここじゃなくてもそっちでいいじゃん」

「それはそれ、これはこれ、というやつだ。もしくは甘いものは別腹、的な言い方をしてもいいけどね。似たような経験をたくさんしているからといって、必ずしもそれは否定的に扱われるべきものではない。むしろ何度も回数を重ねられるからこそ娯ご楽らくは娯楽として成り立つものだ。そうだろう？」

「いや、それはそうなんだろうけどさー」

「あっ、ほら見たまえ秋人。あそこの電器屋の店先の自動販売機だ。ジュースでも売っているのかと思いきや、なんと売っているのは乾電池だよ。コンビニエンスストア全盛のこの時代に、あの自販機には一体どんな価値があるのだろう？　よしさっそくその秘密を明かしに行こうじゃないか」

　ふたたび嬉き々きとして駆けだしていく銀兵衛だった。

　うーん。

　すっかりはしゃいでいるなあ。

　はしゃいでいる上に、目的を見失ってるなあ。

　猿さ渡わたり銀ぎん兵べ衛え春はる臣おみといえば、冷酷と紙一重のクールさ、理知的さがトレードマークみたいなものだったのに。今じゃすっかり様変わりしてしまった感がある。

　そのきっかけの最たるものは他でもなく、聖リリアナ学園に転校してきて生徒会に入り、学生寮で暮らし始めるようになってからだよな。やっぱ環境が変わると人も変わるんだなあ……こっちに来るまでの彼女は、十秒以上の会話を交わす相手はせいぜい僕ぐらいのものだったのにね。

「ほら秋あき人と、何をぼやぼやしてるんだい？　早くこちらへ来たまえ。有史以来、時間が無限にあったことはないのだよ？　時間の無駄づかいは人類にとって大いなる罪だ。さあほら早く早く」

「はいはい。分かりましたよ」

　せかす銀兵衛の背中を、僕は苦笑いしながら追いかける。

　どちらかというと時間の無駄づかいをしているのは銀兵衛のような気がするけれど、そこは突っ込まずにおこう。

　なんとなれば、そもそも今日という日は彼女のための一日なんだから──いやまあ、実を言えば僕もかなり楽しみにしてるんだけどね、今回のデートについては。





　さて、そんな風に悟りを開いたのもつかの間。

　僕らふたりの間に、早くもちょっとした問題が持ち上がった。

〝ちょっとしたおやつを商う店〟に立ち寄り、たこ焼きにするかお好み焼きにするか大判焼きにするかソフトクリームにするかさんざん迷った末、けっきょくはクレープを買うことになり、そしていざ支払いをしようという段になった時のこと。

「まいどありがとうございます～。お会計五百円になります～」

　にこにこ愛想のよい店のお姉さんに言われて、ちょうど持ち合わせのあった五百円硬貨をレジに出したところ、

「待った秋人。僕も払うよ」

　と言って、ポシェットからおもむろに財布を取り出したのである。銀兵衛が。

「いやいや。なに言ってるの」

　僕は笑って、

「デートなんだからここは僕が払うよ。遠慮しないで」

「いやいや。遠慮しているわけではないよ」

　銀ぎん兵べ衛えも笑って、

「デートだからといって君がすべての払いを持つのは妙な話じゃないか。僕もきちんと代金の半分を受け持たせてもらうよ」

　そう。

　ここにきて僕らは失念していたことに気づいたのだ。

　デートにかかる費用をいかにして分担するかという、おそらくは人類にとって永遠普遍であろう課題について、まったく議論してこなかったことに。

「いやいや銀兵衛。それはまずいよ」

　僕は困り笑いをして、

「普通ここは僕が払うところなんじゃないかな。僕はこれでもいちおう男なんだし、そもそも今回のデートは僕が言い出したことなんだからさ」

「いやいや秋あき人と。そうはいかないよ」

　銀兵衛もまた困り笑いをして、

「男だからという理由で支払いをすべて受け持つのは、合理的とは言えないロジックなのではないかな。それにデートの件を言い出したのは君だとしても、それを受けたのは他ならぬ僕じゃないか。ここはやはり対等に、割わり勘かんでいくべきだ」

　僕は苦笑いして、

「割り勘だから対等だ、っていうのも妙な話なんじゃない？　対等な立場同士でも、何かをおごったりプレゼントしたりすることはあるはずだろ？　そもそも僕としてはさ、支払いをするから君よりも立場が上だとか、そんなこと言うつもりはぜんぜんないって。そのへんは勘違いされちゃ困るなあ」

　銀兵衛も苦笑いして、

「それはもちろん心の持ちようも大事だろう。だけど誰の目にもハッキリ分かる形を提示することこそ、より間違いのない選択だと僕は思うね。というよりむしろ、僕としては僕の方こそここの支払いを受け持つべきだとさえ思っているんだよ。なにせ僕は先ほどの待ち合わせに遅刻するという失態を犯している。そのお詫わびをしたいところを、しかしあえて割り勘の形で提示しようとしているんだ。そのあたりの意を汲くんでもらっても罰ばちは当たらないのではないかな」

「おいおい待ってくれよ」

　僕は眉をひそめて、

「心配はしたけど別に怒ったりはしてないんだからさ、お詫びなんかされる義理はないっていうか、されても困るっていうか。そもそも繰り返しになるけど、今回のデートはこっちが誘ったことなんだ。忙しいところをわざわざ時間を取ってもらってるんだし、おごるぐらいのことはさせてもらわないと、それこそ罰ばちが当たるよ」

「その理屈はどうかと思うね」

　銀ぎん兵べ衛えも眉をひそめて、

「こっちも繰り返しになるが、遅刻の失態を犯した時点で貸し借り的なものは帳消し、もしくはいくぶん僕の方がマイナスを背負っている状況なわけだ。そのマイナス分を返すのが本来あるべき形なのに、そこをあえて忍んで、もっとも順当な『割わり勘かん』という提案を僕はしている。なのにどうして秋あき人とは聞き入れてくれないんだい？　いささか理解しかねるよ」

「どうしてと言われても、こっちだって譲れない線ってのはあるし、僕は最初からぜんぶ支払う気でいたし。ていうか銀兵衛って、別に懐ふところ具合に余裕があるわけじゃないだろ？　無理しなくていいってほんと」

「それはこちらのセリフだよ。君の方こそ、高校生の身でありながら一家の家計を担う大黒柱であり、将来にわたる財政的な責任を負う立場じゃないか。抑えられる出費は抑えておくべきだとは思わないのかい？」

「そりゃそう思うけど、でもデート代を出すくらいの余裕はあるって」

「だったらこちらも同じことさ。実家の方針により、僕個人が扱える生活費の額は限られているけれど、デート代に不自由するほどではない。もっと言えば、僕にはれっきとしたパトロンがいる。猿さ渡わたり家という強大なパトロンがね。秋人にはそういうものはないだろう？　まさか今さら鷹たかノの宮みやに頼るわけにもいくまい？」

「だからこそ僕は毎日必死こいて働いてるんだよ。でもって働いた結果もちゃんと出てるわけだし、そもそもこういう時のためにこそ働いてるとも言えるわけで、必要な時にお金を出さないなんてことになったら本末転倒もいいところだ。ここはやっぱ僕が払わないとだめだって」

「馬鹿を言いたまえ。そんなことはさせられない」

「分からないやつだなあ。おごるって言ってるんだから、気持ちよくおごられてくれればいいじゃんか。そういうところはガンコなんだよなギンって」

「そっくりそのまま同じセリフを返そうじゃないか。君こそガンコなことにかけては一級品だよ秋人。こういう時に僕の意見を容いれてくれた例ためしがない。融ゆう通づうの利きかなさは明確な君の短所だ」

「鏡に向けて言ってるとしか思えないセリフだなあ。ほんと、自覚のないやつってのは始末に悪い。こういう時、秋あき子こなら喜んでおごられてくれるだろうに」

「なぜそこで妹くんの名前が出てくるんだい？　実に不愉快だよ。そんなに妹くんの方がいいなら彼女とデートすればいい。そしてお邪魔虫の僕は速すみやかに帰らせてもらおうじゃないか」

「なんでそんな極端な話になるんだよ。そもそも君ってやつは──」

　……ん？

　あれ？

　いつの間にかケンカになっちゃってる？

「仲がいいですねえ～」

　とその時。

　ニコニコ笑って見ていたお店のお姉さんが割って入ってきた。

「いいですよね若いうちのケンカって。言いたいことをちゃんと言い合ってる感じがするというか、ちゃんと問題を解決しようとする意志があるというか」

「あ、はい。ええ」
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「わたしたちの夫婦なんてもう、ケンカなんかし飽きちゃってるというか、ケンカしても無駄だって雰囲気になっちゃってるというか。で、そのうちケンカだけじゃなくてしゃべること自体が無駄だってことに気づいちゃって、ごくたまにデートしてもお互いにひとことも口を利きかない、なんてことになっちゃって」

　うおおっ……!?


　ニコニコ笑顔から繰り出される、いきなりヘビーな、なおかつ実感のこもりまくった身の上話……！

「最近ではもう一周回っちゃって、お互いの存在が空気になりすぎちゃったというか。同じ家に暮らしてるのに、そもそも相手のことが目に入らないんですよね。目に入らないというか、脳が認識してくれないというか、認識を拒否してるというか。食事を作ってても、気づいたらふたり分じゃなくてひとり分しか作ってないことがあって、あらどうしましょうと思ってテーブルを見たら、旦那は自分で買ってきたコンビニ弁当をひとりで食べていた、みたいなこともありましたし。ホントどうしましょうね、まだ結婚して一年なんですけどねえ」

「いや。なんというか。なんかすいません。ホントすいません」

　我に返った僕はひたすら平謝り。

　銀ぎん兵べ衛えは気まずそうに顔を明後日の方角に向けて、我関せずの体。

　うわー。どうしようこれ。なんか地雷踏んじゃった感じだよね？　さっさと逃げちゃった方がいいかもな、と思っていると、

「あ。クレープはわたしのおごりでいいですから」

　と店員のお姉さんが言った。

「そうすれば、どちらが払うか払わないかでケンカすることもないでしょう？」

「いえでもそんな、悪いですよ。お金はちゃんと──」

「いいからいいから。もらっておいて。それにあなたたちが店の前でケンカしてると、他のお客さんが来てくれなくなっちゃうもの。ね？」

　というわけで。

　長々と営業妨害していた僕らは、ケンカの仲裁をしてもらった上にクレープまでごちそうになって、ひたすら平謝りしながらその場を離れたのだった。お姉さんは嫌な顔ひとつせず、「デートがんばってね～。仲良くするのよ～」とまで言ってくれた。めっちゃいい人でよかった。

「すまない秋あき人と」

　それはともかくとして。

　この件を境に、銀兵衛のテンションがふたたびだだ下がりになってしまった。

「僕としたことがつい、無用の口論を重ねてしまった。晴れの日であるべき今日のデートにふさわしくない、実に愚かな行為だった。もはやデートを続けられるような状況ではない。今日はここでお開きにしよう」

「いやいやちょっと待ちなって」

　あわててフォローを入れる僕。

「そんなに気にする必要ないんじゃない？　僕の知る限りじゃ、まったくなんのトラブルもないデートなんてレアケースなんだし。むしろただ楽しいだけでデートが終わっちゃったら、スリルがなくて物足りないっていうか」

「うう……そうだろうか……？」

「うんうんそうだとも。それにさっきの店員さんも言ってただろ？　ケンカもしなくなった時の方がよっぽどまずいんだって。そもそも僕らって、出会った時からずっとケンカばっかりだったじゃん。いまさらケンカのひとつやふたつでどうにかなっちゃう関係じゃないと思うんだけど、どう？」

「うう……」

　なおもしょげていた銀ぎん兵べ衛えだけど、やがて小さく頷うなずいて、

「そうだね。君の言うとおりだよ秋あき人と。こんなことで落ち込んでいることこそ、むしろデートにおけるマナー違反だ。僕は下がってしまったテンションを、ふたたび高みへと引き上げなければならないね」

　と言って笑ってみせる銀兵衛だけど、やっぱりその声には力がない。

　さてどうしようか？

　こんな様子じゃ、楽しくあるべきはずのデートも、まるでお通つ夜やみたいになってしまう。どうにかして彼女の気分を盛り上げたいところだけど、





　pirrrrrrr……　pirrrrrrr……





　とその時。

　タイミングよく鳴り響く携帯の着信音。

　僕ではない。銀兵衛のポシェットからだ。

「誰だいこんな時に。いまの僕は電話に出る気力はないのだけど」

　と言いつつも銀兵衛は携帯を取り出して、表示された画面を見て目をむいた。

　携帯を耳に当て、小声で話しかける。


「もしもし。どういうつもりだいこんな時に……ああ、うん。え？　なんだって？　それはどういう……そうか分かった、読めたぞ。君たちはつまり……どうみてもマナー違反……そんな言い訳は……」


　ふむ？　誰を相手に何の話をしてるのやら。

　漏れ聞こえてくる会話の断片から察するに、銀ぎん兵べ衛えにとって歓迎できない相手であり、話題自体も彼女の機嫌をよくする類たぐいのものではないようだけど。


「分かった。いいだろう、電話ではラチが明かない。直接会って話をつけようじゃないか。いまどこにいるのか教えたまえ。……うむ、分かった。そちらへ向かう」


「えーと？　銀兵衛？」

「すまない秋あき人と。急用ができた」

　親友はいたく憤ふん慨がいした様子で。

「すぐに戻るから、そこらの喫茶店あたりで時間をつぶしていてほしい。このお詫わびはいずれ必ず」

「あーいやいいよ、気にせず行ってきて。僕もちょうど、ちょっと一休みしたいな、って思ってたところだし」

「ありがとう。では行ってくる」

　軽く頭を下げてから、銀兵衛は肩を怒らせて去っていった。

　うーん、どうしたんだろね？

　何かの用事の最中に席を外すなんて、あまり彼女らしくないけれど。それだけ緊急かつ重要な別件ができた、ってことなんだろう。なにやらデートがマイナスな雰囲気になりかけていたところだし、むしろ渡りに船だ。お互いに少し間合いをとって、それからデートを再開しようかな。






　　　　◇　　　◇　　　◇







　銀兵衛が駆け込んだのは、秋人と別れた場所からほど近い場所にある、とあるカフェであった。

　レンガ造りのクラシックな店内を見回して、すぐに彼女は捜していた人物たちを発見する。

「おーい。こっちだぜぎんぎん」

　奥まった席から手を振ってくるのは、生徒会長・二に階かい堂どう嵐あらし。

　その他にも姫ひめの小路こうじ秋あき子こ、那な須す原はらアナスタシア、鷹たかノの宮みやありさと、学生寮の女子メンバーが勢せい揃ぞろいしている。

「……まずは聞かせてもらおうじゃないか」

　やや息を乱しながら銀兵衛は言う。

「どういうつもりで、何の目的でここにいるのか。納得のいく理由を、事細かにね」

「おいおい、そんな怖い顔でこっちを見ないでくれや」

　嵐あらしは『まあまあ』と両手で抑えるゼスチャーをしながら、

「目的も何も、あたしら四人で息抜きがてらこうして遊びにきたら、たまたまお前さんと姫ひめの小路こうじ秋あき人とのデート現場に出くわした、って寸法さ。いやはやこんな偶然もあるもんなんだねえ」

「その言葉を僕が信じるとでも？」

「かっかっか。まあその理由で納得してくれるなら、こっちとしちゃ御の字なんだが」

「わたしは反対したんですよ銀ぎん兵べ衛えさん」

　お説教をするような口調は秋あき子このものだ。

「確かに銀兵衛さんとお兄ちゃんのデートがどういうものになるか、とても興味はありましたけど。でもだからといってこうやってコソコソ覗きみたいな行為をするのはマナー違反だ、ってわたしは言ったんです。なのに生徒会長が強引に……」

「わたくしも反対したわ」

　さらに淡々とした声でアナスタシアも主張する。

「デートについていってその一部始終を目に焼きつけるなどというのは、下の下の楽しみ方。むしろわたくしたちは遠くにあって、デート中のぎんぎんの可愛かわいらしい姿をたくさん想像して悦えつには入るのが正しい楽しみ方だと、繰り返し主張してきたのよ。なのに会長ときたら、ちっとも聞き入れてくれなかったのだわ」

「あ、ありさも、よくないことだと思いました」

　最後にありさが、いかにも肩身の狭そうな様子で、

「もしありさが逆の立場だったら、ものすごく恥ずかしいと思います。デートはできれば、ふたりだけでするものだと思います。なので、会長ねえさまが今回のことを言い出した時は、ありさは止めました。本当です。うそじゃないです」

「でもよお前さんたち」

　嵐がにやにや笑いながら、

「結局こうしてみんなそろってついてきたよな？」

　──口笛。

　──聞こえないフリ。

　──『ごめんなさいごめんなさい』と平謝り。

　以上、誘惑に負けた三人それぞれの反応である。

「……やれやれ。まあついてきてしまったものは仕方ない」

　銀兵衛は深々とため息をついて、

「あらかじめある程度は予想していたことだったしね、今回に限っては不問に付そう。それよりもこの際だ、現状を打開するために少しでも前向きな話をしようじゃないか。ケンカがはじまったのを見計らってわざわざこうして呼び出したからには、何かしら助言なり対応策なりがあるのだろう？」

「お、話が分かるじゃねえかぎんぎん」

「ふん、僕だって馬鹿じゃあない。いいかげん君たちとの付き合い方というものを心得てきたのさ。──さあそんなことより早く本題に」

「かかか。まあそう急せかしなさんなって」

　嵐あらしはそう言って間を置いてから、

「ま、あたしらとしちゃあ、お前さんのデートのやり方についてはいろいろ言いたいことがあるんだが、そいつはこの際はおいておくとして。いま現在進行形の問題について、いろいろ意見があるわけだが──」

「まずはわたしから言わせてください会長」

　最初に手を挙げたのは秋あき子こだった。

「まず銀ぎん兵べ衛えさんに言いたいのは、銀兵衛さんの基本的なスタンスについてです」

「僕の基本的なスタンス……？」
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「はい。ひとことで言って、銀ぎん兵べ衛えさんはお兄ちゃんのことをないがしろにしすぎだと思います」

　秋あき子こは両手を腰に当て、保育士さんが園児にお説教するような格好で、

「だってそうじゃないですか。せっかくお兄ちゃんとデートしているというのに、それも妹であるこのわたしを差し置いてデートしているというのに、デートの内容はまったくもって銀兵衛さん主導じゃないですか」

「え、でもそれは仕方のないことじゃないのかい？　秋あき人とに任せておいたらどうせいつものようにのらりくらりとして、ちっともデートの方針がまとまらない、みたいな結果になるのがオチだったと思うのだけど」

「いいえそんなことありません。お兄ちゃんはお兄ちゃんなりに、いろいろ考えて、いざ当日になればしっかりリードしてくれたはずなんです。それなのに銀兵衛さんは持ち前のせっかちさを発揮して、お兄ちゃんをあちこち引っ張り回す一方で、お兄ちゃんに活躍の機会を与えてくれませんでした。見ている方としては、もっとお兄ちゃんの格かつ好こいいところを引き出してもらいたいというのに。もっともっとお兄ちゃんの格好いいところを見させてもらいたいのに」

「その発言、百パーセント君の都合のみから出ていないか……？」

「そんなことはありません。というかですよ、むしろ銀兵衛さんはお兄ちゃんの格好いいところをもっと見たいとは思わないんですか？　だって、せっかくお兄ちゃんといっしょにデートしてるんですよ？」

「それはまあ、確かにそうかもしれないが」

「であれば、銀兵衛さんはもうちょっといろいろ配慮するべきだと思います。お兄ちゃんより目立ってはいけません。お兄ちゃんをもっと立ててあげて、活躍の場をつくってあげてください。とにかくお兄ちゃんにもっと主導権を与えて──」

「分かった分かった。君の言い分はよくわかったから、話を先に進めてくれたまえ。……で？　秋子くんとしては、いま僕と秋人が抱えている問題についてどんな思おも惑わくがあるんだい？　どちらがデート代を支払うかについて」

「そんなの簡単ですよ」

　秋子はそっくりかえるように胸を反らしながら、

「デート代をどちらが持つかなんて考えるまでもないことです。お兄ちゃんがぜんぶ払う、それ以外の選択肢はありえません」

「……ふむ。まあ分かるのだけどね」

　銀兵衛は消極的な返事ながらも納得顔で、

「それが最も妥当な選択だということは理解できる。男の方が払いを持つという風潮は世の中に確固としてあるわけだし、古今東西を問わずそちらの考え方が主流だろう。君の言い分としては、秋あき人との格かつ好こいいところを見たい、ということだったからなおさらだね。男の側を立てる、という意味でも確かに──」

「いえ。そのへんはぜんぜん重要なことじゃないと思いますけど」

「？　だったらどうして秋あき子こくんは、秋人が支払いを持つ方に一票を入れるんだい？」

「そんなの決まってるじゃないですか！　お兄ちゃんがそう提案したからです！」

　どどーん！

　という効果音が出そうな勢いで、秋子。

「お兄ちゃんはいわば太陽のようなものであり、この世のすべてはお兄ちゃんを中心に回っています。お兄ちゃんの言葉は神のお告げにも等しく、お兄ちゃんの言葉は絶対であり、逆らうなんて想像もおよばないことです。わたしとしては、銀ぎん兵べ衛えさんがいったい何を悩んでいるのかがさっぱり理解できません」

「……僕としてはむしろ、君の言ってることの方がさっぱり理解できないけどね。というか君、言ってることとやってることにずいぶんと差があるんじゃないかな？　秋人の言うことにしばしば逆らって、彼を困らせてるシーンをよく見かけるけど、それについてはどう説明するんだい？」

「ああなんだ、そんなことですか。決まってますよそんなの、ポーズですよポーズ。あくまでも表向きはそうしているというだけのことです」

「ポーズだって？　じゃあ君のアレは演技だとでも言うのかい？」

「演技だなんて人聞きの悪い。わたしとお兄ちゃんのやりとりは、あくまでもコミュニケーションの一環なんですよ。素直に言うことを聞くのは簡単ですし、望むところでもあるんですけど、でもそれだとすぐに会話が終わっちゃうじゃないですか。『秋子、言うことを聞きなさい』『はい喜んで！』だけで話が閉じちゃうのは、やっぱり寂しいわけですよ。わたしはなるべくたくさんお兄ちゃんに構ってもらいたいので、そういうしたたかな戦略を採っているわけです。ふふ、わたしの頭脳的なプレーを、もっとほめてくれてもいいんですよ？」

「……君の主張は分かった。でもそれはあまりにも秋子くんの個人的な趣味に偏った意見なんじゃないのかい？」

「いえいえそんなことはないですよ。というか銀兵衛さんは、お兄ちゃんに構ってもらいたくないんですか？　構ってもらいたいですよね？　どうせならお兄ちゃんと少しでも会話を交わして、たくさんコミュニケーションを取りたいですよね？」

「そ、それとこれとは話が別だよ。……まあとにかく秋あき子こくんの意見はわかった。それはそれで参考にさせてもらうとして、次は那な須す原はらくんの意見を聞いてみたい」

「わたくし？」

　話を振られたアナスタシアは、ご自慢の金髪をかき上げながら、

「答えるまでもない問いに答えるのは、たとえぎんぎんからのお願いであっても業ごう腹はらなものね。いわば大学の入試問題に九九を出されるようなもので、わたくしとしてはいささかげんなりせざるを得ないところよ」

「……そこまで言うのであれば伏して聞かせてもらおうじゃないか。デート代の支払いをどうするべきか、君の意見を述べてくれたまえ」

「知れたことよ。すべての支払いは一円残らずぎんぎんが持つ。それ以外の選択肢はありえないわ」

「また秋子くんとは両極端な意見を……まさかとは思うけど君、秋子くんに対抗するためだけに、あえてアンチテーゼを提示してディベートをふっかけようとしているんじゃないだろうね？」

「それは勘ぐりというものよ。わたくしは極めてまっとうな論理の帰結として意見を述べているわ。盲目的にあっきーを信奉して思考停止な結論を出した姫ひめの小路こうじさんといっしょにしないで頂ちよう戴だい」

「わかった、わかったよ。わかったから無表情のままずいずいっと僕に迫ってくるのはやめてくれたまえ。……で？　どんな理由でもって那須原くんはその結論にたどりついたんだい？」

「理由はいろいろあるけれど」

　アナスタシアは人差し指を立てながら、

「その最大のものは、ぎんぎんがおごった方が次につながる確率が高くなる、ということかしらね」

「ふむ？　次につながる確率、とは？」

「知れたことだわ。ぎんぎんがおごっておけば、あっきーが次のデートに誘いやすくなるじゃないの」

「むむ？　というと？」

「デート代をすべておごられた男の立場になって考えるといいわ。真っ当な男であれば少しは負い目を感じるところでしょうし、何らかの形で借りを返したいと思うところでしょう。そこで次のデートの約束をして、あっきーにすべておごらせるようにすれば……」

「な、なるほど、そういう手が……！」

「ちなみにぎんぎんがデート代を持つことに関しては、それなりの理由をつけておくことも大切よ。何かのお祝いの日だからとか、たまたま纏まとまったお金が入った直後だとか、とにかく相手が自然に受け入れることができる理由を、何かしらね。男は見み栄えっ張ぱりな生き物だから、メンツを潰つぶさないように配慮するのが肝要なのだわ」

「む……ぬ。聞けば聞くほどまっとうな意見だね……那な須す原はらくんのことだから、何かまた意味不明なボケを連発してくるのでは、と身構えていたのだけど、まったくもって意外な形で予想を裏切られたよ」

「ふふ。わたくしが本気を出せば、このくらいはお茶の子さいさいだわ」

「まあ君の場合、いろいろ思いつくわりに実戦はからっきし、という気はするけどね。もし仮に君が現在の僕の立場に立ったとしても、構築した論理ほどには順当な行動を取れないんじゃないかな」

「失礼ね。キスするわよ」

「いやだから、君が無表情にずいずいっと迫ってくると、冗談か本気かわからないからやめてくれたまえってば。……ともあれ、那須原くんの意見が前向きに検討すべきものであることを僕は認めよう。どうやら方針はこれで決まり──」

「あ、あの、待ってください銀ぎん兵べ衛えねえさま」
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　と、そこでありさが手を挙げた。

　遠慮がちに、しかしこれだけはちゃんと伝えないといけないという、固い決意のこもった表情で、

「こういう流れで来たところに、こういうことを言うのもどうかと思うのですけど、でも言わせてください。ありさは、デートの支払いはお互いに半分ずつ持ち合うのがいいと思います」

「……確かに元の木もく阿あ弥みな意見だね、それは」

　銀ぎん兵べ衛えは天を仰ぎつつ、

「とはいえせっかくありさくんが考えてくれた貴重な意見だ、無下にするつもりは毛頭ないよ。さあ、詳細を聞かせてくれたまえ」

「はい、ありがとうです銀兵衛ねえさま。……といってもありさの考えは、秋あき子こねえさまやアナスタシアねえさまみたいに鋭いものじゃなくて、とても普通の考え方だし、もともと銀兵衛ねえさまの意見でもあったので、わざわざありさが言うことじゃないかもですけど、だいじょうぶでしょうか？」

「ありさくんは奥ゆかしい子だね。ぜんぜん構わないからぜひ聞かせてほしい」

「ありがとうございます。ありさとしてはですね、基本的には男の人と女の人の差を、あまりつけない方がいいと思っています。アナスタシアねえさまのアイデアみたいに、今日は自分が、今度は相手が、という感じで代わりばんこに支払いを持つのはいいと思いますけど、それでもこの先も毎回ずっと、きっちり順番を守って支払いを受け持つ、みたいなことができるかどうかは、必ずしも保証されてるわけではないと思います。なのでそういうことなら、最初から支払いを半分ずつ受け持つ、いわゆる割わり勘かんが、いちばん安全なんじゃないかと思います」

「うむ。僕も同感だよ。下手に見み栄えを張ったり策略を張ったりすると、結果として足下をすくわれることになりかねないと思うんだ。それだったら最初から余計なことを考えたり欲張ったりしない方がいい。得られるものは少ないかもしれないが、失うものもまた少ないはずだからね」

「はいっ、ありさもそう思いますっ」

「無難に見えて実は王道というそのチョイス、僕は決して嫌いではないよ。というか、そもそも僕は事の始めから割り勘を主張していたし、当然そういう流れになると思っていたのに……それなのに秋あき人とは頑固者だから、そのことをまったく理解してくれないんだ。昔からあの男はそうだった。一見すると物腰は柔らかそうに見えるのに、その中身はいったん言い出すとテコでも動かない厄介な男で──」

「こらこら。だんだん愚痴になってきてるぜ」

　嵐あらしが呆あきれつつ銀ぎん兵べ衛えを止めて、

「ともあれ、こんな感じで三者三様のアドバイスが出たわけだが。さてぎんぎんよ、どのアドバイスが採用に値するものだったか、聞かせてくれや」

「アドバイスを受けたというより、迷いやためらいを発生させる要素が何倍にも増えた、という感じだよ」

　銀兵衛はため息をつき、

「こうして冷静に考えてみれば、提案された選択肢はどれも理に適かなっている。はてさてどうしたものやら……」

「かっかっか。まあ正解はひとつしかない、ってわけじゃねえ。むしろ支払いの方法について、どうやって相手を気分よく納得させるか、ってことの方が大事かもしれねえぜ？　どれも理に適ってるんだったらあんまり悩まずに、ささっと決めちまってもいいんじゃねえか？」

「むう……」

　親切心から出た嵐の助言だろうが、かえって迷いのタネになってしまったようである。

　銀兵衛は眉み間けんにしわを寄せ、ひどく悩み始めた。

　そうしてかなり悩んだ末に、

「よし。決めた」

「おうよ。どうすることにしたんでえ？」

「いや。決めはしたけれど、この場では言わないでおく」

「なんでえ。もったいぶらずに言えばいいじゃねえか、けちくせえ」

「いいや言わない。どうせまたああだこうだと言われるのが見えているからね。実際の行動でもって、僕の回答とさせてもらうよ」

「ふむ。まあそういうことならそれもいいだろうがよ。最初から『ああだこうだ言われそう』だと分かってる答えを出したってのも、なんか微妙な話ではあるよなあ。わざわざこうして呼びつけてアドバイスした側としてはよ」

「いいじゃないか放っておいてくれたまえよ。僕にとって納得できる妥協点、納得のできる答えを導き出したんだから、それで問題ないはずだろう？」

「問題といえばですね」

　と、横から割って入ってくる秋あき子こ。

「もうひとつ銀兵衛さんに言っておかないといけないことがあります。たぶんデート代うんぬんの話よりも、こっちの方がずっと大事なことです」

「デート代のことよりも大事なこと？　というと？」

「銀ぎん兵べ衛えさん、もっとデートらしいデートをしてください」

　ものすごい糸目で銀兵衛をやぶにらみしながら、

「銀兵衛さんって、今回のデートについてはずいぶんやる気で、僕の本気を見せてやる的なことを言って息巻いてましたけど。聞いて呆あきれるとはこのことです。ええ、わたしあえて断言させてもらいますけど、銀兵衛さんはデートらしいことなんて何ひとつやってはいません」

「そ、そんなことはないだろう。デートの計画を立てて、待ち合わせして、遊園地に向かっていて──これがデートじゃなくてなんだというんだ」

「じゃあ聞きますけど。遊園地に入ってから、何をどうするつもりなんです？　なるべく具体的にプランを聞かせてください」

「ああいいとも。そうだね、まずはウォータースライドに向かうつもりだよ。遊園地の奥まったところに位置しているから、比較的行列を作らなくても済む目算が高い。その次はメリーゴーラウンドに立ち寄る。最初のアトラクションであるウォータースライドの興奮をほどよく冷ましつつ、後の展開まで体力を温存するのが狙いさ。その次はフリーフォールに足を向けることになるだろうね。その狙いを説明すると──」

「なってない！　ぜんぜんなってないです！」

　秋あき子こはどんっ、とテーブルを叩たたいて、

「ちがいます、まったくちがいますよ銀兵衛さん。そういうことじゃあないんです。わたしが言ってるデートはそういうことじゃないんです。というか銀兵衛さんの言ってる内容って、デートの計画というよりは何かの事業計画みたいじゃないですか」

「そ、そんなことは──ない、と。思うけど」

「いいえそんなことあります。銀兵衛さんはまったく何も分かっちゃいません。せっかくわたしのお兄ちゃんを、何の対価も求めることなく貸し出してるというのに、そんなことでは困りますよ？　あなたデートの意味ちゃんとわかってます？　日付っていう意味じゃないんですからね？」

「そ、そのくらいのことはわかっているさ。僕だってきちんと自分なりに考えて、より良いデートを構築しようとして……」

「ダメですね。まったくもってダメダメです」

　秋子は残念そうに首を振って、

「そもそもですね、デートというからには、もう少しデートらしいことをしてもらわないとサンプルが採れません。今日の銀兵衛さんは、いわば強行偵てい察さつ兵なんです。威力偵察が任務なんです。もっと大胆な行動を取って、身体を張って、お兄ちゃんの反応を確かめる。そういう仕事が求められているんです。銀ぎん兵べ衛えさんにはそのあたりの意識が足りないと言わざるを得ません」

「そ、そんなことを言われてもだね……」

「キスから先は不許可ですが、この際ですからそれ以外は許します。いいですか？　繰り返しになりますけど、きちんとデートをしてきてください。そしてお兄ちゃんの反応を確かめてきてください。それができない場合は二度と学生寮の敷しき居いをまたげないものと心得てください」

「そんな無む茶ちや苦く茶ちやな……」

「問答無用！　さあ、そろそろお兄ちゃんの元に戻って、果たすべき任務を果たしてください。わたしのお兄ちゃんをこれ以上待たせるなんてことは、あってはならないことですからねっ」

「そうは言うけど、そもそも呼び出したのは君たちじゃないか」

　銀兵衛はひとつため息をついて、

「まあいい。とにかく君たちの主張は理解した。いろいろ納得しがたいこともあるが、今回は受け入れよう。そこまでダメ出しをされて黙っていては、僕とて女がすたるからね。僕を煽あおったことを後悔するぐらいの大きな成果を、今回のデートにおいてもぎ取ってきてやろうじゃないか」

　そう宣言して銀兵衛は決然と席を立ち、早足でカフェを出て行った。

「……どう思います？」

　その後ろ姿を見送って、秋あき子こ。

「けっこう派手にゲキは飛ばしたつもりなんですけど。どの程度効果がありますかねえ」

「まァ微妙だろうな」

　嵐あらしが肩をすくめて応じる。

「とにかくぎんぎんにとっちゃ、姫ひめの小路こうじ秋あき人とに関する事柄の一切は鬼門だからよ。何をするにしたって調子が狂っちまう。ましてや今回は初デートだ、本来ならできるはずの正常な判断を求めるのは酷ってもんかもしれねえな」

「となると、あんまり期待はできませんかねえ」

「やるにはやるだろうけどな、あくまでもぎんぎんなりのやり方で、っていう但し書きがつく。でもってあたしの見る限り、『ぎんぎんなりのやり方』が首尾よくいく可能性はゼロに近い」

「まあ……やっぱそうなりますよねえ」

「あいつ、姫ひめの小路こうじ秋あき人とが絡むことに関してはマジでヘタレだからなあ」

「あら。いいじゃないのヘタレでも」

　と異論を投げたのはアナスタシアである。

「むしろぎんぎんは、ヘタレであるからこそ映えるキャラなのよ。普段は小憎らしいほどクールでシニカルなのに、あっきーが絡むと途端にダメになる……そんなギャップがあるからこそぎんぎんは可愛かわいいし、そしてわたくしはそんな彼女を間近で観察できる喜びを、今もこうして現在進行形でかみしめているところなのよ」

「那な須す原はらさんはそれでいいかもですけどね」

　秋あき子こが渋い顔で、

「銀ぎん兵べ衛えさんマニアの那須原さんのことだから、銀兵衛さんが持ち帰ってくるべき『成果』にもほとんど興味がないんでしょう？　もっと真面目にやってくださいよ、これは大事なテストケースなんですから」

「真面目にやっていないわけではないわ。わたくしはただ、すべて計算ずくでやっているというだけのことよ。あっきーに対してデートらしいデートを挑むのは大いに結構、だけど失敗することが目に見えているからこそ、わたくしはこうしてあぐらをかいて見物していられる。わたくしにとって今回重要なのは結果ではなく過程のほう──結果が分かりきっているゲームを見て楽しむためには、そういった見方も必要なのよ」

「うーん……分かるような、分からないような。なんだか煙けむに巻かれているだけのような気もしますけど」

「あの、ありさは」

　とありさが手を挙げて、

「ありさは、銀兵衛ねえさまのデートがちゃんと成功してくれるといいな、って、すごく思ってます」

「ふむ？　その理由は？」

「だって、せっかく銀兵衛ねえさまが、がんばって計画して、今日のデートになったんですから。失敗してしまうのはとてもかわいそうです。なので、銀兵衛ねえさまと秋人にいさまが、ちゃんとデートらしいデートをして、そして笑顔で帰ってこられることを、ありさは祈っています」

「……前から思ってたんですけど」

　秋子は小首をかしげながら、

「わたしは将来的にお兄ちゃんと結ばれる可能性が百パーセントだと思ってますから、そんなに気にしてませんけど。お兄ちゃんが銀兵衛さんとデートするのって、ありさちゃん的にはどうなんです？　ありさちゃんは、お兄ちゃんの婚約者を自称している立場でしたよね？」

「自称じゃありませんっ。ありさは、秋あき人とにいさまのれっきとした婚約者ですっ」

「じゃあそういうことにしておくとして。お兄ちゃんを銀ぎん兵べ衛えさんに取られちゃうとか、そういう不安はないんですか？」

「はい。ぜんぜん不安じゃないです」

　にぱっ、とありさは笑って、

「というか、秋人にいさまが銀兵衛ねえさまとお付き合いしていても、ぜんぜん構わないと思っています。秋人にいさまほどの人なら、愛人さんがいるのは普通のことですし。ありさとしては、にいさまのお側そばにいさせてもらって、にいさまのお嫁さんとして、にいさまを支えていくことができるなら、それで十分です。それでにいさまが幸せでいてくれるなら、人生でそれ以上に望むことはありません」

「むむむ……なんだか妙に達観した意見ですね。そこまできちんと考えてるとは正直思ってませんでした。幼女なのに腹が据すわっていますね、ありさちゃんは」

「幼女じゃありませんっ。ありさはもう十二歳ですっ。すぐに大人になりますっ」

「まあなんにせよ、だ」

　ほっぺたを膨らませるありさを、嵐あらしがとりなすように、

「ぎんぎんもああやって勢い込んで出て行ったことだし、まずは様子を見守ることにしようや。ひょっとすると一発逆転、どでかい花火を打ち上げてくれるかもしれねえしよ。な？」
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　銀兵衛の帰りは思いのほか遅かった。

　あまり場を離れるわけにもいかず、まあすぐに戻ってくるだろうと予想して、近くの日陰に入ってしばらく待ってみるものの戻ってこず、しょうがないのでそこらの自販機でお茶を買って一服してもやっぱり姿を現さず、ぼちぼち二本目のお茶を買わなきゃならないかなー、と思ってポケットから財布を取り出したあたりで。

　銀兵衛がようやく、息せき切って戻ってきた。

「すまない秋人！　待たせてしまったね」

「いや、大丈夫だよ。むしろちょうどいい休憩になった感じで。それよりそっちはどうだったの？　用事は滞とどこおりなく済んだ？」

「まあ滞とどこおりなくとはいかないが、というよりむしろ滞りまくってしまったが、それでも一応の解決はみたと言えるだろうね」

「ちなみに相手は誰だったわけ？」

「その件については訊きかないでくれたまえ。──ところで秋あき人と、先ほど話し合いの俎そ上じようにのせていた、デートの支払いの件だけど。僕から新たな提案があるんだが、聞いてもらえないだろうか？」

「へえ？　どんな提案なの？」

「うむ。お互いの主張の間を取って、七十五パーセントを君が、二十五パーセントを僕が持つということでどうだろう？」

「おおなるほど。いいアイデアだねそれって」

　……と口では言ったけど。

　細かっ。

　なんかめっちゃ細かっ。

　デートの支払いをそんな配分にするなんて話、前代未聞にもほどがあるよ。だったらもうどっちかが払おうよ、じゃんけんで決めるとかしてさ──というのが本音である。

　でも僕は言わない。

『どうだい？　コペルニクス的転換なグッドアイデアだろう？』とでも言いたげな親友のどや顔を見ていると、細かいことはどうでもよくなってくるのだった。そもそもインターバルを置いて頭が冷えた今となっては、支払いの形態がどんなものになろうと受け入れるつもりではいたので。

「提案を受けてくれて感謝するよ秋人」

　そして銀ぎん兵べ衛えは案の定、得意げな顔で、

「さあ、それではさっそく遊園地に向かうとしよう。思えば寄り道が長すぎた。プロローグはこのくらいにしておいて、デートの本分を果たしに行かねば」

「ん、そうだね。そうしよう。……ていうかさ銀兵衛」

「なんだい？」

「電話で呼び出される前よりも、行動がきびきびしてるように見えるけど。なんかやる気を刺激されるようなことでもあった？」

「別に何もない。言いがかりはよしてくれたまえ」

「そうかなあ？　本当に？」

「余計な詮索をしているヒマがあったら足を動かそうじゃないか。今日という日は有限であり、不可逆なのだからね、一分一秒たりともおろそかにはできないんだ。さあ早く。ちんたらしていると置いていくよ？」
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　そんなわけで、ようやくデート本番である。

　いささか寄り道や回り道が多かったものの、いざデートが始まればこっちのもの。なにせ連日連夜、遊園地で何をどう遊ぶかについては銀ぎん兵べ衛えと話し合いに次ぐ話し合いを重ねてきたのだ。滞とどこおりなくスムーズに事を運ぶ用意は完璧に整っている。

　最初に目指したのは、遊園地のもっとも奥まった場所にあるウォータースライド。

「あえて入り口からもっとも遠いこのアトラクションを最初に選んだのは他でもない。比較的並ぶことなく楽しめることが、あらかじめの下調べによって判明しているからさ。何事も最初が肝心、出だしからいきなり長蛇の列に並ぶのは精神的にしんどいからね。もちろんウォータースライドというアトラクションそのものも魅力十分だし、申し分ない選択と言っていいだろう」

　果たして銀兵衛の言ったとおり、ウォータースライドにはほとんど並ぶこともなく搭乗することができた。

　その内容も迫力満点と言っていい出来栄えであり、僕も銀兵衛もひっきりなしに飛んでくる水しぶきに服を濡ぬらしながら、わーわー大声を上げて楽しんでしまった。

　お次に僕らが向かったのは、遊園地の定番トップ３に入るであろう、メリーゴーラウンドである。

「定番が退屈であるという論調で語る連中が多いのは、この国の文明度の低さの表れだと思うね。定番をきっちり押さえてこそ、定番からの逸脱や進化も生まれうるというものだよ。地味さゆえに並ばないで済む確率が高くなるのも見逃せないし、何より体力を使わずに楽しめるところがいい。先ほどのウォータースライドで高まったテンションを、ここらで一度クールダウンしておこうというわけさ。うまく緩急というものをつけなければ、娯ご楽らくは一本調子の刺激が薄いものになってしまうからね」

　果たして銀兵衛の言ったとおりになった。

　利用客は拍子抜けするほど少なく、行列をつくるストレスとは無縁でいられたし、いざ乗ってみるとこれが意外なほど楽しい。上下に揺れるセルロイド製のお馬さんに揺られていると、なんだか童心に帰っていくみたいで、穏やかに心が洗われて、僕も銀兵衛も大変に満足したのだった。

　クールダウンに成功した僕らが次に向かったのは、フリーフォール。じわじわと高みまで登っていったところで急激な落下の始まる、シンプルにして痛快、高所恐怖症お断りのアトラクションだ。

「端的に言えば高いところから落とすだけの、極めて原初的なアトラクションなのだけど、それゆえにある意味究極と呼んでも差し支えないのではないかな。とにかくいっさい頭を使わないで済むのがいい。北京ペキン原人だろうとアウストラロピテクスだろうと、このアトラクションならきっと問題なく楽しめるはずさ。遊園地側としてもほとんど小細工を弄ろうする余地のない、真っ向勝負にして直球勝負──さあ、受けて立とうじゃないか」

　とか何とか言ってた銀ぎん兵べ衛えだけど、僕はちゃんと知っている。恐怖症というほどではないけど、彼女は決して高いところは得意ではないのだ。

　係員の案内に従ってシートに座り、安全装置をかけ、真綿で首を絞めるようにゆっくりとシートが高度を上げていく最中、銀兵衛のくちびるはずっと引きつり気味で。いざ風を切って落下するという段に至っては、めったに耳にすることのない彼女の悲鳴をたっぷり聞くことができたものである。

　そんなこんなで数時間。

　僕らはほぼ予定どおりに、遊園地を堪能することができたのだった。

　いや、まったくもって見事なロードマップだった。

　僕は銀兵衛の指示に従って動いていただけなんだけど、その効率の良さたるやもう。スパコンなみの精密機械、あるいは予言者もかくやという正確さで、アトラクションを回る効率的な順番を予測・演算し、デートを演出してくれた。彼女って、こういう仕事はホント得意なんだよな。

「いやあ、さすがだな銀兵衛は」

　遊園地中央にある、イベント広場の客席に腰掛けながら、僕は友人の仕事っぷりに惜しみない拍手を送る。

「おかげで今日のデートは文句なしに楽しめたよ。こういうことは銀兵衛に任せておけば間違いないよな。いや、ほんとさすがだ」

「あはは……お褒ほめにあずかり光栄だよ……」

　だけど銀兵衛はなぜかくちびるを引きつらせて、


「いやちがう……そうじゃないだろう……何をやっているんだ僕は……！　これじゃただ友達同士で遊びに来ただけじゃないか！」


「？　銀兵衛？」

「いや。なんでもない。忘れてくれ」

　なぜか頭を抱えてうずくまってしまった銀兵衛であった。

　うーむどうしたんだろう？

　どうやら彼女にとっては今日のデートが不本意なものであったかのような雰囲気だけど。あれだけ見事なスケジュールを演出しておいて、なおかつ彼女自身もしっかり楽しんでいたというのに、いったい何が不満なんだろうか？　まあなんせ完璧主義な友人だから、僕がまったく思いもしないレベルのことについて気に入らない点があった、ということもありうるけど。

『さあよい子のみんな、お待たせしました！』

　とその時、イベント広場のスピーカーから女性の声が鳴り響いた。

　見ればステージの上にマイクを持ったお姉さんが立っていて、七分入りの客席を煽あおっている。

　客席に陣取っているのはほぼ例外なく家族連れ。それも小さい男の子を連れたお父さんやお母さんの姿が目立つ。

『よい子のヒーロー、誤ご爆ばく戦せん隊たいホウソウジコンの登場です！　みんな大きな拍手で迎えてあげてね！』

　そしてお姉さんの紹介と共に颯さつ爽そうと舞台袖から現れる、赤、黄、青、黒、ピンクの全身スーツに身を包んだ、機敏な戦士たち──

　そう。

　この時間、イベント広場では戦隊モノのヒーローショーが行われているのだった。

「これもまた、遊園地に欠かせない風物のひとつなのさ」

　銀ぎん兵べ衛えが頭を抱えてうずくまったまま、説明を加えてくれる。

「なにせ遊園地とは、本来は子供のためにある場所であり、子供に夢を与えるための場所なんだからね。ヒーローショーを開催していない遊園地などは、小麦粉の入っていないお好み焼きと同じこと。加えてどこのどんなヒーローなのかまったく不明な、いかにもなローカル感がにじみ出ているあたり、かえっていい味を演出していると言えるんじゃないかな。これを経験せずしては、遊園地に来たとうそぶくのはまかりならぬ、というほどの重要アトラクションだよ」

「ふむふむ、なるほどね。それでここに立ち寄ることも最初から計画のうちに入ってた、ってわけか」

　まあ、言わんとするところは分からなくもない。僕なんかからすれば、ヒーローショーなんて別に嬉うれしくないけど、なければないで寂しいというか、物足りないというか。風物の一種なのだと言われれば、なるほど確かにそうなんだろう。

　ちなみにデートの計画にヒーローショー鑑賞を盛り込んだのは銀兵衛だけど、彼女の口からは普段、ヒーローショーのヒの字も出てこない。もっともこういうのは土ど用ようの丑うしの日に食べるウナギのようなもので、いざその時が近づいてこない限りは意識しないものなんだろうけどさ。

「ところで銀ぎん兵べ衛え」

　ステージ上でパフォーマンスを披露するヒーローたちと、そこに歓声を送る子供たちをを眺めながら、僕は訊たずねる。

「今日のデートはどうだった？　満足できた？」

「なっ──なんだいその言いぐさは！」

「へっ？」

　急に声を荒らげた親友に面食らう僕。

「まるで今日一日を早くも総括しているみたいな言い方は非常に不本意だ！　まだだ、まだ終わってはいないよ！　この程度で僕の記念すべき初デートが終わってたまるものか！　大おお見み得えを切っておいてこのていたらくでは、僕の沽こ券けんに関わる、ゆめゆめこんなことで終わらせるわけにはいかない！」

「……ええと？　銀兵衛？」

「はっ!?
 　……いやその、つまりだ」

　こほんこほんと咳せき払ばらいして、

「ほら、遠足は家に帰るまでが遠足、というだろう？　それと同じことだと思ってくれたまえ。この時点で早くも油断を示し始めた君を、僕はいさめようと思って大声を出したと、そういうわけさ」

「ああ、なるほどね。そういうことか」

　納得しつつ、

「いや、でも僕としてはね、そういうことが言いたかったんじゃなくてさ。僕はこのデートを楽しんだし、銀兵衛も楽しんでくれたとは思うんだけど、でも君はなんだかこう、必ずしも納得してない、みたいな顔をしてたから。それでちょっと気になって、さっきのセリフにつながった、というか」

「む……そ、そうか。僕に気をつかってくれたのか」

　銀兵衛はちょっと気まずそうに、さっき大声を出したことを後悔しているように、言葉を途切れさせる。

　ステージ上では五人の戦隊ヒーローたちが寸劇をくりひろげ、観客のほとんどはそっちに釘くぎ付づけになっている。この場においてヒーローショー以外のことを話題に上らせているのは、僕と銀兵衛ぐらいのものだ。

「もし足りないことがあるなら」

　僕は言う、

「もしくは他にやりたいこととか、忘れてたことがあるならさ。今のうちに遠慮なく言ってくれよ。なんか微妙にもやもやしたままデートが終わっちゃうと、僕としても立場がないわけだし。もうあんまり時間はないかもしれないけど、やれることはなるべくやっておいた方がいい」

「いやいや、何を言うんだい秋あき人と。君も看破したとおり、僕は今日のデートを大いに楽しんだ。時間が過ぎるのを忘れてしまうほどにね。そこにうそはない。誓って本当だ」

「だね、そこにうそはないと思うよ。でも銀ぎん兵べ衛え、自分にうそをついたりしてない？　百パーセントの真実をちゃんと僕に話してる？」

「む……そ、それは……」

　ふたたびうつむく銀兵衛。

　いつもの彼女であれば、得意の弁舌でいくらでも僕を煙けむに巻くことができるだろう。でも今の彼女は図星をつかれたことを隠しもせず、動揺をあらわにして、

「いや、だけどいいんだ。今日のところはこれでいい。僕は、僕にしては十分にやれることをやったはずだ。計画を立てることは何だかんだで楽しくて、計画どおりに事を進めるのも楽しくて、ついついそちらに没頭してしまったけれど、だからといって責められるいわれはないはずだ。そう、僕は十分に今の時点でも褒ほめられていいはずなんだ。そうだろう秋人？」

「うん、僕もそう思うよ。でも君は本当にそう思ってる？」

「む……ぬ……」

　言葉に詰まっている時点で否定しているも同然だった。

　銀兵衛は視線をそらし、うつむき、口元と手元をごにょごにょさせている。

　何か言いたげで、だけど言い出せない、そんな態。

　僕は待つ。これ以上の催促は逆効果で、そもそも彼女のためにもならない。あるいはたぶん、彼女の本音を引き出すこともできない。ここは待ちの一手だ。

　銀兵衛は「あ」とか「う」とか言い出しかけては止まり、そのたびに心が折れそうな顔になり、さらにそのたびにどうにか踏みとどまり、そして。

　頬ほおを赤く染め、まぶたをぎゅっと閉じ、くちびるをわななかせて、

「で、デートというからにはっ！」

　と言った。

「デートというからには、手のひとつぐらいはつないでおかなければデートとは言えないんじゃないかと、そう思う今日この頃なのだけど！　秋あき人とはその点、どう思っているのだろうか!?
 」

「ん？　じゃあそうする？」

　僕は銀ぎん兵べ衛えの手を握る。

「へっ？」

　一瞬きょとんとなる銀兵衛。

　握られた手元を見つめ、次いで僕の顔をまじまじ見つめ、さらにもういちど手元に視線を戻してから、

「うわああああ
 なにをするんだ君は！」

「え？　いや手をつないだんだけど」

「冷静かつ不思議そうな顔をしないでくれたまえ！　何をするんだいきなり！」

「いや、いきなりってことはないと思うけど。思いっきり前振りはあったというか、むしろ銀兵衛から話を振ってきたことだと思うけど」

「そ、そういう問題ではないっ！」

　僕が握った手をふりほどき、赤ん坊を取り戻した母親みたいに抱きかかえながら、

「まったくなんてことを、なんてことをしてくれるんだ……！　こんな不意打ちは、あまりにも卑ひ怯きようというものじゃないか！」
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「心外だなあ。ていうかいいじゃん手ぐらい。僕は君のハダカを見たこともあるし、君から押し倒されたこともあるんだよ？　ほら、しばらく前のお風呂場でのことだけど」

「その記憶を思い出させないでくれたまえ！　さもないといくら親友の君が相手でも容よう赦しやはしないよ!?
 」

　窮きゆう鼠そが猫を噛かむような形ぎよう相そうでにらまれたので、僕は黙った。彼女といい関係を保っていたいというのは、彼女と出会った当初から僕の切なる願いである。

「まあとにかく落ち着きなって。そう興奮せずにさ。ほら、お茶でも飲む？」

「……飲む」

　むくれた顔で僕が渡したペットボトルのお茶をふんだくり、一気飲みする勢いで飲み下す銀ぎん兵べ衛えだった。

　やれやれ、こういうつんつんしたところは変わらないな──と思いかけて、いやそんなことはないか、と思い直す。昔は『つんつんしてた』なんていうやさしいものじゃなかった。とりつく島もない、雪と氷で作ったみたいに無愛想で冷徹なヤツだった。それから比べれば、いまの彼女は天使や菩ぼ薩さつと変わらない。

　いやはや。

　変わったよな銀兵衛も。それに僕も。

「ほう。なかなか様になった動きじゃないか」

　感慨に浸っていた僕の隣で、銀兵衛が感心した声をあげる。

　見れば彼女の視線はステージ上にあり、まだちょっと顔は赤いものの、いまは意識をステージの上のヒーローショーに移しているようだった。先ほど取り乱してしまった失態を、なるべく早く忘れてしまいたいという意思が、そこには見え隠れしていたけど、わざわざ突っ込むほど僕も野暮ではない。

　で、現在ヒーローショーは佳境にさしかかっているようだ。ヒーローたちと悪の怪人たちが、丁ちよう々ちよう発はつ止しのバトルを繰り広げている。その立ち回りにはなるほど、子供向けのショーとは思えない、技術と技術のぶつかりあい的な迫力があった。

「単なる殺た陣てではなく、相応の経験者の動きに見えるね。言い方は悪いが、こんな場末で見られる催しとしてはおそらく最上級のものだろう」

「だよねえ。特にレッドの動きがいいね。あの人が殺陣の全体をコントロールしている気がする。周りも基本的にはレッドを立てる感じで動いてるっぽい」

「僕も秋あき人との見方に賛成だね。そしておそらく君も気づいていることだろうが、彼らはあれだけの大立ち回りをほとんどアドリブに近い形でやっているようだ。ふむふむ、これはなかなかに見応えがある。思わぬ掘り出し物だよ」

　とか何とか言って、僕らはふたりして褒ほめ合っているのだけど。よくよく考えると何様だよ、という話である。観客のお子さんたちが無邪気に盛り上がってる中、したり顔で高校生ふたりがプロフェッショナルのショーを解説しあっているというのは、傍から見たらわりと滑こつ稽けいな有様なんじゃあるまいか。

　いやでも僕はともかくとして、銀ぎん兵べ衛えはこう見えてかなり腕は立つ方だから、彼女の解説は至極ごもっともなんじゃないかと思える。実際僕は昔、彼女とのマジ喧嘩において、完かん膚ぷなきまでに完敗しているし。

　うん。懐かしいなあ。

　若かりしころの思い出が脳裏を駆け巡って、なんだか遠くを見るような目つきになってしまうよ……まあもっとも、若かりしころの思い出というやつはえてして、そのまま若気の至りだったりもするわけだけど。そして事実、今こうして思い返してみても、六年前の僕は相当に大概なガキだったとも自覚するわけだけど。

　うん。

　うわー。

　何か思い返してみると、あの時のことはホントに赤面モノというか、頭を抱えたくなるというか。十六歳の僕が言うことじゃないかもだけど、若さって怖いよね。

　いやもうホント。心底から怖い。

「ああいう立ち回りを見ていると思い出すね」

　そんな僕の内心を知ってか知らずか、銀兵衛が言う。

「僕と君が出会ったころの話だよ。君という男は今でこそ大人しいものだが、かつてはとんでもない跳ね返りだったものだ。跳ね返りというか、破は天てん荒こうというか、前代未聞というか。とにかく何もかもが無む茶ちや苦く茶ちやだった」

「いや、その節はもう。反省してます。はい」

「別に反省も謝罪も要いらないさ。僕はただ懐かしがっているんだよ。それにあの時、あのころの出来事があったからこそ、いまの僕と秋あき人ととの関係がある。なにせ後にも先にも、殺してもいいぐらいの気持ちで殴った相手は君だけだからね」

「あはは。いやまあ」

　そんなこと言われても、ケンカをふっかけた側の僕としては反応に困ってしまう。とりあえずほっぺたを掻かいておくぐらいしか仕様がないというか。

「今にして思えば、あのころの秋人は必死だったんだろうね」

　ヒーローショーを眺めながら、その実ひどく遠い目をして過去の感傷に浸りながら、銀ぎん兵べ衛えは言う。

「あの頃から君は妹くんを、秋あき子こくんを取り戻すつもりで、その一点しか頭になかったんだろう。しかも当時の君はまだ子供で、鷹たかノの宮みやに引き取られたばかりで、何をするにしたって先立つものが足りなかった。ゆえに君はひどく尖とがっていて、そのくせ荒削りで、なのに一心不乱で──君の周囲の人間は、特に僕などは、まったくもってうんざりさせられたものだよ」

「いやいや。やめようよギン、そういう話はさー。なんかこう、身体のあちこちがむずがゆくなってくるからさー」

「ふふ、いいじゃないか。たまには語らせてくれたまえよ。普段は君のことを慮おもんぱかって口を閉ざしているのだから、こういう時ぐらいは、ね」

　そう言われると抵抗しづらい。彼女が先ほどの狼ろう狽ばいから立ち直り、ひどく上機嫌そうな顔をしているからなおさらだ。こっちはデートのホスト側だし、そもそも銀兵衛には恩も借りもたっぷりあるし。

「──あのころの僕は、なによりも味方が必要だったんだよ」

　だったらせっかくの機会だ。

　毒を食らわば皿まで、というわけじゃないけど。

　こうなったら、とことんまで乗ってやろうじゃないか。

「両親が死んで、僕は妹とふたりだけでやっていくつもりだったけど、子供だからという理由で聞き入れてもらえなくて、周りの都合で妹と引き離されて。でも事実として僕は子供で、なんの力もなくて、秋子を守るって両親と約束したのにそれも守れなくて。あの時の僕は自分自身に怒り心頭だったからさ、我ながら強引だったというか」

　自分語り、というやつだ。

　できればこういうアクションは、自作の小説の中だけに留とどめておきたいんだけどな。まして不幸自慢みたいな内容を得々として語るなんてのは、お寒いにもほどがある。この状況で銀兵衛が相手じゃなかったら、絶対にやらない。

「まあ君の言うとおりだよ銀兵衛。あのころの僕は無む茶ちや苦く茶ちやだった。考えなしの向こう見ずで、視野狭きよう窄さくにもほどがあって、ただ闇雲に前だけ向いて突っ走っていた。でもさ、負け惜しみっぽく聞こえるかもだけど、悪いことばかりじゃなかったと思うよ。プラスに働くこともぜったいにあった。たぶんそのいちばん大きいのが、銀兵衛とこうして友達同士で──いや親友同士で、いられることだと。そう思う」

「ありがたいお言葉じゃないか」

　鼻を鳴らして銀兵衛。

「僕は秋あき人との目から見て〝使える〟と判断するだけに足るものは持っていた、というわけだね。それで何かにつけて僕に接近してきた、ということなんだろう。ふふん、光栄なことじゃないか」

「え。何。なんだよ。なんか声にトゲがありませんか銀ぎん兵べ衛えさん？」

「なあに気にしないでくれたまえ。ただちょっとばかり当時のことを思い出してしまってね、無意識のうちに当時の苛いら立だちが表に出てしまっただけのことさ」

「そのことはもう言うなっての。水に流してよ。昔の話なんだから」

「そうしたいのは山々だが、案外うまくいかなくてね。夜な夜なあの時のことを思い出して自分の選択の是非を振り返っている身としては、あの日のことをつい昨日のことのように思い返してしまうのは、これはもう仕方のないことだと考える次第さ。許してくれたまえよ」

「ちぇ。よくもまあ白々と。まるで僕なんかとは友達になりたくなかった、みたいな言い方じゃんか。親友になろうって言い出したのは銀兵衛の方なのに」

　そして僕はその提案を受け入れ、彼女と一生ものの、たったひとりだけの親友になることを約束した。

　そうなのだ。

　約束を取り交わすことをなるべく回避している僕ではあるけど、たまには約束を交わすし、交わした以上は必ず守るのだ。

　僕は猿さ渡わたり銀兵衛春はる臣おみと親友になると約束し、だから僕は彼女の親友で居続ける。

　絶対に。何があっても。

「そのわりには、親友に対する扱いがなってないんじゃないかな」

　銀兵衛はくちびるを尖とがらせながら、

「単純に友とも達だち甲が斐いのない男なのだ、と言われればそれまでだけどね。秋人の薄情さに、僕はいつだってやきもきさせられてきたものだよ。何度もしつこく例に出して恐縮だが、妹くんにまつわる事柄については特に」

「うん。それを持ち出されると弱い」

　一生頭が上がらない、あるいは一生平謝りし続けるしかないだろう、それについては。

　でも秘密主義だったことには事情があるんだし、たとえ親友が相手でもおいそれと話すわけにはいかなかった点については、ちょっとぐらいは大目に見てもらってもいいんじゃないかと思うんだけど、どうでしょうか。だめですか？　そうですか。

「でもさ、僕が銀兵衛のことを親友だと思ってることは、誓って本当だよ。『親友』ってものに対する認識のズレみたいなものが、君と僕との間にはあるかもしれないにしても、少なくとも僕は君のことを、誰とも代えの利きかない存在だと思ってる」

「ほう。そうなのかい」

「そりゃそうさ。あーだこーだやり合いながらも六年間付き合ってきたことは伊だ達てじゃないんだ。たぶんこの先、十年だろうと二十年だろうと、僕は君の親友で居続ける自信があるよ。ああそうさ、たとえ君が嫌だと言っても、もう絶交だってわめいても、ぜったいにね。君も知ってるとおり、僕はこの上なくしつこい男なんだ。やると言ったことは必ずやりとげるよ」

「ふむ。熱い話だね」

「いやいや。お恥ずかしい限りで」

　我に返って照れくさくなる僕だった。

　いや、ほんとお恥ずかしい。

　なんか今日はそういう流れなのかなー、と思って、ついつい普段は表に出さないことをべらべら口にしてしまった。銀ぎん兵べ衛えが気を許した相手だからといって、ちょっとこれはやりすぎたかな……なんか僕のキャラじゃなかったよね。反省、反省。

「いや、でも楽しかったね今日のデートは！」

　照れくささを紛らわすために、僕は努めて明るい声で、

「なんかこんな風にきっちりちゃんと遊んだのって、すっごい久しぶりだし。今日はスカッとしたよ。いやごめんねほんと、銀兵衛のためにデートに誘ったのに、誘った側の僕の方が君より楽しんじゃったみたいで」

「……いや。楽しんでもらえたなら何よりだよ。僕も今日は楽しかった」

　と言って銀兵衛は笑った。

　……ん？

　あれ？

　なんか銀兵衛のテンションが妙な感じだな。なんかやり方を間違っちゃったのかな？　最後の最後で真面目な話をしたのがマズかったんだろうか。でも元はといえば、そっち方面の話は銀兵衛が持ち出してきたんだけどなあ。

「そろそろ行こうか、秋あき人と」

　ヒーローショーが大盛況のうちに幕を閉じ、銀兵衛が腰を上げる。

「今日は付き合ってくれてありがとう。君との付き合いは長かったけれど、こんな風にきっちり君と遊ぶことはこれまでなかったからね。とてもいい経験になった」

「あ、うん。こちらこそ、そう言ってもらえると嬉うれしいよ」

「うむ。では帰ろうか。僕も君も十分に羽目を外した。今日のための計画に多くの時間を費やしてしまったし、そろそろツケを払わないとね。おかげさまで僕も君も、ずいぶんとやるべき仕事がたまってしまっている」

「ん、そうだね。お祭りはこれにてお開き、また日常が戻ってくる、って感じか」

「油断は禁きん物もつだよ秋あき人と」

　銀ぎん兵べ衛えが肩をすくめる。

「家に帰るまでが遠足、と言っただろう？　帰り道に何かしらトラブルが起こらないとも限らないし、むしろここから気を引き締めていかないとね。油断ゆえに何かをやらかしてしまっては、せっかくの余韻が台無しになってしまうよ。事故に遭あってケガをするとか、財布をなくして途方に暮れるとか、そういう事態は細心の注意でもって避けるようにしないと」

「心配性だなあ」

「慎重なのだと言ってくれたまえ。……さ、ぐずぐずしていると置いていくよ。何事も切り替えが肝心、素早く日常に戻らないとね」

　そう言ってさっさと歩き出す親友の後を、僕は苦笑い混じりに追いかけるのだった。

　うん。

　どうやらいつも通りの銀兵衛に戻ったみたいだな。さっきちょっと変なテンションになってたから、何か気になることでもあるのかな、と思ったんだけど。これなら心配することも──

「ねえ秋人」

　僕に背中を向けながら、不意に銀兵衛。

「えっ？　なに？」

「僕たちの関係って、これから先もずっと変わらないのかな」

「なに言ってんの。あたり前じゃん」

　僕は自信をもって応じる。

「死ぬまでずっと親友だよ僕らは。そう約束しただろ？」

「……そうか。うむ。そうだね」

　銀兵衛は笑って振り返り、

「ところで提案なのだけど、駅まで二人で走って帰らないかい？」

「えっ。なんでまたいきなり？」

「いいじゃないか。何となくそんな気分なのだよ。ああそうだ、せっかくだし、負けた方が勝った方にジュースをおごることにしよう。さあ、それでは今からスタートだ、よーいどん」

「へっ？　いやちょっと待ってよおい！　こっちは何の準備も──」

　言っても無駄だった。

　銀ぎん兵べ衛えはとっくにアクセル全開で駆け出していて、僕は泡を食って追いかけるしかない。

　なんだ、やっぱテンション高いままなのかな、ギンのやつ。だったら問題ないんだけど──ってそんな余裕かましてる場合じゃない、負けたらただでさえデートでお寒くなった懐ふところが、さらに目も当てられないことになってしまう。え？　百円やそこらのジュース一本じゃ大して変わらないって？　馬鹿言っちゃいけないよ、これはそういう問題じゃない。負けること自体が問題なんだって。






　　　　＊







　……そんなわけで、すぐ勝負にのめり込んでしまった僕はスルーしてしまったのだ。

　駆け出す直前に、銀兵衛がぼそりと漏らしたひとこと。

　大して強くもないそよ風にさえ吹き消されてしまいそうな、ひどく小さなつぶやき。

『でもね秋あき人と』

　だけど確かに彼女はこう口にした。

『僕は君との関係を、そろそろ変えていかねばならないと思っているんだよ』

　……と。

　その言葉の意味を僕が知るのは、この時よりもう少し先のことになる。





デート・オア・アライブ（反省会編）









「──さて。それじゃあぎんぎんに訊きこうかねェ」

　その日の深夜、学生寮にて。

　姫ひめの小路こうじ秋あき人とが眠りについたのを見計らってから、彼以外のメンバーが食堂兼会議室に勢せい揃ぞろいした。

　真剣な目つきをした顔が五つ並んでいる。

　姫小路秋あき子こ。

　那な須す原はらアナスタシア。

　猿さ渡わたり銀ぎん兵べ衛え春はる臣おみ。

　二に階かい堂どう嵐あらし。

　鷹たかノの宮みやありさ。

　いずれもお互いの顔色をうかがいつつ、お茶をちびちびやりながら誰かが口を開くのを待っている雰囲気の中。

　最初に口を開くのは、誰しもが予想し、期待する通りの人物だった。

　この場における年長者、聖リリアナ学園生徒会長の、あの人である。

「まず最初に突っ込んでおきたいことがあるんだが、構わねえかい？　あたしだけじゃなくて、ここにいるぎんぎん以外の全員の総意としてよ」

「……いいとも」

　銀兵衛はぶすっとした、しかし観念した顔で。

「謹つつしんで聞こうじゃないか。いまの僕はまな板の上の鯉こいも同然。好きなように料理してくれたまえ」

「いい心がけだぜ。そんじゃまあ、お言葉に甘えて突っ込ませてもらうがよ──」

　すうっと息を吸い込み、少し溜ためをつくって。

　カッと目を見開き、そして心の限りに叫んだ。

「デート代を片方が七十五パーセント持ってもう片方が二十五パーセントを持つってなんやねーん！」

　関西弁である。

　あの二階堂嵐が、である。

「どや顔の自信満々だったから、ひょっとすると本当に意外な発想が出てくるかもしれねえ、とか思ってたらこのザマだぜ。そりゃある意味じゃ合理的なやり方かもしれんけどよ、デートの場面に用いるにしちゃあ、あまりにもスマートさに欠けるんじゃねえのかい？　んん？」

「……批判は甘んじて受けさせてもらおう。だが弁明はさせてほしい」

　銀ぎん兵べ衛えは苦りきった顔で、

「あの時は天啓がひらめいたと思ったんだ。神が僕だけにこっそり教えてくれた、人類の誰もが発想しえなかった奇跡的なアイデアが降りてきたとね。まあ後になって考えてみれば、単におぼれる者がわらを掴つかんだだけだったのだけど……正直いまとなっては、なぜそんなことを思いついたのか理解に苦しむけど、あの時あの瞬間の僕の心理状態をもう少し勘案してくれることを、切に願う次第だよ」

「最大限に勘案しても、まだ大幅にアレな感じだと思います」

　と秋あき子こ。

「まだしもジャンケンで勝った方の言うことを聞く、とかの方がマシだったのではないかしら」

　とアナスタシア。

「銀兵衛ねえさまは、きっと疲れていたんですよっ。なので、ちょっとユニークすぎるアイデアを実行に移してしまうのも、仕方のないことだと思います！　みなさんそこを分かってあげましょう！」

　とありさ。

「む……ぐ……」

　三人それぞれのコメントを、銀兵衛は甘んじて受け入れるしかない。

「まあデート代の件は、百歩譲ってよしとしようや」

　嵐あらしはさらに舌ぜつ鋒ぽうするどく、

「支払いなんざ、極論すれば踏み倒したり食い逃げしたりしなきゃそれでいい。肝心なのはデートの中身だ。結果さえ出せれば、過程がどうであろうとあたしらはガミガミ言ったりしねえ。そこはぎんぎんも分かってくれるよな？」

「まあ……そうだね。理解を示そう」

「でもってお前さん言ってたよな？『そこまでダメ出しをされて黙っていては、僕とて女がすたるからね。僕を煽あおったことを後悔するぐらいの大きな成果を、今回のデートにおいてもぎ取ってきてやろうじゃないか』とかなんとか。あたしゃ確かにこの耳で聞いたぜ？　一字一句間違っちゃいねえはずだ」

「う……む。言ったね。確かに」

「んで？　その結果はどうだったよ？」

　嵐あらしは腕組みし、くちびるを尖とがらせて、

「お前さん、姫ひめの小路こうじ秋あき人とと手をつないだだけでテンパっちまったじゃねえか。しかもお前さんから手をつなぐんじゃなくて、相手の方から手をつないでくれるっていうタナボタ的なシチュエーションに恵まれたにもかかわらず、だぜ？」

「ぬ……む……」

「さらに百歩譲ってだ。そこで失敗したからと言って、なにも諦あきらめちまうことはねえわけだよ。あの時点でデートが終わっちまったわけじゃねえんだ、次の行動に出るだけの時間は十分にあっただろ？」

「あった……かもしれない。純粋に時間だけを見ればね。だけどあの時はもうそういうタイミングではなかったというか……」

「問答無用で押し倒すとか、ホテルに連れ込むとか、そこまでやれとは言わねえ。んでもよ、そうじゃなくてもイイ雰囲気になれる手段はいくらでもあるはずだわな。ベタなところでいったら、ひとつのドリンクをふたつのストローで飲むとかさ。もっと単純に、夕暮れ時の川辺をふたりで並んで歩くとか、その程度のことでもいい。にもかかわらず、お前さんはチャレンジをしなかった」

「……弁明をさせてほしい」

「おうよ。聞こうじゃねえか」

「僕だって不退転の覚悟は抱いていたさ。必ずやデートらしいことをやり遂げてからでないと君たちに顔向けできないと思っていたさ。ああそうさ、ついびっくりしてしまってこちらから手を離してしまったのは僕の落ち度で、その後の対応も決して褒ほめられたものではなかったさ。でも何かしらの手段で挽ばん回かいするつもりではいたんだ。だけどあの後、そういう空気ではなくなってしまったんだ。つい昔話になってしまって、しんみりしてしまって、そのうえ秋人は僕の手を握ったことなんて何とも思ってないようで、僕の心が折れかけてしまうのも仕方のないことで──」

「お兄ちゃんが鉄壁の朴ぼく念ねん仁じんだってことは、最初から分かっていたはずです」

　と秋あき子こ。

「そんなことは付き合いの長いぎんぎんが一番よく知っているはずだし、それと承知の上で挑んでいるのよね？　弁明どころか言い訳にもならないわ」

　とアナスタシア。

「ええと、ありさは銀ぎん兵べ衛えねえさまの気持ちがよくわかります！　ありさも秋人にいさまから婚約者あつかいされてないので、秋人にいさまから女の人あつかいをあまりされていない銀兵衛ねえさまは、ありさと似たもの同士だと思います！　あっ、でもありさはまだ十二歳なので、ひょっとしたら何年か後には女の人あつかいしてもらえるかもしれません、そうなった時はごめんなさい！」

　とありさ。

「ぐ……ぬぬ……」

　三人それぞれのコメントを、銀ぎん兵べ衛えは甘んじて受け入れるしかない。

「まあ今回の件を総合するとだな」

　嵐あらしが話をまとめにかかる。

「デートを実行するまではよかったものの、肝心なところでミスをやらかして、ぎんぎんが改めてチキンであることが確認された、と。姫ひめの小路こうじ秋あき人とがデートの最中にどのていど男として振る舞えるか見極める、っていう命題もあったんだが、そっちもけっきょくのところお預けになった──そういうことで異論はねえかい？」

「そういうことになりますよねえ」

「異議なしよ」

「うう、そういうことになるかもです……ごめんなさい銀兵衛ねえさま」

「くっ……」

　悔しそうに歯がみする銀兵衛だが、反論の余地がないことは彼女自身がいちばん自覚しているのだろう。弁舌の達者な彼女だが、それ以上は口を開こうとしない。

「ところでわたくし不思議なのだけど」

　そこでアナスタシアが小首をかしげて、

「どうしてぎんぎんとあっきーの関係はそんな風にこじれてしまったのかしら」

「……どういう意味だい？」

「こじれた、というよりも、ねじれた、という方が正確かもしれないけれど。とにかくあなたとあっきーの関係は普通じゃないと思うのよ」

「というと、具体的にはつまり？」

「ぎんぎんは確かに見た目も語り口も男の子っぽいし、あっきーはご存じの通りああいう男だから、ふたりの仲が進展しないのは分かるわ」

　銀兵衛の問い返しを受けて、アナスタシアが滔とう々とうと意図を語る。

「だけどそれにしたって妙に思えるのよね。ぎんぎんもあっきーも、折に触れてはことさら親友同士であることを主張するし。あっきーは誰かさんのことしか眼中にないから、ぎんぎんに対しても淡泊になるのは分かるけど、それにしてもぎんぎんのことを女あつかいしなさすぎに見えるわ。これには何かしら理由があると思うのよね」

「というよりそもそもですね、銀兵衛さんとお兄ちゃんって、どんな風に知り合ったんですか？」

　秋あき子こが身を乗り出して、

「これまで一度もちゃんと聞いたことがなかったですし、お兄ちゃんも銀ぎん兵べ衛えさんも一度も話してくれたことがなかったですけど。なんだか雰囲気的に、普通に知り合って普通に仲良くなった、という感じがぜんぜんしないんですよね。銀兵衛さんのことを異性として見ているかどうかはともかくとして、お兄ちゃんにとっての銀兵衛さんは特別な人、という感じがものすごくしますし。たとえるなら、ベトナム戦争でともに死地を乗り越えた戦友同士、みたいな」

「ありさも気になります」

　さらにはありさも鼻息を荒くして、

「実はありさも、そのことはずっと聞いてみたかったんです。秋あき人とにいさまに親友がいるということは知っていましたけど、それが銀兵衛ねえさまだということはぜんぜん知らなかったです。にいさまは『親友の話』はしてくれても『猿さ渡わたり銀兵衛春はる臣おみの話』は少しも話してくれなかったから……なのでぜひ、この機会に、いろいろ話を聞かせてもらえればと思います。よろしくお願いします」

「ほほう。こいつは面白い流れになってきやがったぜ」

　最後には嵐あらしまでもが乗ってくる。

「考えてみりゃあよ、姫ひめの小路こうじ秋人っていう男を知るためにはまずはそこからだよな。いわゆるルーツってやつを知らねえことには話にならねえし、親友であるお前さんの証言は不可欠だろうさ。あの野郎がどんなデートをするかよりも、むしろそっちの方が優先順位が高かったんじゃねえか、って思えるほどよ。つーわけで聞かせてくれやぎんぎん、お前さんと姫小路秋人の馴なれ初そめってやつを」

「謹つつしんでお断りする」

　銀兵衛はむすっとした顔で、

「むしろ秋人のことは、妹である秋子くんに聞きたまえよ。なにしろ血を分けた兄妹なんだ、彼女の方が適任なのが道理だろう？」

「いやー、残念ながら姫小路秋子には期待できねえんだわ」

　嵐は首を振って、

「なんせ言ってみりゃ、こいつは姫小路秋人の狂信者だからな。聞いたところで偏った証言しか出てこねえよ。お兄ちゃん万歳、お兄ちゃん最高、ってなコメントをずらっと並べてくるのがオチだわな」

「むむっ!?
 　失礼な！」

　秋あき子こがたちまち眉をつり上げて、

「いまの発言は聞き捨てなりませんよ？　わたしはもっと正確に、公正に、お兄ちゃんのことを見ています。生徒会長はわたしのことを過小評価しすぎだと思います」

「そうかねえ？　あたしにゃそうは思えんが」

「そんなことはありません。わたしだったらお兄ちゃん万歳、お兄ちゃん最高、などという思考停止な、通り一遍な褒ほめ言葉を並べることはあり得ません。わたしのお兄ちゃんは唯一無二、一騎当千、万ばん夫ぷ不ふ当とうの、宇宙最強クラスのかっこいい人であり、そのウインクひとつで百人の女性が恋に落ち、その笑顔ひとつで千人の女性が愛を知る──とかなんとか、せめてこのくらいの褒め言葉がすらすら出てこないことには、お兄ちゃんフリークスを名乗る資格は無」

「いや。そういうボケはいいから」

「ボケあつかい!?
 」

「まあそういうわけで」

　ショックを受けている秋子をスルーして、

「姫ひめの小路こうじ秋子に期待できねえのは理解したろぎんぎん？　やっぱ適任はお前さんなんだよ。お前さんならまだあの男のことを冷静に見られるだろうしな」

「だったらありさくんがいるじゃないか」

　なおも抵抗する銀ぎん兵べ衛え。

「なにしろ秋あき人とは六年間ものあいだ、ありさくんの鷹たかノの宮みや家で厄介になっていたわけだしね。彼女の方が僕よりも近い場所で、より長い時間をかけて、秋人のことを見ていたはずだ。しかも彼女は秋人の婚約者でもある。秋人のことを語るなら、僕なんかよりもありさくんの方がふさわしい」

「いいえ。ありさはぜんぜんふさわしくないです」

　ありさはしょんぼりと肩を落として、

「悲しいことですけど、とても残念ですけど、何度も言っているとおり、ありさは秋人にいさまから婚約者としてあつかわれていない、というのがその理由のひとつです。もうひとつは、ありさは秋人にいさまから妹あつかいを、それもかなり歳の離れた妹あつかいをされている、ということです。もっと言うと、ありさは秋人にいさまから対等なあつかいをしてもらっていない、ということです。そのことは銀兵衛ねえさまから見ても分かってもらえると思います」

「む……まあ確かに……」

「にいさまはありさに優しくしてくれますけど、でもそれはあくまでも、保護者と被保護者の関係で……それはそれでとても嬉うれしいことですけど、でもにいさまは、決して心の中の弱みとか悩みとかを、ありさには話してくれません。にいさまのいちばん本当の姿を、ありさには見せてくれません。なので、ありさはにいさまを語るのにふさわしくありません。ごめんなさいです……」

「そ、そんな悲しそうな顔をしないでくれたまえよ。そんな顔をされては、まるで僕がいじめているみたいじゃないか」

「それと、これも繰り返しになりますけど、秋あき人とにいさまのことを語るのなら、やっぱり銀ぎん兵べ衛えねえさまがふさわしいと思います」

「……なぜそう思うんだい？」

「なぜかというと、ありさの記憶が確かなら、秋人にいさまは銀兵衛ねえさまと親友になるのをきっかけにして、少しずつ変わっていった気がするからです」

　ありさはまるで、砂の中から砂金を探す時のような顔をする。あたかも遠い記憶の隅々まで事細かに思いだそうとしているかのように。

「にいさまが鷹たかノの宮みやの家に来た最初のころ、にいさまはいつもにこにこしていておだやかでしたけど、でもそれは表向きだけのことで。心の中では毎日ものすごく怒っているように見えました。周りのいろんなこととか、そして何よりもにいさま自身のことに対して、ほんとうに怒っていて……そのうち爆発してしまうんじゃないかというくらいの感じでした」

「ああ……そうだね。よくわかるよ。あのころの秋人には、確かにそういうところがあったね」

「でもそれが、だんだん変わっていって……それと同じくらいの時期に、初めてありさは聞いたんです。にいさまの口から、親友ができたんだ、という話を。その時のにいさまはほんとうに嬉しそうで、そこから先のにいさまは、少なくともありさから見たら分からないくらいには、心の中のいろいろを、表に出さないようになったように思います。そういういろいろを、ありさは嬉しく思っていましたけど、逆に言うと、ただ見ているだけでもありました。なので、にいさまをそういう風に変えたのは、ありさじゃありません。銀兵衛ねえさまです。そのあたりの話をするのであれば、ふさわしいのはやっぱり、銀兵衛ねえさまということになると思います」

「おうおう。そういうことならやっぱ決まりだよな」

　嵐あらしが我が意を得たりとばかりにニンマリ笑って、

「ぎんぎんよ、やっぱお前さんしかいねえみたいだぜ、姫ひめの小路こうじ秋人の語かたり部べの役を担うのはよ？　別に減るもんじゃねえんだし、そろそろもったいぶるのをやめたらどうなんでえ？　んん？」

「べ、別にもったいぶっているわけではないよ。ただ口にするのが憚はばかられるだけだ。なにしろ極めてプライベートな内容を語ることになるのだからね。誰にだって内に秘めて外には漏らさない過去というものはあるだろう？」

「おうよ。まさにだからこそ、ここで語ってもらおうって話になってるんじゃねえか。お前さんを含めたここにいる全員のためにな。姫ひめの小路こうじ秋あき人とっていう難攻不落の城を落とすためには、そういうところから糸口を探っていかなきゃならねえわけだよ。そのことはぎんぎんもよく分かってんだろ？」

「いいや分からないね。秋あき子こくんでもありさくんでもダメだというのなら、いっそのこと本人に聞きたまえ。秋人に直接聞いた方が、君たちの望んでいる情報はより多く得られるだろう。……まあもっとも、あの男がおいそれと口を割るとは思えないが」

「ま、そうだろうな。あの野郎のガンコさはそんじょそこらのもんじゃねえ。人畜無害なツラしといて、実際にはあれほど口の重い男もいねえ。自分のことはホント語りたがらねえ男だからな……つーかよ、あの唐とう変へん木ぼくの輪郭ってやつを知りてえのに当の本人に聞いてどうするんでえ。いわゆる自己撞どう着ちやくってやつじゃねえか。仮に話が聞けたところで、んなもん有用どころか有害になりかねんだろうよ」

「だったら諦あきらめるんだね。とにかく僕はその件について一切語るつもりはない。いいかげん引き下がりたまえ」

「……なーんか妙だよなあ」

　嵐あらしはジト目になりながら、銀ぎん兵べ衛えの顔をのぞき込んで、

「そこまで言いたがらねえってのは、ちょっと普通じゃなさそうだなおい。よっぽどのことがなけりゃあ、そこまで頑かたくなになる理由が説明つかねえんだけどよ？」

「君たちが期待するほど大したことではないよ。まあ大概なことではあるだろうけどね……あるいは若気の至りの極致というべきか。それはもちろん秋人だけでなく、僕にも言えることだけれど」

「ほうほう。それで？」

「それで？　じゃないよ。僕は語らないと言っているじゃないか」

「つれないこと言うんじゃねえよ。乗りかけた船じゃねえか」

「知らないねそんなことは。君たちが根掘り葉掘り聞き出そうとしているのは、僕にとって、そしておそらくは秋人にとっても、何にも代えがたい大切な記憶なんだ。そうおいそれとは口外したりしない。諦めてくれたまえ。それでもなお、強いて僕の口を割らそうというのであれば──」

「あれば？」

「是非もない。僕は今後いっさい口を閉ざし、この場を立ち去るまでのことさ。それでもさらに食い下がるのであれば、僕はすみやかに生徒会を去り、この学生寮をも去らざるを得なくなるだろう」

「っかー。なんとも融ゆう通づうの利きかねえやつだぜ、どっかの誰かさんに似てよ」

　がしがしと頭を掻かく嵐あらしだった。

　と、そこで不意に嵐は、いたずらを思いついた子供みたいな顔をする。

　さらに秋あき子こ、アナスタシア、ありさの順に、なにやら目配せをして。

　目配せされた三人もまた、お互いに顔を見合って、どうやら彼女たちの間にある種の同意が成立した雰囲気である。

「……なんだい？　なにを企たくらんでいるんだい？」

　目ざとく銀ぎん兵べ衛えがそれを見とがめて、

「なにを考えているのか知らないけれど、僕はこの件に関しては決して口を割らないよ。天に誓って決してね。諦あきらめてくれたまえ」

「おいおい勘弁してくれやぎんぎん。そいつはあまりにもお預けがひどすぎるってもんだぜ。この流れで話が来てるんだ、後生だから──」

　と。

　その時ふいに、嵐は銀兵衛の背後を、驚きの視線で見やって、

「おおう、姫ひめの小路こうじ秋あき人とじゃねえか。お前さんいつから話を聞いてたんでえ？」

「──っ!?
 」

　反射的に銀兵衛は後ろを振り向く──がしかし、これは嵐が仕掛けた、シンプルながら狡こう猾かつな罠わなであった。

　振り返った背後に、彼女の親友の姿がないのを確認するのと同時。いやそれよりも数瞬だけ早く。秋子、アナスタシア、ありさの三人が行動を開始した。

　それぞれが席を立ち、ひと呼吸の間に銀兵衛の周囲を囲む。

　あたかも事前に打ち合わせでもしていたかのような、息の合った動き。奇襲を受ける形になった銀兵衛はまん丸に目を見開くばかりで、それ以上の反応ができない。

「わ。銀兵衛さん腕細いですね～」

　銀兵衛の左腕を拘束した秋子が、無邪気な感嘆の声をあげる。

「細いだけじゃなくてひどく柔らかいわ。ふにふにですべすべでマシュマロみたいで、食べてしまいたくなりそう」

　銀兵衛の右腕を拘束したアナスタシアが、無表情の中にも舌なめずりせんばかりの喜き悦えつをにじませる。

「銀ぎん兵べ衛えねえさま、ごめんなさい、ごめんなさいっ……！」

　銀兵衛の背後に子泣きじじいよろしくしがみついたありさが、ぎゅっと目を閉じ、念仏のように謝罪の言葉を口にする。

「な、なんだい!?
 　なにをするんだ君たち！」

　あわてて抵抗しようとする銀兵衛だが、時すでに遅し。徒手格闘の技術にこそ心得はあれど、なにせ最軽量級の彼女である。三人がかりで押さえられては、ちょっと身動きの取りようがない。

「おうおう、さすがだねえお前さんたち」

　そんな銀兵衛を尻目に、上機嫌な拍手を送る嵐あらし。

「たったあれだけのアイコンタクトでそこまで動けるたあ、見上げたもんだぜ。一流の人材ってやつは、やっぱそうじゃねえとな」

　わきわき。

　わきわき。

　オペ室に入る前の外科医のように両手の指を動かしながら、嵐は銀兵衛に近づいていく。

「……いちおう聞いておこうか」

　ごくりと生なま唾つばを飲みながら、銀兵衛。

「何をするつもりだい？」

「んなもん決まってんじゃねえか」

　にまにま笑いで嵐が手を伸ばし、

「頑かたくなな子猫ちゃんには、身体に聞いてみるに限る──ってな」

　脇腹のあたりを、つん、と突いた。

「ひゃんっ!?
 」

「お。反応いいねえ。こいつは楽しみ甲が斐いがありそうだぜ」

「ちょっと生徒会長。目的と手段を取り違えないでくださいよ？　あくまでもこれは、銀兵衛さんとお兄ちゃんのエピソードを聞き出すための処置であって、生徒会長の性欲を満たすためじゃないんですから」

「姫ひめの小路こうじさんの言うとおりよ。わたくしたちはあくまでも冷静に、淡々と、純粋に目的のためだけに、ぎんぎんの身体に聞くという神聖な行為を果たさなければならないわ。……というわけで生徒会長、ぎんぎんにいたずらをする役目をあとで必ず交代するように。さもなくばわたくしは必ずや造反を起こすことでしょう」

「あの、アナスタシアねえさま。言ってることが矛盾していると思います。あと、ものすごく鼻息を荒くしながら言っても説得力がないと思います」

「くっ──こんなことをされたって、僕はぜったいに口を割らないよ。このような行為は時間の無駄であるだけでなく、人道にもとる所行であってふにゃあっ!?
 」

「あたしゃそうは思わねえけどな？　むしろ時間の無駄どころか時間の問題だと思うぜ。なんせほんのちょと突いただけでこの反応だもんなあ。少しでも本気を出してくすぐったらどんなことになるやら」

「ふ、ふんっ。たかがくすぐった程度で僕がしゃべると思っているなら大間違いだ。いかなる拷問を受けようとも、僕は決して信念を曲げたりはしない。それと君たち、こんなことをしてただで済むとは思っていないだろうねみにゃっ!?
 」

「ん？　なんだって？　聞こえねえなあ」

「くっ、だから君たち後でただではおかないよと言くふっう!?
 」

「ほれほれ。ほれほれ」

　腕、肩、腹、腰。

　嵐あらしの指が銀ぎん兵べ衛えのあらゆるところを責め立てていくたび、声が上がる。

　性豪を自称する嵐だけあって、その指技は凶悪に巧みであった。銀兵衛はなすすべもなく翻ほん弄ろうされ、敏感な身体が拘束されたまま小刻みにねじられるため、服装も次第に乱れつつある。頬ほおが次第に紅潮し、悲鳴に嬌きよう声せいが混じり始めていく様は、秒刻みに背徳の色を帯びていく。

「ちょっと生徒会長。今回はそういう目的じゃないんですからね？　自重してくださいよ？」

「んなこと言われてもよー、くすぐったいのとキモチイイのは紙一重だからなあ。より効率よくくすぐったがらせるには、キモチイイことを全力でやらなきゃならねえ。つまりあたしが正義で大勝利」

「そんなことよりさっさとわたくしと代わりなさい生徒会長。あなたにばかり役得を譲るのはあまりにも業ごう腹はらだわ。さもなくば辛抱たまらなくなったわたくしは、どさくさに紛れてぎんぎんの胸を揉もむというセクハラ行為を断行せざるを得なくなるでしょう。そうなる前にさあ早く」

「ありさは、銀兵衛ねえさまを含めたみなさんのために、銀兵衛ねえさまをがんばって押さえます。銀兵衛ねえさまが早く素直になってくれるように、みなさんでいろいろなことをしてしまってください。この学生寮の管理人として、ありさが認めますのでっ」

「ちょっ、やめ、君たち、うにゃんっ……！　こんなことをふにゅっ、してあとで後悔してもにゃふっ！」

「おうおう。なかなかしぶといねえ」

「ですが辛抱すればするほど、生徒会長は図に乗ってあんなことやこんなことをしてしまいますよ銀ぎん兵べ衛えさん？」

「そしてわたくしはもう決めたわ。このままぎんぎんが口を割らなければ、とても口では言えないようなことをぎんぎんの身体にすると。ええそれはもう、口にするだけで両手に縄が掛かりそうなことをね。おそらくわたくしの我慢の限界は、保ってあと数十秒……決断をするならその間にお願いするわ。さもなくば──」

「銀兵衛ねえさま、悪いことは言わないです。諦あきらめてください。そうじゃないと、ありさも銀兵衛ねえさまをくすぐるのに協力してしまうかもです。なのでお願いします、そんなことになる前に」

「い、いやだ！　しゃべらない！　ぜっっっっっっ
 たいにしゃべらないからね僕はうははっはは、ちょ、やめ、ほんとに、死」






　　　　＊







　こうしてリリアナ学園学生寮の夜は、今日も平和に更けていくのだった──。
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猿さ渡わたり銀ぎん兵べ衛え春はる臣おみの諸事情









『気に食わない男』。

　第一印象をひとことで言えばそういうことになるだろう。

　事実、鷹たかノの宮みや秋あき人とという転校生は、まったくもって、実にいけ好かない人物であったはずだ──と銀兵衛は今でも思う。小学校五年生の時のとある土砂降りの日、彼が転校してきた初日からしてそうだった。自己紹介のホームルームでは慣れない京都弁を無理に使って笑いを取り、異なるカリキュラムの授業に四苦八苦しながらついていく様を滑こつ稽けいに演じ、そうしてあの男は瞬く間にクラスメイトと担任の教師の好感を得、クラスになじんでしまったのだ。

　むろん上っ面だけの話である。

　鷹ノ宮秋人の行動はひとえに、周囲の人間から無用の反発を招かないための処世術。あの男の目にはクラスメイトも担任の教師も、夏場のどぶ川を飛び回る羽虫と大差ないものに見えていることは、銀兵衛からすれば明らかなことだった。

　なぜ明らかだったのか？

　簡単である。

　銀兵衛もまた、クラスメイトや担任の教師を、夏場のどぶ川を飛び回る羽虫と大差ないものとして見ている人種だったからだ。






　　　　◇　　　◇　　　◇







　思えば猿渡という家系も因果なもので、ケチのつき始めは顔も知らぬ兄ふたりが立て続けに鬼籍に入ってしまったことにさかのぼる。

　跡継ぎ候補を立て続けに失い、親族にこれといって優秀な養子のアテもなく、窮余の策としてあわてて生んだ子供はあいにくの女児、おまけに母親は出産の負担が元になって息子ふたりの後を追った。万策尽きて『銀兵衛春臣』の名を妻の忘れ形見に与えた父の心境は、むしろ同情に値するだろう──と銀兵衛は思う。

　とはいえいちばん割を食ったのは、それらの因果をまとめて背負う立場に生まれ落ちた自分自身である、という点は疑いない。自らの境遇を恨むつもりはないものの、通り一辺倒の娘に育たなかったことについては、まあそれなりに大目にみてはもらえまいか、というのが彼女の本音だ。

　事実、女ながら極めて優秀に育ち、その才能は亡き兄たちを遥はるかに上回ると評判であり、父をして『これなら猿さ渡わたり家も百年は安泰』と言わしめたのだ。これだけの実績を残したからには、優秀な分だけ周りが馬鹿に見えてしまうのも、少しばかりの才能を鼻にかけて斜に構えた性格になってしまったのも、ある種の代償として諦あきらめてもらっていいのではあるまいか。

　重ねて言うが、名門たる猿渡家を一身に背負うのは、それなりにストレスの掛かることなのである。少しばかり性根がひん曲がって育ってしまうのも、女らしい可愛かわいらしさとは無縁に育ってしまうのも、やむを得ない面はあるはずなのだ。

　いやむしろそれは、奇妙な境遇に育ってしまった者にとって、ある種の権利ではないか──などとさえ、子供のころの銀ぎん兵べ衛えは考えていた。

　我ながら浅はかとは思うが、仕方あるまい。

　実際その頃の銀兵衛はまだ、初等部の五年生。高等部二年となった今の彼女からみてさえ目を覆いたくなるような、ガキの時分である。

　つまるところ、いわばやんちゃ盛りのピークの時に、彼女は鷹たかノの宮みや秋あき人とと出会ったことになる。第一印象からして最悪であり、似たもの同士のニオイを嗅ぎつけて反発心を抱くに至ったのは、これはもう必然の流れと言うべきだろう。






　　　　＊







「初めまして、猿渡くん」

　ファーストコンタクトは転校翌日。

　確か算数の授業と体育の授業の間だったと記憶している。

「クラスの人たちから聞いたよ。頭がめちゃくちゃよくて、スポーツとかも何やらせてもすごいんだって？　よろしくね」

「…………
 」

　転校生の驚天動地の行動にクラス中が静まりかえる中。銀兵衛は億おつ劫くうそうな一いち瞥べつを彼に与えて、値踏みするように不ふ埒らちな転校生の瞳の色をうかがう。

　そのころの天てん想そう寺じ学がく院いん初等部、五年Ａ組における銀兵衛のポジションは、ひとことで言うなら神聖不可侵の存在だった。

　まず第一に、彼女は運動能力が高い。身長は百四十センチでおおむね平均値をクリアしていた上に、当時としては腕っ節ぷしもあれば持久力もあり、猿渡家に伝わる古武術も嗜たしなんでいたから、ケンカで彼女に敵かなう者は誰もいなかった。人間と動物のちょうど中間ぐらいに位置する小学生社会にとっては、ケンカの強さは絶対に近い価値観である──というのはいつの時代も変わらない。

　第二に、彼女は地元・京都においては知る人ぞ知る名家の出身だった。古い土地柄である彼かの地においては、家柄や出自は普通以上に重きを置かれる傾向がある。政財界に確固たる地位を築く猿さ渡わたり家の、それも跡取りの証たる銀ぎん兵べ衛え春はる臣おみの名を受け継ぐ彼女は、一目も二目も置かれていた。まして天てん想そう寺じ学がく院いんは、名門の子女がそろうことで有名な学舎である。猿渡の名が幅を利きかせるのはごく当然の流れだろう。

　第三に、銀兵衛はその容姿がきわめて神秘的だった。銀色の髪と緑色の瞳はまったくもって日本人離れしていたし、どこか達観した笑みは天界を追放された堕天使を思わせ、大人でさえ近づくのをためらわせるほどだった。どんな無遠慮な子供でも、当時の銀兵衛に興味本位やいたずら半分で近づこうとする者は皆無だったし、銀兵衛もまた意識して自らの侵しがたい雰囲気を演出していた。

　何より第四に、彼女は飛び抜けて頭が切れた。その頭脳を生かしてアメとムチを適当にばらまき、喜怒哀楽を適度に散らし、教師を含めたクラス全体を、ひいては初等部全体をさえ、精密にコントロールする統治力を備えていた。その力を学院全体にまで及ばさなかったのは、単にその必要がなかっただけである。授業を自由にサボって、より有用な勉学に時間を割いてもなお、誰からもクレームを受けない──その程度に影響力を行使できれば、それで十分だったのだ。
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　以上のことから、この学院において猿さ渡わたり銀ぎん兵べ衛え春はる臣おみに気安く近づくことは、仏ぶつ陀だと肩を組んで町を歩くがごとき無礼であり、いつ天てん誅ちゆうの雷が頭上に降ってきてもおかしくないほど不敬な行為だったのである。

（なんだこの男は）

　と銀兵衛も思った。

　普通は空気を読みそうなものである。クラスにひとりだけ明らかに異質な生徒が混じっていれば、もう少し用心してしかるべきだ。まして銀兵衛は、こういう馬鹿がなるべくヘマをしないで済むよう、わざわざそういう雰囲気を演出しているというのに。

（さて。何を考えているのかな彼は）

　畏い怖ふゆえに遠巻きにされているのを、いじめられているとでも勘違いして、手を差し伸べにきたのか？　いやまさか。そこまで頭がおめでたいタイプにはとても見えない。あるいはクラスメイトの悪戯いたずら者ものにそそのかされて、肝試しがてらに近づいてきたのか──そう、こちらの方がまだしもあり得そうか。銀兵衛の不興を買うのを承知で馬鹿な行為に及ぶお調子者も、ぜったいに居ないとまでは断言できない。

（いや。ちがうね）

　おそらく正解はこうだろう。

　この転校生は
 、猿渡銀兵衛春臣という人物の立ち位置を正確に理解した上で
 、こうしてあえて近づいてきている
 。

「あ。ちょっと？　猿渡くん？」

　無言で席を立った銀兵衛を、転校生があわてて追いかけてくる。自分を利用、もしくはおべんちゃらを使ってこようとする手合いに対しては無視で応じる。当時の彼女はそう決めていた。それでも懲りずに食い下がってくる相手に対しては相応の報いで応じる──これもまた彼女のルールである。

　そして転校生は、どうやら後者を選択する腹づもりのようだ。「おーい。待ってってば」などと言いつつ、しつこく追いすがってくる。

　銀兵衛は無視を続けたまま廊下を歩き、図書館に向かった。

　校舎とは別に独立して建つ図書館は、古い白塗りの木造建築で、そのころの彼女にとっては数少ない、好ましい場所のひとつだった。

　まずなにより、清潔かつ静粛さが保たれている。

　そしてたかが初等部の蔵書とはいえ、一生かかっても読み切れないだけの蔵書がそろっている。その気になればどんな書物からでも学ぶべきところはある、というのが今も昔も変わらぬ銀ぎん兵べ衛えのスタイルであり、当時の彼女は教室で過ごすよりもこの場所で時間をつぶすことの方がはるかに多かった。

「へえ。立派な図書館だね」

　転校生が感心しているのをやはり無視してドアをくぐり、適当な本を見繕って窓際の席に腰を下ろすと同時にチャイムが鳴った。定年間近の司書も慣れたもので、授業が始まっても図書館に居座る銀兵衛に一いち瞥べつさえくれない。

「いいの？　授業始まっちゃうけど」

　ちゃっかり向かい側の席に陣取りながら、転校生が訊きいてくる。

　そろそろ頃合か、と銀兵衛は嘆息した。億おつ劫くうではあるが重い腰を上げねばなるまい。

「腹芸は好きじゃないんだ」

　開いた本に視線を落としたまま、

「目的があるのならはっきり言いたまえ。聞くだけは聞こう」

「えっ？　ああいや、目的というほどのものはないんだけど……」

「何の目的もなく、ただいたずらに僕の貴重な時間をつまみ食いしているというのなら、そちらの方がよほど質たちが悪い、ということになるね」

　ここまで後をついてきて、なおかつ授業が始まっても戻る気配がないのはそういうことだろう。もしそうでないのなら相応の報いを覚悟したまえ──という意味を言外に込めたつもりだが、果たして伝わったのかどうか。転校生はちょっと面食らった表情をつくった後、にこやかな笑顔を示して、

「君と友達になりたいんだ」

　と言った。

「お断りだね」

　即答した。

「友人が欲しいのであれば、君がそこそこ得意であるところの上っ面の取り繕いで、いくらでもクラスメイトたちと仲良くなるといい。僕とは関わりのないところでやってもらう限りにおいては、何をしようと君の自由だ」

「むむ」

　とりつく島もない銀兵衛の反応をどう捉えたのか、転校生はしばし頭を掻かくそぶりをして考えてから、

「思ったよりもぜんぜん手て強ごわそうだなあ……猿さ渡わたりくん、君って本当に頭がいいんだね。いろんな人から君の話を聞いたけど、聞いてた話よりはるかにすごそうだよ。ほとんど話したこともない相手のことをそんな風に見透かしてくるなんてさ。周りの人たちはさぞかし君のことを扱いづらく感じてるんだろうなあ」

「これでも僕は、自分のことを寛容な人間だと思っている」

　銀ぎん兵べ衛えは、彼女にしては辛抱強く、

「自分に危害を加えない人間に対して、僕は危害を加えたりしない。だけど同時に僕は、自分に危害を加える人間に対しては決して容よう赦しやしないよ。そして残念なことに、そう極めて残念なことに、いま君は前者ではなく後者の立場にいるようなんだが……君にその自覚はあるのかい？」

「それはつまり、こうして猿さ渡わたりくんの貴重な時間を僕が潰つぶしてしまっている、ってことについて言ってるのかな？」

「…………
 」

　分かっているならさっさと消えろ、という銀兵衛の沈黙。

「弱ったなあ」

　ふたたび頭を掻かきながら、

「どうしてそこまで避けられるのか、教えてもらえると助かるかな。僕と君は初対面のはずだし、僕はただ君と友達になりたいと思ってるだけなのに」

「腰こし巾ぎん着ちやくを不用意につくってしまうと、思いのほか人間の集団における力のバランスはあっさり崩れてしまうんだよ」

　銀兵衛は投げやりに、

「僕の庇ひ護ごを受けることができれば、今後この学院での君の立ち回りは楽になる、それは理解するけどね。狭い社会の中でそれなりに上う手まく回っているシステムを、わざわざ壊そうという気にはなれないよ。ましてそのシステムを構築し、管理しているのが他ならぬ僕自身とあらばなおさらだ。別に僕は、ボランティアでもなければ慈善活動家でもないんだから」

「いや、腰巾着じゃなくて友達──」

「もうひとつ付け加えるとね」

　転校生の苦笑をスルーして、

「周囲が馬鹿にしか見えていない人間を、僕は信用しないことにしている」

「……周囲が馬鹿にしか見えていない人間、って僕のこと？」

「もちろん君だよ」

　僕自身もそうだけどね、と心の中で付け加える。

　腹の中で何を考えてるのか分からない要注意人物といえば、誰よりも真っ先に銀兵衛自身が挙がるのだ。猿さ渡わたり銀ぎん兵べ衛え春はる臣おみという自己を、彼女は誰よりも客観的に理解しているつもりだった。それゆえに、自分とご同類であると思おぼしきこの転校生に対してはつい評価が辛口になる。

「別に僕、そんなつもりはないんだけどなあ」

　そんな内心を知ってか知らずか、転校生はさらに苦笑を重ねて、

「なんせ他ならぬ僕自身が大馬鹿者だからさ、他の人のことをとやかく言える筋合いではないよ。……周りの人間に興味がない、っていう意味なら、確かに君の言うとおりかもしれないけどね。少なくともクラスの連中には、まともに付き合うだけの価値があるヤツがいるようにはみえなかった」

「…………
 」

　腹を割る気配に、銀兵衛は本のページからちらりと視線を上げた。

　それを見て転校生は破顔し、

「味方がほしいんだ」

　と言った。

「僕には何を優先させても果たさなくちゃいけない目的がある。その目的を果たすためには、今の僕じゃぜんぜん足りない。だからまず、僕は自分を育てなきゃいけない。自分を育てるためにいちばん手っ取り早いのは、自分よりレベルの高い相手と付き合うことだ。その相手が自分の味方になってくれればなおいいね。だってその方がより早く目的を果たせるからさ。……そこで君だ、猿渡くん」

　ぐいっと身を乗り出して、

「普通の人じゃないことはすぐ分かった。滅めつ多たに出会えるタイプの人じゃないこともね。こんな遠い土地に飛ばされてきて、最初は目の前が真っ暗になるくらい頭にきてたけど、捨てる神あれば拾う神ありって言葉は本当だった。君みたいに面白そうな人間に会えるなんて思ってもみなかった。僕は、どうしても君と友達になりたい」

「…………
 」

「とまあ、そんな感じなんだけど、どうかな？　腹芸は好きじゃないそうだから、素直に本音を言ってみたんだけど」

　と、にっこり笑って転校生。

　なるほど本音ではあるのだろう。笑顔の下から演技ではない必死さがにじみ出てくる。またよくよく見てみると、彼はひどく性根の素直そうな目をしていた。クラスメイトたちを検分し、選別するかのような振る舞いは、元からある彼の行動パターンではなく、むしろ慣れない振る舞いだったのかもしれない。

　ふむ、と銀ぎん兵べ衛えは心の中で頷うなずく。

　信用ならないという評価は変わらないが、この転校生。悪い男でもなさそうだ。

「──いいだろう」

「あ、本当？　友達になってくれる？」

「腹を割ったことに免じて、君のこれまでの行動は不問に付すよ」

　ふたたび本に視線を落とし、

「クラスの連中と教師たちには、君に対して良くするよう言っておく。それだけでも十分すぎるほど、君のここでの暮らしは快適になるだろう。何なら君の成績についても口くち利ききしてあげることができるけど、別に必要ないよね？　放っておいてもそこそこ勉強はできそうだ」

「えーっと、口利きしてくれる話はありがたいけど……友達になってくれる話は？」

「僕が君にしてやれることはここまでだよ」じろりとにらんで、「これ以上僕の手を煩わずらわせるつもりなら、それなりの覚悟はしてもらう」

「う。おっかないなあ」

　転校生は眉をハの字にして、

「分かったよ、今日のところはこれで十分だ。邪魔して悪かったね」

　方針が決まれば行動は早いタイプらしい。

　片手で詫わびるポーズをしながら席を立ち、急いで図書館を出て行った。今ならまだ学院に不慣れだということで、授業の遅刻は大目にみてもらえるだろう。あの男もその程度の計算はした上でここまでついてきたはずだ。

　ふう、と吐息をついて、銀兵衛は天を仰いだ。

　どうにも面倒なヤツに目をつけられてしまったらしい。

　その気になれば、今日のうちにあの転校生を除名処分にすることもできるだろうが、力をふるうにはそれなりの手順と根回しが必要になる。そんな面倒は願い下げだった。クラスの連中や同学年のほとんどの生徒がそうであるように、あの転校生が銀兵衛の手足、もしくは傀かい儡らいに収まってくれるのなら話は早いのだが、あの様子だとそうはいくまい。何が目的かは知らないが、あの男は何か強烈な信念に突き動かされて行動に及んでいるように見える。それも単純な利害関係ではない、もっと純粋な何かによってだ。

（まったく面倒な）

　たとえばある種の宗教家や慈善事業家がそうであるように、ああいう手合いはきわめてしつこい。おそらくはこの問題、ちょっとやそっとでは解決しないだろう──という予測を立て、さらにその予測がどう検討しても正しそうなことを確認して、銀兵衛は先ほどよりも大きなため息をついた。転校生の言っていた『目的』とやらにはいささかの興味はあったものの、いいかげん億おつ劫くうになってきて知ろうとする気力を失い、それっきりすっかり忘れてしまった。こののち何年も経たってから、彼女はそのことを大いに後悔することになるのだが……それはまた別の話である。
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　時に猿さ渡わたり家には、古来よりいくつもの風変わりなしきたりが伝わっている。

　女児が生まれた場合、その女児を七五三が終わるまでは男児として育てる、というのもそのひとつだ。猿渡家は長らく男児に恵まれなかった時期が続いたゆえ、たとえ女児しか血統に残らなかったとしてもつつがなく当主に収まることができるようにするための、いわば保険の意味合いがあるしきたりだ──とされてはいるが、いかにも後付けの臭いがする由来であると銀ぎん兵べ衛えは思う。

　それが証拠に猿渡家の家系をひもとけば、他人と大差ない血縁から当主を担ぎ出したこともあるし、あるいは素性も知れぬ家系から養子を引っ張ってきた形跡などもあるからして、建前はともかく、現実としてはそこまで直系の血筋にこだわっていることもないはずだった。そもそも血筋に絶対の価値を見いだすのであれば、ほぼ純血の北欧系である銀兵衛が次期当主として扱われていることからして矛盾する。まあ世の中に星の数ほどある他の風習と同じく、験げん担かつぎや縁起が中身を失って外殻だけが残ったものだろうが、これらの風変わりな因習をいまだに守っている事実こそ、猿渡銀兵衛春はる臣おみという少女のいわば神秘性を、無言のうちに形作っていたともいえる。

　少なくとも彼女の周りにいた人間は、ほぼ例外なくその神秘性に影響され、彼女を畏い怖ふすべき対象であると信じ込んでいた。宗教儀式じみた風習や傑出した見た目、明治時代の書生風の語り口などは、こけおどしにも値しない陳腐なギミックであり、少なからず意図的にやっていたところはあるにせよ銀兵衛自身は何の効果も期待していないのだが、それでもありがたがってくれるのならこれほど安上がりなこともない、のだが。

「ねえ猿渡くん」

　ほぼ例外なく、と但し書きしなければならない理由が、今日も目の前にいる。

　最初の接触から三日。

　それ以降、鷹たかノの宮みや秋あき人とは一日も欠かさず、それこそ例外なく、銀兵衛との接触を試みてくるのだった。

「…………
 」

　天想寺学園初等部、図書館。窓際の日当たり良好ないつもの席で。銀ぎん兵べ衛えは書物に目を落としたまま、転校生の声をなるべく意識しないで済むよう努めている。

「ねえ猿さ渡わたりくん、君の影響力って本当にすごいんだね。『君に対して良くするよう言っておく』って君が言ってくれたあの日から、周りの僕を見る目がすっかり変わっちゃったよ。たとえるならそうだね、神からのお告げを下々に触れ回る預言者みたいな気分だね、今の僕は」

「…………
 」

「いやほんとすごいよ。周りの人たちはみんな、何かと気をつかって話しかけてきてくれるし、授業のノートをまとめて見せてくれたりもするし、お昼ご飯まで僕に分けてくれようとするし。今日の放課後なんかは僕、他のクラスの顔も知らなかった人から遊びに誘われてるよ。それも別々のルートで三カ所から。いや、ほんとすごいね」

「…………
 」

「というか今日に至ってはハッキリ言われたよ。僕を通して君に対するご機嫌伺いをお願いできないか、ってね。いや、もちろん断ったよ？　君っておべんちゃらを使われるのが好きじゃなさそうだし」

「…………
 」

「いやほんと猿渡くん、君のおかげだよ。こんな風に上う手まいこと、それもあっという間に、この学校に溶け込めるなんて思ってなかった。ありがとうね」

　嘘うそをつきたまえ、と銀兵衛は思う。

　彼女の口くち利ききが大きな効果を発揮したのは事実だろうが、そんなものがなくてもこの転校生は自らの立場を、慎重かつ丁寧に築き上げることができただろう。そのことは、彼が転校初日に示した立ち回りの巧みさが証明している。

　むしろともすれば、銀兵衛の口利きは足かせになっていたのではあるまいか、とさえ思うのだ。銀兵衛が見るかぎりではこの男、当初は現在ほど目立つポジションに立つつもりはなかったはずである。それが今ではすっかり、銀兵衛の御用聞きみたいな役目になりおおせてしまった。出る杭くいは打たれるの法則は古今東西を問わず通用するし、転校してわずか数日の彼にとってはいささか性急に、三階級特進ぐらいの勢いで、踏むべき手順をすっ飛ばしてしまったはずである。

「ところでこの学校って、初等部でもクラブ活動が盛んなんだね。チェスとか将棋とかは全国レベルらしいし、野球なんかもリトルリーグ顔負けで強いって聞いたよ。あ、ところで猿渡くんは何かクラブとか入ってる？　もし入ってるなら僕もいっしょに入ってみたいな、とか思ってるんだけど」

　がしかし、この男はそんなことを一切気にした様子もなく、こまめに話題を探してはこちらに振ってくる。

　この学院において、こうして銀ぎん兵べ衛えとふたりだけで話していることの意味は十分に察しているだろうに、気負った様子も浮かれた様子もない。

「あーそっか、その顔だと何もやってないのかな。まあそうだよね、授業はほとんどサボって、小学生レベルの授業なんかより遙はるかに先のことを図書館で自習している君だしね、クラブ活動なんかに今さら興味はないか」

　転校したそばから運良く実力者＝銀兵衛に取り入ることができて、ちょっとばかり舞い上がっている──ということであれば、いっそ扱いやすいだろうに。あるいはイヤホンで音楽でも聴いていれば、この男がさえずる雑音を閉め出すことができるのかもしれないが、あいにくと銀兵衛はあまり音楽を嗜たしなまなかった。いやそもそも普段の彼女であれば、誰かが目の前でやかましくしていたところで集中を切らすことはないのに、

「ところでさ、今日学校に来る途中にいた猫の話なんだけど──」

「いい加減にしたまえ」

　さすがにそろそろ我慢の限界だった。

　もはや面倒だとか力の行使には根回しがどうのとか言ってられない。蜜に群がる羽虫が本能に従って動いているだけにしたって、羽虫なりの節度というものがあってしかるべきではないか。

「もう少し空気を読みたまえよ転校生。まさかそれができないわけでもないだろう？」

「あ、うん。ごめん。邪魔だった？」

「僕のこの顔を見てそれ以外の解釈を施ほどこせるのであれば、君はまったくもってたいした大物だろうさ。その場合はおそらく、君は人類と意思疎通の不可能な地球外生命体ということになるだろうからね、知り合いのつてをたどってNASAあたりに突き出してやる」

「いやあ。さすがにそこまで褒ほめられると照れるというか」

「褒めてなどいないよ。とにかく転校生、君は僕の貴重な時間をさっきからずっと無駄にし続けている。その行為を認識し、今すぐ改めたまえ。僕はもう君に対しては十分すぎるほどの便べん宜ぎを図はかっているはずだよ。それも何の見返りもなしにね。いったいこれ以上なにを求めるというんだ」

「うん。僕と友達になってほしいんだ」

「断る」

「えー、そんなあ。そんなこと言わずにさ」

「君となれ合うつもりはない。諦あきらめたまえ」

「でも猿さ渡わたりくんってさ、見たところ他に友達もいなさそうだしさ」

「それがどうした？　君に何の関わりがある？」

「いやー、友達いないならさ、僕と友達になろうよ。転校してきて何日か経たって分かったんだけどさ、クラスの中には仲良くなれそうな人はいても、友達になれそうな人はいそうにないんだよ。猿渡くん以外には」

「君の都合なんて知らないね。僕を巻き込まないでくれたまえ」

「えーでもさ、友達がいないと退屈じゃない？」

「僕は友達がいないんじゃない。友人と呼ぶに足る相手がいないんだ。もちろん世の中には尊敬すべき人間も、僕より能力の高い人間もいくらでもいるだろうがね、あいにくとそういった人間とは出会う機会がない」

「いやいや。そうでもないでしょ」

　と言って、転校生は図ずう々ずうしくも自分を指さした。

　それも満面の笑みで、である。

「…………
 」

「いやいやいや。ちょっと待って。そんな白い目をしないでよ」

　転校生はあわてて、

「そりゃまあ確かに、自分で言っちゃったのはアレだけどさ。でもそこまで大それたことは言ってないはずだよ？　意外にそこそこデキる人間だよ、僕」

「君がデキる人間かどうかなんて興味がないね」

「じゃあ確かめてみてよ」

「興味がないと言ってるんだから、確かめるための手間だって惜しいに決まってるだろう。馬鹿なのか君は」

「いやいや馬鹿じゃないよ。その証拠に、大した手間をかけることもなく僕という人間を確かめる方法がある」

「……その方法とは？」

「お試し期間として一週間でいい、僕と友達になろう。そうすれば僕が友達に値する人間かどうか、ある程度はわかるはずだろ？」

「…………
 」

「ちょっとちょっと。だからそんな白い目で見ないでってば。白い目を通り越してただの白目になってるよそれ」

　困り笑いで頭を掻かきながら、

「うーん、どうにも辛口の評価だなあ。腹芸が嫌いだとか言ってたからさ、なるべく本音をしゃべることにしてるのに」

「本音を晒さらすのと図ずう々ずうしくなるのとは別の問題だろう」

　銀ぎん兵べ衛えはちいさくため息をついた。

　たしかにまあ、このふてぶてしさが一種の才能であることは認める。怖いもの知らずなのもスキルのひとつには違いないだろうが、

「とにかく何度でも言うよ。僕は君と友人の関係になるつもりはない」

「えー。なんでだよー」

「なんででもだ」

「いやいやそれはないよ。じゃあせめて何でダメなのか聞かせてよ。そうじゃないと納得できないよ」

　なぜそんなことを聞かせてやらなければいけないのか、と舌打ちしながらも、銀兵衛の頭脳は自然とその答えを考えている。

　考えて、ふと気づいた。

　なぜ自分は、この男をここまで拒絶しようとするのか。

　無能な男ではないはずである。銀兵衛が実際に目の当たりにしたこの男の言動を分析するに、それはまず間違いない。取り巻きの連中などから集めた情報を総合しても、はじき出される答えは同じだ。むしろこの転校生が同学年であることを考慮すれば、これまで見てきた中ではもっとも有用そうな人物だろう。

　だとすれば、である。

　友達うんぬんはおいておくにしても、懐柔して手て懐なずけるぐらいのことはしてもいいはずではないか。現に少しばかり目端の利きく同学年の人間に対してはそうしている。硬軟織り交ぜて、上下関係をきっちり認識させた上で、よろこんで銀兵衛のために働くような同級生を何人もつくってきた。この転校生をそれらのひとりに加えることができれば、何かと役に立つはずである。将来のことを考えれば、有用な人材とのコネクションは可能な限り築いておいた方がいいに決まっているのに──

　考えても答えが出ず、いつになく愚鈍な自らの頭脳にふたたび銀兵衛は舌打ちした。

　その様子を見て転校生が微笑ほほえんだことにさらなる苛いら立だちがつのって、

「もういい。分かった」

「えっホントに？　ついに友達になってくれるって？」

「勝手な解釈を加えないでくれたまえ。分かったと言ったのは、そもそも土台からして間違っていたことに気づいた、という意味だ」

「？　というと？」

「そもそもこうして君の言葉に反応してやることからして僕のミスだったということさ。調子に乗せればつけあがる、という世の中の基本法則を、僕としたことがうっかり失念していたようだ」

「んんー？　ていうとつまりどういうこと？」

「…………
 」

「ん？」

「…………
 」

「え、あれ？　どうしたの猿さ渡わたりくん。黙って本に目を落としちゃってさ」

「…………
 」

「もしもーし。おーい？」

「…………
 」

「あ、ひっでえ！　さては僕のことを無視するつもりか!?
 」

　ご名答である。

　要するに空気としてあつかえばよいのだ。この男がピーチクパーチクさえずるのは確かに気にはなるが、適正に努力すればそこにいないものとしてあつかうことは造ぞう作さもないはず。猿渡銀ぎん兵べ衛え春はる臣おみにとって、さして困難な事業ではない。

「おいこらー。猿渡くーん。おーい」

「…………
 」

「おーいってば。返事してくれよ」

「…………
 」

「ひどいじゃないか無視なんて。そういうのはイジメだよイジメ。断固として僕は抗議するよ」

「…………
 」

「ふうん。そうなんだ。どうしても僕を無視するんだ。いない人間としてあつかうんだ」

「…………
 」

「ふふ、オーケーオーケー。そういうことなら僕にも考えがあるよ。君は僕をいないものとして、単なる空気としてあつかっている。だったら僕が君に何をしても問題ないよね？　そうだよね？」

「…………
 」

「じゃあ手始めに、くちびるに指を入れてほっぺたをぐいーんと引っ張ってみようか。それから目尻をセロテープでびろーんと伸ばして、ついでに鼻もブタみたいに──いやいや待って。冗談、冗談だから。いやほんとに」

　そんな真ま似ねをしたら命に代えても君を八つ裂きにしてやる、という殺気が伝わったのか、転校生はあわてて前言を撤回し、だけどすぐに余裕を取り戻して、

「いや、でも残念だね。とうとうバレちゃったわけだ」

「…………
 」

　何が、とは思ったものの努めて無視していると、転校生はニヤリと続けて、

「いやね、猿さ渡わたりくんは僕と友達になるのなんて真っ平ごめんだ、って言うけどさ。他の人を寄せつけない君が、こうして図書館でふたりだけで、それも授業をサボって抜け出してまで話をしているってのは、これはもうどうみても赤の他人なんかじゃなくて、けっこう仲のいい友達的な感じになっちゃってるんだよね、うん。君自身がどう思ってるかに関係なくさ」

「……っ!?
 」

「いわゆる既成事実をつくる、ってやつ。こうやって話してることが、すでに友達の範はん疇ちゆうに入ってるわけだよ。つまりまあ、猿渡くんは知らず知らずのうちに、すっかり僕の罠わなにはまっていたというわけで。ふふ、そうとも知らずに君は僕とこうして付き合ってくれて、いやーほんと、君って可愛かわいい人だねえ」

「…………
 」

「あー待って、そんなイラッとした顔しないで。ほとんど殺意になってるからそれ」

　あははと笑いながら席を立ち、

「じゃ今日のところはこれで。僕は猿渡くんとちがって、ちゃんと授業に出ておかないとまずいからさ」

　逃げるような足取りで、そのくせ余裕のある表情で、うっとうしい転校生は図書館から退出していった。

「……くそっ」

　苛いら立だちを吐き捨てて、銀ぎん兵べ衛えは読むフリをしていた本を閉じる。こんな心理状態ではただの一文字だって頭に入りはしない。

（どうにも調子が狂うな）

　あの転校生は、血管が切れそうになる一歩手前を見計らって、銀兵衛の感情の刃やいばをひらりひらりとかわしている。まったくもってはらわたの煮えくりかえることだった。見事なテクニックだと賞賛しなくもないが、やられる方はたまったものではない。

（落ち着け。僕らしくもない）

　心の中で言い聞かせる。認めたくはないが、今の自分はあの男に翻ほん弄ろうされているらしい。このまま主導権を握られるのは業ごう腹はらだし、何かしら対策を立てねばなるまいが……いや待て先走るな。あせって動けばむしろ相手の思うつぼ、まずは落ち着きを取り戻すこと、それが先決だろう。

　すーはー、すーはー。

　深呼吸ふたつ、それだけの間があれば十分だった。

　この程度のコントロールもできなければ、いみじくも猿さ渡わたり家の次期当主たりえることは不可能。現当主たる父が銀ぎん兵べ衛えを跡取りとすることを言明しているため、他の名門ほどは後継者争いに波風は立たないかもしれないが、猿渡家とて一門九族これすなわち猖しよう獗けつには違いなく、その中にあって今のポジションを保つのは並の修羅場ではないのだ。馬鹿にしてもらっては困る。

（そろそろ本気で考えないといけないね。あの男をどう処遇するのかを）

　そんなことを思いながら、銀兵衛は椅子に背を預け、まぶたを閉じた。気分転換と脳の活性化を目的として少しばかり仮眠を取ることは、科学的にも経験的にも有効性が証明されている。そうしてまずは態勢を立て直そう。すべてはそれからだ。

　ゆっくりと沈んでいく意識の中、心地よい午ご睡すいに身をゆだねる。目が覚めたらあの男に煩わずらわされないで済む世界に変わっていてくれないかな──などと、柄にもなく益やく体たいのないことを願いながら。






　　　　＊







「やあ猿渡くん。おかえりなさい」

　願いは聞き届けられなかった。

　その日、放課後。

　いくつかの所用を済ませて帰宅した銀兵衛を待っていたのは、見ないで済むなら何年か寿命が縮んでもいいとさえ思える男の顔だった。

「今日は遅かったんだね。何か用事でもあったんだ？」

「…………
 」

「いや、それにしてもすごい家だね。大名とか将軍とかのお屋敷並みだね。これじゃあ初めて来た人はぜったいに迷っちゃうよねえ」

「…………
 」

「とりあえず座らない？　そんな鬼でも殺せそうな顔してないでさ──わ、ちょっとちょっと!?
 」

　問答無用だった。

　ほとんど蹴り出すように屋敷から追い出し、お手伝いさんを呼んで塩をまいてから、荒い息をつきつつ考える。

　なぜあの男がここに？

　屋敷の所在地ぐらいはすぐに知れるとしても、そう簡単に中には入れないはずである。銀ぎん兵べ衛えの友人を名乗って何食わぬ顔で敷しき居いを上がった？　いやそれはない。猿さ渡わたり家のセキュリティはそこまでタガが緩んではいない。そもそも銀兵衛が友人を連れてくるような人間ではないことを、家中の者はみな知っているはずである。となると、まさか忍者のように忍び込んで不法侵入を果たしたとでも？　いやいやマンガではあるまいし。

　不可解な出来事に首をひねっていると、ほどなくしてその理由が明らかになった。

　何分も経たたないうちに転校生が舞い戻ってきたのである。

　それも、銀兵衛の父親を伴って。

「まいったなあ。ひどいじゃないか猿渡くん」

　頭を掻かいて苦笑しながらクレームを言ってくる転校生と銀兵衛の父親は、すでにして十分に打ち解けた後にみえた。

　不可解である。

　このふたりのどこにそんな接点があったのか──と考えて、自分のうかつさを呪いたくなった。そういえばちゃんと聞いていたはずではないか、この転校生の姓と名を。鷹たかノの宮みや家といえば猿渡家に劣らぬ名門、そのコネクションさえあれば父に取り入ることも決して難しくはあるまい。

「そんな怒らないでよ、猿渡くんに内緒で来たのは謝るからさ。大丈夫すぐに帰るよ、今日はごあいさつに伺っただけだから」

　と言いつつ、結果として転校生の滞在は数時間におよんだ。辞去しようとする転校生を父が引き留め、夕食の席に招待したからである。むろん、その席には銀兵衛も付き合わされることになった。名門の客をもてなすのにそれなりの饗きよう応おうをもってするのは当然にしても、今回ばかりは苦虫をかみつぶすのを抑えられない。

「ごちそうさまでした。今度はぜひ、銀兵衛さんも鷹ノ宮家にお呼びしたいです」

　拷問かと思えるほど長く感じた食事会が終わって、ようやくこれで一息つける──かと思えばそんなことはなかった。転校生を鷹ノ宮家まで送っていくよう父から申しつけられるに及んで、銀兵衛は今現在の運勢が大殺界のまっただ中にあることを確信する。もはや今日はそういう日なのだと諦あきらめて、じっとひたすら耐えるしかあるまい。

「ごめんね猿渡くん。今日は急に押しかけちゃって」

　黒塗りの車に揺られながら、転校生が手のひらを合わせるのを横目で見る。もはやクレームをつける気力もなく、銀ぎん兵べ衛えはなげやりに手を振って応じた。

（それにしてもこの転校生。油断ならないな）

　鷹たかノの宮みや家の看板がいかに効いていたにせよ、こうまでスムーズに事を運んでみせたのは評価に値する。如才なく父の歓心を得たことといい、銀兵衛の想像を一歩先んじた奇手に出ることといい、少なくとも優秀な詐欺師になれるだけの素質はあるだろう。

　そのことが分かったとして、さてどうするべきか。

　この転校生はどんな形で処遇するのがより有益で、より被害が少なくなるのか。

　もっとも手っ取り早いのは、やはり転校生の弱みを握ることだろうか。致命的なウィークポイントでも運良く見つかれば、あとはどうとでも無害化する自信はある。あるいはネガティブキャンペーンを展開し、転校生に対する父の評価を下げさせてみるか？　相手が鷹ノ宮だけに難しくはあるだろうが、何かしら細工をして転校生に悪意なり敵意なりを抱かせる、それができずとも転校生に対する関心さえ消せれば、銀兵衛としても後の選択肢が容易になる。いずれにせよ何かしら対策を──

「猿さ渡わたりくんって、お父さんと血が繋つながってないんだね」

「…………
 」

　じろり。

　車に同乗して以来、初めて転校生と目を合わせる。

「お父さんは生粋の日本人、って感じだけど、君は見た目だけで言えば北欧系の人と変わらないね。猿渡銀兵衛春はる臣おみっていう、いまどきあまり聞かない名前だし、なんだかすごく不思議な感じ」

「そういう家庭の事情に踏み込んでくるのは、鷹ノ宮の流儀か何かなのかな？　万が一にもそうであれば、中々にずいぶんな流儀に思えるけどね」

「あ。気を悪くしたならごめん」

　素直に頭を下げて、

「でもさっき、君のお父さんから直接聞いた話だから、たぶんあまり隠してるようなことでもないんだろうと思って。あとむしろ、そういうのを変に黙っているのも逆に失礼というか、人間関係的にはあまりいいことじゃないというか」

　銀兵衛は気づかれぬようにため息をついた。

　腹立たしいが理は正しい。事実銀兵衛としてもこの件に関しては、妙な誤解を招くよりは積極的に説明する方針を採っている。

「確かに君の言うとおりさ転校生。この見た目を見れば分かるとおり、僕と父との間に直接の血のつながりはない。でもそれと同時に、僕は歴れつきとした猿渡家の血縁でもあるんだ」

　いささか複雑な話になる。

　猿さ渡わたり家の跡取りである父の妻となったのは、猿渡家のごくごく遠い血縁にあたる女性だった。彼女は維新後に海を渡った分家筋の末まつ裔えいだったが、混血を繰り返した結果として彼女の外見は北欧人とほとんど変わりがなかった。

　つまりこの夫婦は一見すると『国際結婚をなさったのですか？』と問われること必至のふたりなのだが、実質上は親族同士の結婚になるわけだ。

　ここまででも十分にややこしいが、これはまだほんの序の口。

　結婚後、父と母はまずまず円満と言っていい関係を築けていたようだし、もうけたふたりの男児はいずれ劣らぬ聡そう明めいさを示していた。ここまではむしろ理想的な人生のレールを渡ってきたと言うべきだろう。

　が、苦難はその後立て続けにやってくる。息子ふたりが相次いで帰らぬ人となった上、ほぼ同時期に父が病を得た結果、不幸にも種をなくしてしまったのだ。

　その後の悶もん着ちやくは想像に難くない。平穏かと思われた猿渡家の跡目争いは一気に激しさを増した。子がないことにつけ込んで分家筋が無遠慮に口を挟むようになり、親族の主立った若い者は愚鈍ぞろいで使いものにならず、混迷を極めた後継者レースはいつ果てるともなく続くことになる──かと思われたころ、当主夫妻の間にふたたび新たな命が芽生える運びとなった。

　種なしの夫婦からどうやって子供が？──と誰もが首をひねる中、いざ生まれてきた女児は夫の血が混じっているとは到底思えない、ほぼ純血と言っていい白色系の人種であり、そこでまた一ひと悶もん着ちやくが起きようとしたところに出産の無理が祟たたって母がこの世を去り、そんな中で父の鶴の一声が下って、銀ぎん兵べ衛えは次期後継者の椅子に座ったのだ。合意や祝福とは無縁の、父が何も語らぬゆえ事の真相は未いまだに闇の中の、お家騒動の結末だった。

　何のことはない。

　自分の生き残りのためにも、己の存在価値を示すためにも、あるいは周囲の父母に対する風当たりをいくらかでも軽減するためにも、銀兵衛は平均以上に『出来のいい娘』でなければならなかったのである。

　それゆえ、というわけでもないが、いささかひねくれた人格形成を自らの生い立ちのせいにしてしまう傾向が銀兵衛にはあるのだが、

「そっか。大変だね」

　その生い立ちを誰かに同情されたいのかといえば、答えは否である。転校生の頷うなずきをきれいさっぱり無視しようとして、

「ちなみに僕も、鷹たかノの宮みや家とは何の血のつながりもないよ。単に養ってもらってるだけだから、養子縁組してるわけでもないけど。ついでに言うと、血の繋つながった両親は今はもういない」

「…………
 」

　その言葉に銀ぎん兵べ衛えは口をつぐんだ。

　思わぬ転校生の告白に驚かされたわけでも、彼の境遇に同情の念が湧いたわけでもない。むしろその逆、無性に腹立たしさがこみ上げてきたのである。あたかも自分の生い立ちを盾にして相手の口を封じるかのような行為は、いかにも卑ひ怯きようなのではないか──と銀兵衛は内心で鼻白んだが、自分のことを完全に棚に上げていることに彼女は気づかない。

「だってさ」

　銀兵衛の不機嫌な空気を察したのか、転校生は弁明するように、

「猿さ渡わたりくん、腹芸は嫌いだって言ってたでしょ？　だったらできるだけ隠しごと的なものはなくしておいた方がいいかな、って思ってさ。それにまあ僕としては、元から隠すつもりのないことだったし」

「……ふん、よくもぬけぬけと。確かに隠すつもりはなかったのかもしれないが、明かすタイミングをまったく計算していなかったとは言わせないよ。僕が生い立ちを語った流れを好機とみて、君もその尻馬に乗ってきたのだろう？」

「あはは。猿渡くんに隠しごとはできないなあ、やっぱり。いやご名答だよほんと、確かにチャンスだラッキーって思ったよ。このままついでに僕の身の上話もしておこうかな、ってさ。だって、それが流れ的にはいちばん自然だろうと思ったしね。付け加えるなら、奇襲にはそれに倍する奇襲で応じる、みたいな展開にするのも、わりと効果が高そうだったというか」

「ふん、別に驚きはしないさ。君がそういう姑こ息そくな男だということは、最初から分かっていた。それと何か勘違いしているようだから正しておこう。君はまるで自分の奇襲が成功したかのように語っているが、それは大いなる間違いだ。君の身の上に意外性があったことは認めるが、だからといって僕は──」

「でも嬉うれしかったよ。話してくれたこと」

　弁明をさえぎって、転校生が言葉どおり嬉しそうに笑う。

「なんかさ、やっぱ基本だと思うんだよね。最初は決して仲の良くなかったふたりが、お互いの腹の中を明かしあっていくうちに、いつの間にか友情が芽生えていく、みたいな展開はさ。いやいや王道だよね。アツいよね。猿渡くんってすっごいクールというか、クールが行き過ぎてちょっと怖いみたいなところもあるけど、ちゃんとそういうところもあったんだね、やっぱり」

「……君が何を言ってるのか僕には理解しがたいよ。今はそういう話をしているわけじゃない──」

「うんうん、いいねいいね。僕たちの距離は確実に近づいているね。うん、そろそろいい機会だと思うよ。最初から言い続けてきたことだけど、あらためてここで申し込むよ。友達になろう猿さ渡わたりくん。僕らはきっといい友達になれるはずだ。この先何十年でも付き合える、すごくいい友達同士にさ」

「…………
 」

　銀ぎん兵べ衛えは口を閉じた。

　いや、むしろ開いた口がふさがらない、と言った方がいいのか。

　前向きというか楽観的というか、自分の都合のいい方向に考えすぎだろうこの男。めげるとかへこたれるとかいう単語が載ってないのか彼の辞書には。

　もう何度目になるか知れないため息をつきながら、銀兵衛は考える。もともと気の短い方ではないはずだし、今回の件についてもずいぶん辛抱強く成り行きを見守ってきたはずだが……そろそろ堪忍袋の緒を切らしてもいい頃合いだろう。いや、むしろ大なたを振るうには遅きに失するくらいだ。

「転校生」

「うん。なんだいマイフレンド」

「…………
 。先日君に言った言葉を覚えているかい？　君に良くするよう、クラスの連中や教師たちに言付けておく、と言ったことを」

「覚えてるよもちろん。そのおかげでずいぶん助かってるからね。いやほんと、あれがあったからこそ、僕は何の苦もなく新しい学校に溶け込めた、って感じなわけで。君がわざわざ口くち利ききしてくれたあの件こそが、まさに僕らの友情の証であり、君が僕にくれた何よりの贈り物──」

「あの言葉は撤回する。たった今この時より、君は僕の庇ひ護ごから外れることになるだろう」

　きょとん、とする転校生。

　その表情に内心ほくそ笑む銀兵衛だったが顔には出さず、

「それだけではない。今後なるべく君には関わらないよう、通達を出すことにする。従って今後、君がこれまで恩恵を受けてきた様々な便べん宜ぎは、きれいさっぱり失われることになるね」

　もっと早くにこうしておくべきだった。思慮深さは自分の長所であろうが、優柔不断や拙遅は望むところではない。何を今日までこの男にかかずらってきたのか、今にして思えば理解に苦しむほどだ。

「それと今後は一切僕には関わらないでくれたまえ。これまでずっと言い続けてきて、君がずっとのらりくらりと無視し続けてきたことだが、今日これ以降はそういう曖昧さを認めない。僕という存在に接近する行為をすべてやめてもらう」

「……というと」

　転校生は車の天井を見上げながら一考して、

「今日みたいに君の家へ遊びに行くのとかも、ダメ？」

「だめだね」

「君といっしょに図書館で時間を過ごすのも？」

「だめだね。むしろこれまで黙認してきたことが間違いだった」

「君に話しかけるのも？」

「もう少し考えてから発言したまえよ。一切関わるなと言ってるじゃないか、君には日本語が通じないとでも言うのかい？」

「じゃ、物陰からそっと君を見守るとかなら、セーフ？」

　無視して、

「君は鷹たかノの宮みやの関係者でもあるし、温情により今回はこの程度の処分で済ませることにする。これでもなお僕の意に反することを続けるようなら、こちらにも考えがあるよ？　今回の警告を無視するなら、僕は全力でもって君に敵対することになるだろう。その時は決して容よう赦しやはしない。社会的な命脈だけでなく、物理的な命脈を絶たれるのを覚悟でやることだね」

「うーん……」

　ぽりぽり頭を掻かいて、しばしの沈黙。

　むろん、この程度で引き下がってくれる相手とは、銀ぎん兵べ衛えも思っていない。

「いや、それにしてもひどいなあ」

　案の定、転校生はへこたれない笑みを見せて、

「僕としてはただ、君と友達になりたいって言ってるだけなのに、それはあんまりだよ。冷たいよ猿さ渡わたりくん」

「あんまりだ、と非難するのであれば、その言葉はそっくりそのまま君に返そう。君の方こそあんまりじゃないか転校生。君と友達になるつもりなど毛頭ないと繰り返し言っているのに、どうして僕の意思を尊重してくれない？　ひどいと言うのであれば、君の方がよほどひどいはずだ。僕は君から恨みを買うようなことを何かしたのかい？　そうではないだろう？　いい加減に僕を面倒ごとから解放してくれたまえ」

「あはは。それを言われるとね、僕としてはぐうの音も出ないというか、ごめんねって謝るしかないんだけどさ」

　転校生は心底弱った顔はするものの、

「でもごめん。僕は、どうしても君と友達になりたい」

「残念だね。僕はどうあっても君と友達になりたくない」

　銀ぎん兵べ衛えは一蹴して、

「もう一度言うよ。これでもなお僕の意に反するようなら、君は周囲から完全に孤立し、この先の生活がずいぶんやりにくくなることだろう。僕は自分の手にしているあらゆる政治力やコネクションを駆使して、そういう方向に持っていく。一方でもし君が素直に僕の言うことを聞き、僕とは今後一切の関わりを持たないと誓うのなら、ひき続き君に対する便べん宜ぎを図はかることにする。今後の君は今までと同じように何の問題もなく、順調にやっていけるだろうが……どうかな？」

「僕がそんな簡単に諦あきらめる人間に見える？」

「いいや見えないね。やはり痛い目を見ないと分からないか」

　折良く車が停車し、運転手がドアを開けた。

　窓の外に目をやれば、猿さ渡わたり家と遜色のない門構えの広壮な屋敷が、夜の闇にずっしりと沈んでいるのが見える。

「着いちゃったね。続きはまた明日かな」

「…………
 」

　もはや返事をする気のない銀兵衛の様子を気にした風もなく、転校生は運転手に礼を言って車を降り、

「猿渡くん」

　ドアを閉じる前に振り返って、

「僕ももう一度言っておくよ。僕は、どうあっても君と友達になりたい。君と友達になることもできない程度の人間じゃ、どうせこの先の未来もないし。だから僕は諦めないよ。僕はこのことを、生きるか死ぬかと同じぐらいの問題として考えてるんだからさ。……まあ、君にしてみたらいい迷惑かもしれないけど」

　言いたいだけのことを言って、転校生は微笑ほほえみながら門の向こうに消えていった。

　口を利きくのも億おつ劫くうになっていた銀兵衛は、手振りだけで運転手を促し、家路を急ぐ。





　次の日。銀兵衛は言葉どおりのことを実行した。

　転校生に便宜を図るよう申しつけていた通達を取り消し、転校生と関わりを持たないことを奨励する布告を出したのである。

　効果はてきめんだった。

　転校生は登校してきた朝一番から孤立し、クラスの中では存在しない人間としてあつかわれることになった。銀ぎん兵べ衛えと最も近しい人間として一目も二目も置かれていた彼は、一夜にしていっそ鮮やかなくらいに、クラス内のカースト制における最下位ランクに没落した。誰からも話しかけられることなく、誰に話しかけても相手にされず、空気以下の存在におとしめられたのだ。

　普通であれば、これだけでも音をあげるに十分なはずである。前日までは銀兵衛の寵ちよう愛あいを受けているただひとりの人物として、下にも置かないあつかいをされていたのに、それが一夜にして逆転するのだ。大の大人であっても途方に暮れ、泣きべそをかくような状況であろう。

　がしかし、転校生もまた有言実行の男だった。度重なる警告や威嚇にもかかわらず、それどころか堪こたえた様子さえこれっぽちも見せず、相変わらず銀兵衛に話しかけ、銀兵衛のそばに可能な限り長くいようとするのをやめなかった。銀兵衛以外に友人などいらない、銀兵衛の他は友人になる価値のある人間などいない、と言外に示さんばかりの、それは揺るぎのない行動だった。

　銀兵衛はさらなる対策を講じた。何人かの腰こし巾ぎん着ちやくにボディーガード役を命じて身辺を固めさせる、転校生が近づけば暴力でもって排除する──原始的ながら最も効果的な、特定の相手を遠ざけるための手段。がしかし、この対策もまた不発に終わった。ボディーガードの壁に遮さえぎられ、弾はじかれながらも、それでもめげず、転校生はあの手この手で接近しようとしてくる。

　辟へき易えき、という表現がここまでふさわしい状況を、銀兵衛はかつて経験したことがなかった。おそらくこのまま状況が推移したところで、転校生は行動の方針を曲げないだろう。対処するためにはさらなる行動に出ねばなるまい。

　さて、しかしどうするべきか？

　転校生のしつこさはどうやら筋金入りである。対策を単純にエスカレートさせただけでは効果は薄かろう。もっと抜本的で、究極的で、それでいて問題の芯をずらせるような手段であればなおよいのだが……ゴキブリも裸足はだしで逃げ出すあの男のしつこさに、果たしてどんな手で対処すべきか。

　一晩かけて熟慮した結果、ひとつの結論にたどり着いた。

　翌日。銀兵衛は学校を欠席した。






　　　　＊







　逃げるが勝ちとはよく言ったものである。

　もとより銀ぎん兵べ衛えにとって、学校教育などは必ずしも必要なものではない。同級生たちは付き合う価値の薄い連中ばかりだし、小学校の義務教育レベルの学習要項はとっくの昔に修了している。曲がりなりにも毎日欠かさず通っていたのは、体面を取り繕うのが目的だったに過ぎない。皆勤賞にさしたる価値も認めてなかったから、適当な理由をつけて学校を休むことには何の不都合もなかった。

（もっと早くこうするべきだったね）

　自室で久しぶりに羽を伸ばしながら、銀兵衛はつかの間の解放感に浸っていた。物理的に距離を置いてしまえば、いかにしつこい転校生であれ、銀兵衛を煩わずらわせることは不可能になるだろう。むろん、たとえ転校生が見舞いを理由に猿さ渡わたり家を訪れたとしても前回のようにはいかない。決して敷しき居いはまたがせないよう家中の者に厳命してある。もし仮にそれで父と反目することになってもその時はその時だ。それだけ銀兵衛にとって、あの転校生は度しがたい存在となっていた。

（嗚あ呼あ……あの男のことを気にせずに済む時間とは、こんなにも清すが々すがしいものだったなんて！）

　布団の上でごろごろ転がるという子供じみた真ま似ねを自分に許すほど、今の銀兵衛は機嫌がよかった。自然とニマニマ笑いがこみ上げてくる。今ごろあの男がどんなしょぼくれた顔をぶら下げているかを想像すると、何年に一度あるかどうかの多幸感に包まれてしまって、銀兵衛は広大な庭にたまに紛れ込んでくる野良猫にいつもより多めのエサをあげた。いわゆるご祝儀、幸せのお裾分けというやつである。

　次の日も銀兵衛は学校を休んだ。前日ほどには浮かれた気分になれなかったものの、転校生の顔を見なくて済むという一点だけを取っても、いま現在の自分は恵まれた環境にあるのだと確信できる。溜たまっていた積ん読本を消化しながら、銀兵衛は静かで平穏な一日を送ることができた。

　そのまた次の日も銀兵衛は学校を休み、しかしこれまでのようにのんびり骨休めするというわけにはいかなくなってきた。何だかんだでクラスや同学年の頂点に立ち、それらの人間関係を管理しているため、苦情なり直じき訴そなり嘆願なりはひっきりなしに舞い込んでくるのである。管理者が現場にいないということで、統率が取れていた人間関係もタガが緩み始める傾向が見られる。監督役が不在な子供の集団などはそんなものだろうが、放っておくわけにもいかない。猿渡家の自室に籠こもりながらも、銀兵衛に課せられる雑務はほとんど寸刻みで増えていった。

　そして次の四日目。

　銀ぎん兵べ衛えはひどく苛いら立だっていた。

（なぜ僕がこんな真ま似ねをしなくちゃいけない？）

　こんな真似、というのはつまり、こうしてモグラのように屋敷に引きこもり、不自由きわまる生活を強いられていることを指しているのだが、

（おかしな話じゃないか。僕はそれなりに社会的な立場のある人間であり、その立場を得るために相応の努力もしてきた。ひとえにそれは、下らない連中の下らない雑音にうんざりしないで済むだけの力が欲しかったからのはずだ。それがどうだ今は？　ただひとりの男のために僕は行動の自由を束縛され、牢ろう獄ごくに叩たたき込まれた罪人とさして変わらない状況に甘んじている。こんな馬鹿な話があるもんか）

　軽い風邪をひいて学校を休むのを許された子供と、さしたる違いはない。順調に暇を消化できたのは最初だけで、初日や二日目の穏やかさが嘘うそのように、銀兵衛は自分の状況を持てあまし始めていた。

（何が悪かったんだ？　僕は何を間違えた？）

　順風満帆、とまでは言わずとも、まずまず無難ではあったはずである。

　一風変わった家柄に生まれつき、どうあっても目立つ姿形を親から受け継ぎ、いずれ打たれる杭くいになること確実な頭脳まで天から与えられた。

　がしかし考えてもみてもらいたい。誰もがうらやむ出生であろうし、事実そうなのかもしれないが、生まれもったものが大きければ大きいほど、背負わされる荷物も重いのが世の常。この歳に至るまで大過なく過ごすことができたのは、運に恵まれたことも多々あれど、何よりもまず銀兵衛の努力によるところが大きい。猿さ渡わたり銀兵衛春はる臣おみという、いわばＦ１のレースに出られるほどスペックの高い乗り物を乗りこなすには、ドライバーにもそれ相応の対価なり資格なりが要求されるのだ。

　その自分が、である。

　なぜたったひとりの男のために、それも自分と同年代の子供のために、こうまで苦労させられているのか。こうまで辛酸を舐めさせられているのか。

　こんなに思うようにいかない状況は生まれて初めてだ。人間誰しも天敵というものがいるのだ、という慰なぐさめで片付けられる問題ではないし、諦あきらめられるものでもない。その天敵が紳士的な距離感を保ってくれるならいざ知らず、まったくその逆であり、遠ざけても遠ざけても近づいてくるのだから始末に負えない。

　何よりも問題なのは、なぜこうまで歯車を狂わされているのかという根本的な理由を、いまだに理解できていないという点だ。原因が分からなければ対処のしようもない。対処のしようもないから、こうしてモグラのように引きこもるという、消極的な手段を採る他に選択肢がなくなってしまう。

　そう。なぜなのだろう？

　なぜ自分はこんな風に後手後手に回り、散々苦労させられているのか？

　猿さ渡わたり銀ぎん兵べ衛え春はる臣おみの長所は本来、フットワークの軽さと先制攻撃の思い切りの良さにあったはずなのに。今はまるで臆病な亀にでもなったように、ひたすら専守防衛に回っている。いや、回らされている。

　なぜ『実力で排除する』という、もっとも手っ取り早くて確実な手段を採らなかったのか？　それは負けたことになると思ったからだ。転校生はあくまでも真まっ直すぐに、『友達になりたい』という主張だけを旗印に、銀兵衛と接触しようとしてきた。それを実力で排除しようとするのは、いわば無邪気な子供に対して、大人が大上段から切って捨てるようなものであり、それでは自分の鼎かなえの軽重を問われることに──いやいや待て待て。なぜこんな思考法をしている？　なぜ、あたかも転校生との競い合いの結果が沽こ券けんに関わるかのように捉えているのだ？　邪魔者は排除する、ただそれだけが唯一必要なことであるはずなのに、なぜ？　その時点ですでに、何かしらの心理的劣勢に立たされてしまっていることを証明してしまっているのではないか？

　そうして混乱の内にありながら、銀兵衛はさらなる苦い事実に気づいてしまうのだ──転校生と距離を取るべくこうして引きこもっているはずなのに、考えていることはすべて転校生に関わることばかりだ、ということに。

　居ても立ってもいられず、銀兵衛は布団から跳ね起きた。このまま悶々としていたら、頭がどうにかなってしまいそうだ。

　江戸時代に造成された猿渡家の中庭は、当時の技術の粋を最大限に詰め込んだ逸品で、華美と質実剛健がほどよく混じった広壮さには定評がある。折おり悪あしく天は曇り空で、陽ひの光は分厚い雲に遮さえぎられてぼやけていたが、それでも開放感は十分であり、やさぐれた心をそれなりには癒やしてくれる。

　深呼吸し、身体のあちこちを伸ばしながら考える。

　どこで歯車が狂い始めたのかは分からない。むしろ事の初めから今に至るまで調子を狂わされっぱなしな気もするが、今となってはどうでもいいことだ。

　まだ負けたわけではない。それだけが肝心である。

　フットワークの軽さと先制攻撃の思い切りの良さもそうだが、粘り腰だって銀兵衛の真骨頂なのだ。必ずや態勢を立て直し、反転攻勢を成功させてみせ──

「やあ。ここにいたんだ」

　……まず、耳を疑った。

　次いでそれもあり得る話か、という妙な納得が湧いた。なにしろ猿さ渡わたり銀ぎん兵べ衛え春はる臣おみを空前絶後に手こずらせている相手である、むしろたった今この瞬間まで楽観していた自分が不思議なくらいだ。

「いやあよかった。バレる前に君を見つけられるかどうかは、正直賭けだったからさ。まだ僕にもちゃんと運が残ってるみたいだね」

　振り返ればそこにいる、堂々と不法侵入を示し唆さする同級生。顔も見たくない、名前を口にするだけでストレスの溜たまる、もはや不ふ倶ぐ戴たい天てんと形容しても差し支えないであろう、生まれて初めての天敵。

「父の口添えかい？」

　動揺はなかった。

　むしろこの瞬間、銀兵衛の身の内を占めていたのは、ずいぶん久方ぶりな気がする、そして彼女本来の持ち味であるところの、機械的なまでの冷静沈着さである。

「一応同じ手は食わないつもりで、今回はいろいろ手を打っておいたつもりなのだけど……僕の知らない裏技か何かで、それを乗り越えたのかな？」

「いや、割と力業というか、あんまり小細工っぽいことはしてないよ。君のお父上も何も関係してないし」

「そうか。だったらなおさら褒ほめてあげよう転校生。君自身の力量だけでここまでたどり着けたのであれば、それは見事なものだ。僕とてそれなりに今回は対策していたつもりなんだけどね……誑たぶらかしたのか、忍んできたのか、それともまったく別の手段を採ったのか知らないが、いすれにしても賞賛に値する事実だ」

「いやいや。運が良かっただけだよ」

「だったら賞賛ではなく絶賛に値するね。もし本当にたまたま偶然、単なるラッキーだけで目的を果たしたとするのなら」

　と言って銀兵衛は失笑した。

　失笑は余裕の証だ。今ここにいるのは、混乱し、右往左往していたさっきまでの彼女ではない。逃げ回り、追い詰められた末に腹を据すえた、窮きゆう鼠そ猫を噛かむを地でいく、戦う準備の整った一匹の獣だ。

「それで？　不法侵入を承知の上でここまで来たのは何の用があってのことかな？　また馬鹿のひとつ覚えのように、僕と友達になりにきたのかい？」

「いいや。ちがうよ」

　意外な言葉に一瞬、銀兵衛は虚を衝かれた。

　その主張をしに来たのでないならば、いったい何の用なのか？　何のためにリスクを冒してここまでやってきたと？　仮病の見舞いに来たとでもいうのか？

「ケンカだよ」

　と転校生は言った。

「ケンカをしにきたんだ」

「ケンカ？」

　理解しがたい発言に、ついオウム返しに訊きいてしまう。

「実を言うとね猿さ渡わたりくん。僕は最初から君にむかついていたんだ。君を一目見た瞬間から、今日までずっと」

　転校生の様子はいつもと変わらない。

　彼の標準の表情なのであろう、優しげで気弱そうな笑み。一見するとなよっとした、線の細い、それでいて一本筋の通った、若い竹を思わせる立ち居姿。

　そんな、銀ぎん兵べ衛えの知るそれと寸分違わない転校生の口が。銀兵衛の予想だにしなかった無遠慮な毒を、流れるように吐いていく。

「いつも澄ました顔。いつだって誰かを値踏みしている目つき。お上品だけど、ぜったいに誰も寄せつけようとしない猫みたいな歩き方。世の中の不幸をぜんぶ背負ってるみたいな暗い影──どれもこれもぜんぶ嫌いなんだ。君という人間からにじみ出てくるあらゆる成分が、僕をどうしようもなく苛いら立だたせる」

「…………
 」

「もちろん同族嫌悪だとは分かってるんだけどね。僕もね、やっぱりちょっと君と似たところがあるからさ。そう、たぶん猿渡くんも僕と同じだと思うけどね……最初のころ君から指摘されたことは外れちゃいない。周りのことが馬鹿に見えて見下してる、ってのはちょっと大げさだけど、レベルの低そうなやつらに興味がないのは事実だからね。そんな連中と付き合うのは人生の無駄だからさ……うん、そう。そのあたりの考え方はきっと君も同じだと思うけどね。そうでなけりゃ、君みたいに可愛かわいげのない人間がこの世に存在するわけがない」

「…………
 」

「だからさ。そろそろ決着をつけよう」

　首と肩をこきこき鳴らしながら、

「けっきょくのところ、最後はげんこつで決めるしかないんだと思うよ。世の中いつだってそうなんだ。人間ってやつはいつまで経たっても変わらないんだよ。ちょっとばかり頭が良くなって、そこそこ小ぎれいに身なりを整えて、訳知り顔で『世界が平和でありますように』って祈っても、やっぱり最後の最後にはそこに行き着くんだ」

「…………
 」

「逃げるならそれでもいいよ。いくらでもセキュリティは呼べるだろうし、何なら不法侵入で警察に突き出してくれたっていい。逃げるのもまた決着のうちだからね、戦いをなるべく避けるのも立派な戦術、戦略のうちだ。僕がそのことで猿さ渡わたりくんを恨むことはない。いやそもそも恨めるような立場にもない」

「…………
 」

「でもさ、ここは完全に君のホームグラウンドで、僕はどうひっくり返ってもアウェーなわけでさ。君はいくらでも助すけ太だ刀ちを呼べばいいし、負けそうになったらお父さんにでも泣きつけばいい。そうされても僕は何も文句を言わないよ？　こんなところまで力尽くで押しかけたんだから、それも当然だ。……でもさ、それでも売られたケンカを買えないなら、君ってやつの存在意義はいったい何なんだい？　負けないことは大切だと思うけど、ただひたすら負けないようにだけ生きるのって、そんな人生って、何が楽しいのかな？　自分はちゃんと二本の足で立って立派に生きてるんだって、胸を張って言えるのかい？　……いやちがうな。そんな複雑な話でもないんだよね、これは」

　と言って、転校生は頭を掻かいた。

　そうしてあらためて銀ぎん兵べ衛えに向き直り、小学校低学年レベルの算数の問題の解き方を懇切丁寧に教えているような口調で、

「簡単な話だよ。そもそも君は僕を、一発殴ってやりたいとは思わないのかい？　ハエみたいにしつこく付きまとってる僕の顔に、思いっきりグーをぶち込みたいとは思わないのかい？　僕はこんなに君を泣かしてやりたいと思ってるのに」

　すうっ、と。

　腹の底が冷えていく感じがした。

　恐怖？　いやちがう。

　怯おびえ？　いいやまさか。

　万物を凍いてつかせる、炎よりも激しい怒り。かつて経験したことのない、ブチキレの度合いがひどすぎて逆に笑ってしまうような、そんな激怒だった。

　けっきょくは踊らされっぱなしか──という苦さはある。

　が、それもいいだろう。

　幸か不幸か舞台は整ったのだ。かくなる上は存分に踊ってやろう。

　猿渡銀兵衛春はる臣おみとしてではなく、一匹の人間として。この場で死力を尽くし、あの転校生を二目と見られぬほどぼこぼこにしてやる。

「気をつけてね」

　空気を察したのか、転校生がひょいと肩をすくめて、

「小学生にしちゃそれなりだよ、僕」

　仕掛けた。

　この期に及んで後手に回る気はない。おそらく転校生の何百倍も、銀ぎん兵べ衛えの鬱憤は溜たまりに溜まっているはずだ。後の先を目もく論ろんで転校生をぶん殴るその瞬間を先延ばしにするなど冗談ではなかった。

　間合いは四メートルほど。

　ケンカの間合いとしては決して短くないその距離を、銀兵衛は二歩で詰めた。直立不動の姿勢からほぼ予備動作なし。猿さ渡わたり家伝来の古武道が、まさかこういう形で役に立つとは今日の今日まで思わなかった。

　崩ほう拳けんの要領で掌しよう底ていを放つ。

　鼻っ柱を狙った、十分に腰の乗った一撃。十歳そこそこの子供の技とはいえ、まともに食らえば大人でも地面をのたうち回ることになるだろうが、

「わぉ」

　一対一の徒手格闘において四メートルは長い。ましてケンカを売っている側からすれば余裕をもってかわせる初撃だ。転校生はひらりと右に体を流して掌底をやり過ごし、だが銀兵衛とてその程度は計算済みだった。

　左足が着地するのと同時、すぐさま行動に出る。滞空しながら左側に重心を移動させていた体は、苦もなく逃がした獲物を追撃にかかる。ほとんど直角に曲がるような軌道でステップ。強く踏み込み、姿勢を低くして、本命の胴タックルを、

「ッ!?
 」

　読まれていた。

　頭上から降ってくる強烈な肘ひじ打うち。クリーンヒットでなくても勝負が決まりうる、容よう赦しやのないこめかみへの一撃。

　判断は速かった。タックルを捨てて苔こけを敷いた庭の地面に転げ倒れる。クッション効果が期待できるとはいえ土台が無理な体勢だ、受け身を取り損ねた肩に刺すような痛みが走ったが無視、すぐさま跳び起きて間合いを取り、追撃に備える。

「古武道系かな、と思ってたのに」

　追撃はなかった。

　かわりに送られたのは率直な賞賛の声。

「すごいね。まさかタックルなんていう現代的な技で来るとは思わなかった。猿渡家には昔から伝わってる護身術みたいのものがあるって聞いてたから、てっきり君もそっち系だろうって思い込んでたのに」

「…………
 」

「実際、最初の一撃は古い技っぽかったもんね。古武道というよりもむしろ中国拳法のアレンジにも見えたけど、そのあたりは猿さ渡わたり家らしいよね。もともと古くから続いてる商家だって言うしさ。いや、それにしてもずるい。ほんとずるいよ。物理的なフェイントと心理的なフェイントの二段構えかあ。いや、まったくもってずるい」

　そのずるい攻めをあっさりかわした上に、えぐい反撃まで仕掛けてきたくせに何を言うか、と思ったが口にはしない。

（こいつ、できる）

　銀ぎん兵べ衛えの頭の中で最大級のアラームが鳴っている。あれだけ堂々とケンカを売ってくるからには相当に自信があるのだろうと踏んでいたが、どうやら予想をはるかに超えてあの転校生はやる
 ようだ。とはいえ転校してきて日が浅いことを考えれば、鷹たかノの宮みやの技というわけでもなかろう。何かの武道をたしなんでいるというよりは、存分にケンカの場数を踏んできた結果としての腕っ節ぷしのようにも見受けられる。

　何にせよ確実に言えるのは、父から手ほどきを受け、あるいはたびたび市し井せいの道場にも通って護身の腕を磨いてきた銀兵衛とあの転校生は、対等に渡り合うだけの力量を持っている、ということだ。たかが小学五年生のそれとはいえ、銀兵衛の実力はそこらの有段者よりはるかに上だというのに。

（どうする？）

　じり、じり、と間合いを寄せながら考える。

　どうやらこの相手、本気も本気、嘘うそ偽りなしの実戦モードだ。目突きや噛かみつきぐらいは平気でやってくるだろう。もとよりスポーツマンシップに則のつとった戦いではない、ルール無用は上等。あの転校生の顔面に一発入れてやりたい欲求は、もはや狂おしいまでに高まっていて、体力が尽きてぶっ倒れるまで暴れてやらねば気が済まない。

「どうしようね？」

　転校生が言った。

　その表情はいつもと変わらない穏やかな笑顔、だが瞳の奥だけは獲物を見定めた肉食獣のようにぎらぎらと粘りつき、いかにして銀兵衛を食い散らかしてやろうかと算段を巡らせている。

「なんかこのままいったら、どっちもただじゃ済まない気がしてきたけど。やめるなら今のうちだよ？　今ならぎりぎりまだ間に合うし」

　失笑が漏れた。何をほざいているのだろうかこの転校生は？　他ならぬ彼自身が誰よりも、『やめる気なんてさらさらない』と全身で主張しているくせに。

（なるようになれ）

　挑発に乗って踏み込んだ。

　同時。転校生も踏み込んだ。

　あいさつ代わりの前蹴りは潰つぶされたが計算のうち、反撃を狙ってさらに踏み込んできた転校生を迎撃するべく掌しよう底てい。回避しづらいように顔面ではなく胸板を狙ったが浅い、転校生はほとんど顔をしかめることすらせず、中指の背だけを突出した中なか高だか一いつ本ぽん拳けんで喉のど仏ぼとけを狙ってきた。急所への鋭い一撃だがこれは想定済み、右手で払いのけつつ半身になって勢いを殺し、転校生が重心を崩したところでケリをつけようとしたが、相手もそこまでヤワではなかった。ややバランスを崩しながらも、下方からすくい上げるようにして裏うら拳けん。その裏拳に対応しようとして銀ぎん兵べ衛えもまたバランスを崩し、必殺を期した腕刀の一撃は否応なく威力を殺がれ、

「痛ッ！」

「──っ!?
 」

　相打ち。裏拳が頬ほおにめり込み、腕刀が後頭部を叩たたきのめすが、どちらも浅い。お互いにたたらを踏むが踏みとどまり、間髪いれずに二の手を繰り出す。銀兵衛は横っ腹に膝蹴りを、転校生はこめかみに肘ひじ打うち。

　相打ち。

　これも浅い。ふたつのうめき声が漏れ、しかしすぐに雄お叫たけびにかき消され、銀兵衛の掌底が転校生のあご先へ、転校生の右フックが銀兵衛の頬ほお骨ぼねへ。

　相打ち。

　頭に血がのぼった。もはや冷静な技の組み立てなどおぼつかず、身体に染みついた稽古と敵てき愾がい心しんだけが、転校生を屈服させようと闇雲に暴れ回る。転校生もまた銀兵衛と同じく、闘争本能にのみ取りつかれた動きで拳や肘の雨をかいくぐり、止とどまるところを知らぬ戦意で応戦してくる。

「────
 」

「────
 」

　もはや言語はおろか、音にすらならなかった。

　打つ、撃つ、ひたすら撲うつ。

　防御の一切ない、ただ相手を暴力で泣かせようとする意志だけがある、名誉とも洗練とも無縁な、単なる殴り合い。

　まさしく子供のケンカだった。

　くちびるが切れ、鼻血が伝い、あご骨がゆがむ。

　殴る拳が悲鳴を上げ、酸素を求めて肺がきしみ、汗と唾液が地面を濡ぬらす。

　転校生は笑っていた。

　銀ぎん兵べ衛えも笑っていたかもしれない。

　このケンカを見ている誰かがいれば、そいつもきっと笑っていただろう。

　それほどに無様な、だけど精根を振り絞った殴り合いだった。

　これまでの鬱憤をすべて爆発させる、何万もの言葉を並べるよりも雄弁な、壮絶な果たし合いだった。

　あたかもそれは、宇宙開かい闢びやく以来の営みであるかのように、永遠に続くかと思われて──しかし実際にはせいぜい数十秒かそこらの出来事だったのだろうが。

　とある瞬間。わずかに銀兵衛が優位に立った。

　実力の差か運の差かは分からない。何発殴って何発殴られたのかも覚えていないのだから今さら分析のしようもないが、ともあれ、わずかながら、均衡の天てん秤びんが彼女の方に傾いたのは確かである。

　わずかとはいえ決定的だった。お互いにぎりぎりの限界点で死力を尽くしたケンカ、いったん傾いた流れを引き戻すのは容易ではない。

　転校生の顔に初めて焦りの色がにじみ、同時に銀兵衛は直感した。

　仕掛けてくる。

　何を？

　分からない。だけどおそらく、劣勢を一瞬でひっくり返せる何か、それも十中八九は卑ひ怯きよう卑劣に属する何かをだ。目突き？　隠し持っている暗器？　あるいは砂利を蹴って目つぶしでも？

　どれもちがった。

　顔面を狙って拳が伸びてくるがそれは囮おとり。本命の蹴り上げが毒蛇のように鎌首をもたげて迫ってくる──銀兵衛の股間を狙って。

　かわせるタイミングではない。

　逆転を確信し、転校生のくちびるが笑みに歪ゆがむ。

　それと同時、銀兵衛もまた勝利の確信に歯をむいて笑った。

　かわせなかったのではない。かわさなかったのだ。

　そしてかわさない分だけ、銀兵衛の拳には体重が乗った。

　恥骨のあたりに激痛が走る。が、耐えられない痛みではない。

　転校生の笑みが驚きに変わったその瞬間。フルスイングした正せい拳けんが顔面にめり込んだ。

　子供の拳とはいえ、完璧な呼吸で放たれ、クリーンヒットした一撃である。転校生はひとたまりもなく吹き飛び、地べたにもんどり打つ。

　──勝負あり。






　　　　＊







　ゴキブリ並みのしぶとさは、性格や行動だけではなく、身体の頑丈さにも反映されていたらしい。

　相当なダメージを負わせたはずの転校生がむっくり起き上がったのは、精根尽きた銀ぎん兵べ衛えがその場にへたり込んでからほんの一分ほどの後である。

「……ちぇ」

　きょろきょろと左右を見回し、ワンテンポおいて。転校生は状況を受け入れたらしい。

「負けたか」

　ぱたり。

　せっかく起こした上半身をふたたび大地に倒れ込ませて、

「そこそこ自信あったんだけどなあ……強いや、猿さ渡わたりくん」

　それはこちらのセリフだ、と銀兵衛は思った。

　まさか同年代の人間に、ここまでやれる相手がいるとは……正式な仕合だろうと道ばたでのケンカであろうと、同い年の敵に負ける気がしなかった彼女としては、安あん堵どや喜き悦えつよりも冷や汗が先に立つ。勝ちが転がり込んできたのは、たまたま今日はそういう日だったというだけ。薄氷の勝利を誇る気には到底なれなかった。

「つーか痛い。マジめっちゃ痛い。こんなに殴られたの生まれて初めてだよ。あーあ、ちっくしょう！」

　悔しそうに吠ほえ、もういちど起き上がって。

　しかしそのくせ、転校生の顔も声も、言葉とは裏腹にひどく明るい。

「口ん中血だらけだよ、血だらけ。歯、折れてるのかも」

「その程度なら御の字だろう」

　冷静に銀兵衛は指摘した。

　へたり込んで転校生をジト目で見み据すえながら、

「僕はおそらく拳をやらかしている。カルシウム過多な君の頬ほお骨ぼねをしこたまぶん殴ったおかげでね。当分は利きき手を使えなくなるだろう」

「そっか。それならまあ、一矢報いた、ってことでいいのかな？」

「好きに解釈したまえ。君が頭の中で妄想する分には、何をしようと自由だ」

「……むふふ」

　転校生が笑う。

　目を三日月みたいにして、いたずら好きの猫みたいに喉を鳴らして。

「……何だい気味の悪い。ぼこぼこに青タンをつくって笑っても様にならないだろうに」

「むふ、だってさあ」

　ぐへぐへぐへ、といよいよ度しがたい声を漏らしながら、

「とうとう念願かなって、こうして猿さ渡わたりくんと友達になれたんだからさ。これほど嬉うれしいことはないよ」

「……何を言ってるのか意味が分からないね。殴られすぎて頭がおかしくなったのかい？　いや、君の頭がおかしいのは今に始まったことではないが」

「これだけケンカしたら、後はもう友達になるしか道は残ってないんだよ」

　したり顔で、

「落ちるところまで落ちたら後は上るだけ、って理屈と同じでさ。こんな風にまったく遠慮なく殴り合って、お互いにひどい顔になっちゃった後は、仲良くなる以外の選択肢は残ってない、ってもんなんだよ。世の中そういう風にできてるんだ。少なくともこの国の文化においてはね」
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「ふん、マンガかアニメの見すぎだね。さんざん殴り合って『なかなかやるな』『お前もな』みたいな調子でやりたいのだろうが、そうは問屋が卸すもんか。僕は君となんか友達にはならない」

「なるとかならないじゃないんだよ。もうとっくになってるんだ。僕と猿さ渡わたりくんは、誰が見たって疑いようのないくらいの友達にさ」

「納得いかないね」

　銀ぎん兵べ衛えは食い下がり、

「君は言ったじゃないか転校生。僕のすべてが大嫌いで、僕を一発殴ってやりたくて仕方がないのだと。僕だって同じさ、君のことは最初にひと目みた瞬間から気に食わなかったし、君のことを殴ってやりたくて仕方なかった。そんな僕らがもし万が一にも友達になったとして、ぜったいに良好な関係は続かないだろう」

「僕はそうは思わない」

　転校生が笑いを引っ込める。

　これまでとは一転、真しん摯しでひたむきな、誠意と真実だけで編まれた声で、

「腹も立たない相手を、ムカついても殴ってやりたいと思えない相手を、仲なか違たがいしてもケンカさえできないような相手を、友達なんて呼べるもんか。これだけド派手に殴り合ったんだ、少なくとも君にとって僕は、殴りたいと思うだけの価値はあった、ってことだよね？　それで十分だし、それ以外には何もいらない。僕と君は、りっぱな友達同士だ」

「…………
 」

　思う。

　生まれてこの方、銀兵衛には友達と呼べる人間はひとりもいなかった。

　それはひとえに、銀兵衛自身が周囲を見下し、自分の周りに壁を張り巡らし、他人の進入を決して許さなかったからだが──そもそもこれまで、猿渡銀兵衛春はる臣おみと友ゆう誼ぎを結ぼうと望んだ人間がいただろうか？

　腰こし巾ぎん着ちやくになるのを望む者、あるいは銀兵衛を利用しようとする連中は腐るほどいた。だがしかし、本当の意味で友達になろうと申し出てきた人間が果たしていたか？　これほど愚直に、殴り合いも辞さない本気さで銀兵衛に向かってくる男が、かつてひとりでも存在しただろうか？

　そもそもあの男は、一度たりとも鷹たかノの宮みやの名を笠かさに着て友情を迫ってくることがなかった。おそらくは彼にとって、そのルートこそがもっとも手っ取り早く成果を得られるものだったろうに。銀ぎん兵べ衛えだって、もしそう来られていたなら簡単だったのだ。上っ面の友情だけを示し、鷹たかノの宮みやとのコネクションだけを確保して、適当にあしらっておけばいいだけの話なのだから。

（ふん……）

　おそらく折れているであろう、右の拳に目を落とす。

　こんなリスクを負わずとも、いくらでも対処できる方法があった。なぜ自分は、およそ考え得る限りの最悪な手段で、転校生の脅威を対処しようとしたのか？

　答えにはもう、さすがに気づかされていた。

　ここまできて気づかないのであれば、転校生のことを馬鹿だの愚ぐ図ずだの言える筋合いではあるまい。

「転校生」

「うん。なに？」

「君と出会ってからこの方、僕はずっと君のことを考えていた。君という存在をどのように捉え、君という人間をどのようにあつかうべきかをね」

「うんうん」

「その最終的な結論が、今ようやく出たよ。ずいぶん長いこと時間が掛かってしまったように思えるけど、僕にとっては人生の一大事だったんだ。なにしろ僕が生まれて初めて出会った、天敵と呼ぶべき相手に対する処遇だからね」

「うんうん、そっかそっか。いやそうだよね、当然だよね。天敵とか呼ばれるのは僕にとっては心外だけど、でもそれだけ君にとっての僕の存在が小さくなかったってことだもんね、僕としては歓迎しなくちゃいけないね。いや、でもいいんだ、なんだかんだで最後にはこうして友達に──」

「僕は、君とは友達にならない」

「……ええええ
 ～!?
 」

　ぱたり。

　三たび転校生がひっくり返る。

「ちょっとちょっとちょっと、本気の本気で言ってんの!?
 　なんてこった、これだけやってもまだダメかあ。本気の本気で手て強ごわいなあ君は。いやもう手強いというか、ひたすら頭が固いというか、下手すりゃひょっとして日本語通じてないんじゃないかというか。いや、でもいいよ、僕はぜんぜん問題ない、まったく気にしてない。いや気にしてないのは嘘うそだけど、でもめげてないのは本当だよ？　前にも言ったけどさ、僕はどうあっても猿さ渡わたりくんと友達になりたいし、君と友達になることもできないようじゃ、どうせこの先はお先真っ暗なんだ。これからもあの手この手を使って君と──」

「人の話は最後まで聞きたまえよ」

　呆あきれつつ、

「僕には友達なんて必要ない。誰かと代わりの利きくような、ちょっと距離が離れればすぐに疎遠になってしまうような、そんな相手は願い下げだ。僕に必要なのは、僕が本当に欲しいのは」

　真しん摯しさとひたむきさと、誠意と真実だけを編み込んだ声で。

　銀ぎん兵べ衛えは言う。

「何があっても決して関係の毀こぼたれない親友だけだ」

「……親友？」

「鷹たかノの宮みや秋あき人と。君が僕の親友になりたいと望むのであれば、君は常に試され続けることになるだろう。友情とは、信頼関係や互助関係である以上に、切せつ磋さ琢たく磨まする鎬しのぎの削り合いだと僕は思っている。そのうえ仮にも、この猿さ渡わたり銀兵衛春はる臣おみの親友になろうというんだ。そんじょそこらの手間暇でその関係を維持できると思ったら大間違いだよ。親友になったからにはこの先ずっと、一生、僕は君の親友で居続ける。僕は我ながら面倒な性格をしているからね、きっと君はさぞかし多くの苦労を経験するだろう。僕と親友になったことにうんざりすることも一度や二度ではないはずだ。だけど僕はその見返りとして、君を決して後悔させないだけの友ゆう誼ぎを結ぶと約束する」

「…………
 」

「もういちど訊きくよ秋人」

　ふう、と一息。

「君は本当に、僕の親友たり得るのかい？　僕に失望せず、僕を失望させないだけの存在であり続けてくれるのかい？」

「……親友？」

　ぽかん、とした表情で転校生が、知恵の足りない人みたいに、

「誰と？　誰が？」

「猿渡銀兵衛春臣と鷹ノ宮秋人が、だよ。他に誰がいる？」

「…………
 」

「秋人？　聞いてるのかい？」

「…………
 」

　しばしの間。

　そして。

「いいいいいい
 やっほおおおおおおおおおぉぉぉぉぉぉぉ
 ！」

　雄お叫たけびが上がった。

「きたきたきた、やっときたよこの野郎！　おっしゃおっしゃおっしゃ、いいいやっっほおおおおおお
 う！」

　跳びはね、腕を振り回し、足を蹴り上げ、背筋をふるわせる。

　なるほど歓喜というのはこういうものか、と銀ぎん兵べ衛えは思った。喜びが一定値を超えてしまうと、人間はあっさり壊れてしまうものらしい。悲しみや怒りが人を壊してしまうのと同じく、過ぎたる喜びもまた、きっと毒なのだ──ほとんどのたうち回るように全身を躍らせる『親友』を眺めながら、銀兵衛はひとつ賢くなった気がした。

　そうしてそれと同時に、身持ちを崩すほどの歓喜をもたらした自分が少し誇らしくもあり、憎たらしいぐらい余裕ある笑顔を崩さなかった秋あき人とが、こうして屈託ない姿を見せていることが、思いのほか可愛かわいらしく思えることも知って、

「あ」

　不意に親友が動きを止めた。

　止めただけでなく、みるみるうちにその表情が萎しおれていって、

「なんだい？　何か問題でも？」

「あーいや……」

　気まずそうにほっぺたを掻かきながら、

「さっきのケンカだけどさ。つい夢中になって本気出しちゃってさ」

「それが何か？　僕だって本気の全力で君を叩たたきつぶそうとしたけど」

「うん、でもさ。ちょっとばかりさ、仁じん義ぎに外れることをやっちゃったかなー、って思ってさ。これから友達になろうとしてる相手にすることじゃなかったかも、って」

「お互い様じゃないかそんなのは。僕も君もお互いに全力を出し尽くして、ほとんど殺すつもりで殴り合って、その結果こうして和解した。昨日の敵は今日の友、という言葉は、まさにいま使うためにあると考える次第さ」

「それでもさ、人としてやっちゃいけないこと、ってのがあると思うんだよね」

　秋人の表情は、ほとんど沈鬱と呼んでいいものに変わっている。

「いや、むしろ男としてやっちゃいけないこと、っていうかさ。うん、やっぱ仁義だよ。仁義に外れることを、僕はやってしまった。同じ男として恥ずべきことだ。猿さ渡わたりくんはどうやら他人より頑丈にできてるみたいだから、よかったのかもしれないけど。いや、それでもやっぱりあれはよくなかった」

「…………
 ？」

　どうにも何を言っているのかよく分からない。

　分からないというか、何か根本的なところでかみ合っていないような気がする。およそ普通に考えればありえないような、滑こつ稽けいを通り越していささか悲劇的とさえいえる、何かについて。

「あのさ、猿さ渡わたりくん」

　ほとんど土下座して詫わびるぐらいの態で、お仕置きを受ける直前の犬みたいな上目遣いになりながら。

　親友となった転校生は、おずおずと、聞き取れるか聞き取れないかの小さな声で、

「股間。だいじょうぶだった？」

「…………
 。は？」

　意味を飲み込むのに数秒かかった。

　そして秋あき人との言った言葉をかみ砕き、消化し、身体の隅々まで行き渡るにおよんで。そういえば自分が女であることを一度も言ったことがないことに、そのとき遅まきながら気づいたのだった──。






　　　　◇　　　◇　　　◇







　あれから六年が経たった。

　現在に至るまで連綿と続くボタンの掛け違いの、そのいちばん最初のシーンを思い出して、銀ぎん兵べ衛えの心に苦いものが去来する。

　今となっては後の祭りだが、あの日にすべてが始まり、あの日にすべてを誤ってしまったのだろう、やはり。

　確かにずっと男の格好はしていた。姓名も男のそれにはちがいない。当時は身長も低い方ではなかったし、髪だって今より短かった。第二次性徴も始まるか始まらないかの境目だった、というのも事実。自分から申告しようとしなかったのも間違いない。

　でも、それにしても、である。

　あらゆる事情を考慮したって、やっぱり気づいてくれてもよかったのではないか、と思わずにはいられない。他のクラスメイトたちはちゃんと知っていたのだし、席順だって男女に分かれていたわけだし、ヒントはいくらでもあったはずなのだ。あのころ授業をサボりまくっていたことが今さらながらに悔やまれる。せめて体育の授業にさえ出ていれば、きっとここまで苦労することはなかったに違いない。

　ともあれあの日以降、秋人が自分のことを女あつかいしてくれた例ためしは皆無に等しい。

　一生をかけての親友同士になる、という誓いに関してこそ、いくつかの例外を除けばきちんと果たしてくれているのだが、それはむしろマイナスの効果ばかりもたらしているのかもしれない──と銀ぎん兵べ衛えは思う。出会った当初の反発が好意の裏返しであったこと、それも男女間の意味での好意であったことに気づいた今となっては、その思いもひとしおなのだった。

　が、そのことはもうよかろう。

　蒸し返しても仕方のない話だ。反対する父親をどうにか丸め込み、ほとんど着の身着のまま、裸一貫に等しい状態で見知らぬ町までこうして上京してきたのだ。もはや過去を振り返っても詮方ない。今はもう、ただ前だけを見み据すえて突き進むしかない。





「姫ひめの小路こうじ秋あき人とくん。わたくしをあなたの彼女に──」

「聞いての通りさ。あんたの愛するお兄ちゃんは、今日からあたしの可愛かわいい男に──」

「勝手なこと言わないでください二人とも！　生まれた時からこの方ずっと、お兄ちゃんはわたしのお兄ちゃんなんです！　とっくに予約済み、いいえ売約済み──」





　ましてや今は火急の事態である。目の前で姫小路秋人が見知らぬ女子たち、それも器量抜群の美少女たちに囲まれて、惚ほれた腫れたの沙汰におよんでいるのを目の当たりにしては、決意が炎のように燃え上がるのも当然だった。

　四月七日、始業式当日。

　着慣れぬ制服を着て、見知らぬ土地の学舎に転入生として立っている銀兵衛は今、まさに臨戦態勢にある。彼女が常に隣にいたから表面化こそしなかったが、初等部においても中等部においても、確かに秋人の女子人気はずば抜けていた。それは認めざるを得ないし、転校した先で同じ光景が繰り広げられることも予測はしていたが、しかしそれでもこんなハーレム状態は想定外だった。すぐにでも対応しなければ、過ぎた六年間が天国に思えるほどの煮え湯を飲まされることになるだろう。





「勝手なこと言わないでください二人とも！　生まれた時からこの方ずっと、お兄ちゃんはわたしのお兄ちゃんなんです！　とっくに予約済み、いいえ売約済みなんです！　今さら出てきてそんな話をしたって通用しな──」

「何言ってんだ？」

「何を言ってるの？」

「彼とあなたは血のつながった兄妹なんでしょう？　事の初めから数のうちに入るはずもないでしょうに」

「お前さんが兄貴のことを大事に思ってるのはわかる。だがこういう話に首を突っ込むのは筋違い、ってもんじゃないのかい？」

「そ、そんなことありません！　わたしとお兄ちゃんの愛はそんな程度じゃ──」





　ひとつ深呼吸して心を整える。

　ここから先はきっと、これまでに数倍する困難が待ち構えているはずだ。

　親友の、さらにそのまた先の関係にたどり着くためには、恋愛関係に関しては致命的に弱い自分にとって、修羅が征いくそれに等しい道を歩まねばならないことだろう。

　むろんそんなのは百も承知。

　相手が誰であろうと関係ない。ただひたすら、自分の欲するところに従って、望む結果をもぎ取ってみせるまでだ──かつて天敵だった親友がそうしたように。

　さあ。

　本当の勝負はこれからだ。





「ちょっと待ってくれないかな」

　かしましくひとりの男を取り合う恋敵三人の間へ、割って入るように。

　猿さ渡わたり銀ぎん兵べ衛え春はる臣おみは宣戦布告の声をかける。

「そういう話をするのであれば、ぜひ僕にも一枚噛かませてもらえるかい──」






あとがき











　こんにちは、鈴すず木き大だい輔すけです。『お兄ちゃんだけど愛さえあれば関係ないよねっ』の八巻をお届けいたします。





　早いもので、この八巻が世に出るころにはもうアニメの放映が始まっております。あとがきを書いている時点ではまだ、第一話の完成バージョンは手元にありませんが、視聴された感想など聞かせていただければ幸いです。





　それと八巻のピンナップですが、今度はちゃんと忘れることなくありさを登場させることができました。それもけっこうおいしいシーンで登場させることができたので、これで少しは前回のお詫わびになったかなと。ほんとスマンかったありさ。





　八巻の内容についても少し。

　最近だんだん出番の増えてきた銀ぎん兵べ衛えですが、今回のエピソードは彼女のルーツに触れるものになっています。七巻のラストにおいても大胆な行動に出た銀兵衛ですが、果たしてその行動が学生寮の仲間たちにどんな波紋を投げかけるのか──夏休み編の続きとなる九巻にどうぞご期待ください。





　さて今回はあとがきのページが長めに取ってありますので、たまには趣味の話でも書こうかと思います。

　もともと鈴木はお酒が好きでして、古くは焼酎に、さらには日本酒にハマッたりしていたのですが、近ごろはウイスキーなどのハードリカー系やリキュール系に凝っていまして。目についたもの、気に入ったものを片っ端から買い集めている状態です。

　数えてみたら、そろそろ瓶の数が二百を超えそうになってました。

　瓶を収容するスペースがどんどんなくなっていって、今では本棚が酒瓶で占領されている状態です。もともと本棚を占めていた数々の書籍は、その半分以上を処分する羽目になりました。作家なのに。

　金も掛かるし蔵書も減るという、なかなかにコストの掛かる趣味ですが。これが非常に楽しい。二百本の酒瓶がズラリと並んでいる様は、見ているだけで心が躍りますし、酒瓶を眺めながら『今日はどの酒を飲もうかな……』なんて迷っている最中は、間違いなく人生における至福の時であります。

　いまいち理解できん、という人は、自分が王様になってハーレムを所有しているところを想像してみてください。後宮に住まう数多の美女たち、その中から誰を夜よ伽とぎの相手に指名するかはあなたの思うがままであり、後宮の華が足りないと思えば外部から新たな美女を調達してきて花園の列に加えることもできる──ほら、なんだか楽しそうじゃありませんか？　しかもハーレムを作るよりずっと安上がりで手間も掛かりません。いいことづくめです。

　というわけで、今日は我がハーレムの中から選りすぐりの美女を紹介したいと思います。なにぶんお酒の話ですので未成年の方にはさっぱりかもしれませんが、そこはご容よう赦しやくださいということで。






　　　　＊







ボウモア29
 年（ダンカンテイラー社　ピアレスコレクションシリーズ）





　スコットランドのアイラ島にある、有名な蒸留所のウイスキーです。

　テレビなどでもちょくちょく紹介されるので、名前を聞いたことのある方は多いかもしれません。こちらは世に生まれてから29
 年が経過した、けっこう古いお酒になります（ちなみにウイスキーは、主に大麦を使って作るお酒です。味はぜんぜん違いますが、原料はビールとほとんど一緒です）。

　基本、アイラ島で生産されるウイスキーは、煙や消毒液っぽい香りが特徴で、その個性がファンに人気だったりします。ボウモア蒸留所もその例に漏れず、煙と消毒の香りがする、少々クセのあるウイスキーを多く生産しています。

　ところが不思議なことに、主に80
 年代に生産されたボウモアに限って、俗に『パフューミー』と称されるラベンダー様の香りが強く出る、という傾向があります。鈴すず木きはこの『パフューミー』なボウモアが好物でして、何本か自分のハーレムにも加えているのですが、中でもこの29
 年ものがお気に入りです。他の80
 代モノよりも全体的に落ち着きがあって、なおかつテクスチャーが複雑で奥行きがある──気がします。個人的には今のところボウモアの最高傑作です。

　ちなみにいわゆるシングルカスク・カスクストレングスと呼ばれる、ごく少数のロットで生産しているウイスキーですので（世界で２１８本のみ）、まったく同じものを手に入れるのは困難かと思います。ウイスキーに強いバーを根気よく探すか、近い年代のボウモアを探してみるか……いずれにせよなかなか出会う機会には恵まれないかもしれませんが、きっと味わった人に感動をもたらしてくれると思います。





レジェンドオブキューバ





　長熟のラム酒。

　拙作『鳩はと子こさんとラブコメ２』のあとがきでも触れていたラムがこれです。正確なビンテージは不明ですが、キューバ革命以前に蒸留されたラムとのことですので、ざっと50
 年オーバーの古酒ということになります（ちなみにラムはさとうきびから作った、アルコール度数の高いお酒です）。

『鳩子～』のあとがきに詳しく書いてありますが、このラムはいろんな曰いわくのついた、ロマン溢れるお酒でして。味云うん々ぬんよりもぶっちゃけ、お酒にまつわるエピソードに惹ひかれて買った側面が強いです。

　ちなみにこれを買った際は、『なんかすごい酒を手に入れた！』ということで、仲間の作家を何人か集めて試飲会を開いたのですが。みんなの反応は割と微妙なものでした。実を言うと僕の反応も微妙なものでした。悪くはないんだけど期待してた味とはちょっとちがう、みたいな。

　まあでもお酒というものの半分はロマンで出来ています。時として味以上に、その由来や経歴が重要視されるもの。味はイマイチだったけど酒にまつわるロマンは十分に楽しめたし、まあ別にいいか……みたいな感じで、試飲会以降は棚の奥に仕舞って放置しておいたのですが。

　先日ふと思いついてもう一度このラムを飲んでみたところ、あらびっくり、最初に封を開けた時とはぜんぜん印象がちがう。細やかで複雑で薫り高く、舌の上でさらっと蕩とろけるような、実に素晴らしいラムに変身していたのです。

　ウイスキーやブランデーなんかもそうなんですが、スピリッツ系は封を開けてからすぐだとまだ香りが閉じていて、しばらく時間が経たたないと開いてこない、という現象がよく起こります。その典型的な例を味わったのがこの時でした。

　こういう変化を楽しむのもまた、お酒の醍だい醐ご味みのひとつということで。






　　　　＊







　さてそんなこんなで八巻のあとがきでした。

　あとがきのページが多く取れた時にでもまた、趣味の話を書ければと思います。ハーレムのメンバーはまだまだたくさんいるので、そして毎月確実に増え続けているので、ネタが枯れることは当分ないと思います。ラノベのあとがきでお酒の話というのもどうかと思わなくはないですが、ここは強行突破の方向で。





　それではまた、近いうちにお目にかかれることを祈りつつ。






２０１２年吉日　鈴すず木き大だい輔すけ















お兄ちゃんだけど愛さえあれば関係ないよねっ⑧






鈴木大輔
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